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序  文 

1940 年頃に 初めて 模型飛行機を 作って 以来， 現在に 至る まで 趣味と して 各種 
の 模型飛行機を 楽しんで きました。 また， 学生時代に 実 機 グライダー による 操 
縦 練習を 行い， 社会人に なって からは 航空 界に 入り， 現在に 至る まで 飛行機と 
生活を 共に している… といった 状態です。 

戦後， U コン 機 時代から ラジコン 機の 時代と なり， 私 も 当然の ことながら 名 
機 『オーバー •ザ •レイ ン ボー』 で ラジコン 機を 飛ばしは じめ ま した。 それ 以 
来， ラジコン 機 も いろいろな 機種を 手掛けて きました が， 20 数年 前から ラジ コ 
ン •グ ライ ダーを はじめ ま した。 当時は ラジコン. グライダーの 資料が 入手で 
きず， 暗中模索 のうちに 飛ばして おりました。 

今では 曳航 器具 も ハイ •スタート や プーリー， ウインチ など， 自由に 使用で 
きる ようになり ま したが', 当時は ハイ •スター ト でさえ どのような もの か 全く 
わからない 状態でした。 サー マルに 乗せる こと すら わからずに いました が， あ 
る 日， 偶然に サー マルに 乗り， ぐんぐん 上昇す る 愛機の 姿を 見て， ラジコン. 
グライダーのと りこに なって しまい ま した。 

私が ラジコン. グライダーを 飛ばして おります と， 時 どき グライダー につい 
ての 質問が あります。 質問 内容を 要約して みます と， グライダーは 飛行機と 違 
って 入門され る 方に とって， と りつきに くいこと が 多く あるよう です。 

今まで 私が 経験して き た 事柄が， 果たして どれ だけの 価値が あるか… と 迷い 
ましたが， とにかく 私が ラジコン •グライダーを 始めて 以来， いろいろな 問題 
につき あたり， 私な りに 試行錯誤 をく り 返しながら 解決して きた ことを まとめ 
て， これから ラジコン. グライダーに 入門され る 方の ために お 役に立てば… と 
思って 筆を とりま した。 

読者の 方が たの 一層の ご 研究に よって， よ り 高度な 技術を 生み出して いただ 
くこと を 希望いた します。 

1997 年 秋 


長 谷川 克 
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第 1 章 

ラジコン • グライダーの 
基礎知識 


1.1 ラジコン. グライダーとは 


ラジコン. グライダーとは， 一般に 知られて いる ラジコン 飛行機と 同じよう 
に， 模型 グライダーに ラジコン 装置を 搭載した グライダーの ことを いいます。 

ラジコン. グライダーには 飛行機と 同じように いくつかの 種類が あり， 飛行 
する 場所 や 飛ばし 方 も 違って きます。 ラジコン. グ ライ ダーを 分類して みます 
と， サー マル •グライダーと スロープ. グライダーに 分ける ことができ， この 
2 種類の 中に も 第 1-1 図の よう な 種類が あ ります。 

サー マル. グライダー 

サー マル. グライダーは， 一般的に 平地で 上昇気流 などを 利用して 滞空す る 
グライダーで， まず 最初の 出発は 曳航に よる 上昇と 電動 モーター や エンジンな 
どの 補助 動力に よる 上昇の ふたつの 方法が あ ります。 

曳航 や 補助 動力 によっ て 上昇した 後は 本来の 滑空に 入り， 上昇気流を 利用し 
て 数 時間の 滑空 も 可能で あり， また 長距離飛行 も 可能です。 


— モ ー タ ー . グラ イダ ー ~i 


電動 

エンジン 


サー マル 競技 用 


T- マルチ • タスク 用 
L 滞空 用 


ラジコン 

グラィダー 


1 — スケール 


し スロープ 

グラィダー 


「 パイロン 


— スタン ト 
— スケール 


第 1-1 図 ラジコン. グライダーの 分類 
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モーター* グ ライ ター 

モーター. グ ライ ダーには 補助 動力に 電動 モーターと 小型 エンジンを 使用す 
る 2 種類が あり ます。 電動 グライダーの 場合は モーターを 回す ための ニツカ ド 
電池な どを 搭載す るた め， 重量が 重くなる 欠点が あります。 なによりも 燃料を 
必要と しないた め， グライダーが 油で 汚れる こ ともなく， 手軽に 飛ばす ことが 
できます。 

もう 一つの 補助 動力と して 小型 エンジンを 使用す る 方法が あり ます。 こちら 
の 方は， 小型， 軽量， 強 出力と 申し分ありません が， グライダーが 燃料で 汚れ 
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ると いう 欠点 もあります。 しかし， 強 出力を 利用して 短時間に 高度を 獲得す る 
こと もで き， また 上昇 後 エンジンを パラ シュー トで 落下させる という 方法 も あ 
ります。 モーター. グライダーは 手軽に 飛ばす には 一番 有効な 機体 といえるで 
しよ つ。 


純 サーマ ル 機 

純サー マル 機は 補助 動力を 持たない， 本来の グライダー であり， 従って 最初 
の 出発は 手 曳きや ウインチ によって 曳航 上昇させます。 曳航 後は 上昇気流を 利 
用して 滞空を 続け， 機体の 持つ 滞空 性能 以上の 滞空を する ことができます。 グ 
ライダーの 醍醐味は なんと いっても サー マル • グライダー にあり ます。 
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写真 1-7 ラジコン 機の 曳航に よる エア ロ. 卜ー イング 


サー マル • グライダーの 競技 用と して 使用され る 機体には 2 種類あります が, 
一般的な 滞空 競技 用と して 使用す る 機体， それは 滞空 7 分 MAX と 指定 地 着陸 
用と して 設計され ている 機体です。 

もう 一つは 本格的な グ ライ ダーの 競技と して F3B 競技が あり ます。 これは 
1 機の 機体で 滞空， 距離， 速度を 競う もので， 機体 も 設計 •工作と も 高度の 技 
術が 要求され ます。 機体の 性能 も 素晴らしく 飛行 速度な どは 180 〜 200km/h のス 
ピー ドを 出す ことが 可能です。 

スケール 機 （サー マル 用） 

スケール 機は 飛行機と 同じく 実物 グライダーを そっく り 縮尺した もので， 古 
典 的な グライダー も あれば， 近代的な 素 晴ら しい スタイルの グライダー も あり， 
飛行機と 同じように 引 込 脚を 装備した もの もあります。 また， 飛行 方法 も ウイ 
ンチ 曳航に よる 方法から， 実 機の ように ラジコン 飛行機 による 飛行機 曳航 も 可 
能で あり， また 違った ラジコン •グライダーの 楽しみが あります （写真 1-7 参 
照）。 外国では この 飛行機 曳航が 盛んに 行われて おり， 最近 日本で も 飛行機 曳 
航 による 競技会が 開かれる ようになりました。 

スロープ. グライダー 

スロープ. グライダーは 山な どの 斜面 上昇 風を 利用 して 滑空す る グライダー 
のこと で， サー マル •グライダー のように 曳航 用具を 必要と せず， 山頂より 斜 
面に 向かって 手 投げで 出発し， 斜面 上昇 風に 乗って 斜面 上を 滑空させます。 

従っ て純ス ロープ. グ ライ ダー の 場合は 少なく とも 4 〜 5  m/sec 以上の 風が 
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吹いて いなければ 飛ばす ことができません。 

競技 用 スロープ 機 

競技 用 スロープ 機は 滞空 競技 用と は 違って， パイ ロン 間の パッシン グ 回数を 
競う グライダーです。 当然の ことながら スピードが 速く， 旋回 性の良い ことが 
第一条 件で， 一般的に 翼 面 荷重が 大きく， ラダー 機と エル ロン 機の 2 種類が あ 
り ます。 

エル ロンを 装備した 機体です と 飛行機と 同じように ループ， キュー バン •エ 
イト， 4 ポイント •ロールな ど， 曲技 飛行が 可能で あるた め， サー マル 機と 違 
った 面白さが あります。 

スケール 機 （スロープ 用） 

スケール 機は 特に サー マル 用， スロープ 用と 区別され ておりません が， スケ 
ー ル 機を スロープで 飛ばし ますと， サー マルの よう に 飛行 姿勢を 下から 見る だ 
けで なく， 操縦して いる 位置よりも 低く 飛ばす こと もで きる ため， 飛行 姿勢を 
上から 見る こと も 可能で あり， グ ライ ダーの 美しい スタイルを いろいろな 角度 
から 見ながら 楽しむ ことができます。 

ハン ドラン チ • グライダー 

ハン ドラン チ. グライダー もサー マル. グライダーに 属する ものです が 名称 
のと おり， 曳航 用具を 使用せ ずに 手で グライダーを 投げ上げて 高度を 獲得し 滑 
空させる グ ライ ダーです。 手 投げで 高度を 得る ため 小型 軽量の グ ライ ダーで 翼 
幅 152cm  (60 インチ） となって おります 0 


1.2 ラジコン •クライダーの 用語 


ラジコン. グライダーの マ ニヤの 会話は 飛行機 マ ニヤ 以上に 専門用語が とび 
だして 来ます。 皆さん も グライダー •マ ニヤの 仲間入りを する にあたり， 一般 
的に 使用され る 用語に ついて 知って おいてく ださい。 

アスペクト • レシオ 

翼 幅と 翼 弦の 長さとの 比の ことで， 例えば 矩形 翼の 場合， 翼 幅が 2000 腫で 翼 
弦が 200 ram だと します。 
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第 1-2 図 アスペクト. レシオと その 求め 方 


第 1-3 図 翼 厚とは 


この 翼の アク ぺクト • レシオは 
2000 +200 =10 

すなわち アスペクト. レシオは 10 と 


いう ことになります。 翼の 型が テーパー 翼 や 楕円 翼の 場合は 翼 幅を 2 乗した 数 
を 翼面積で 割る ことによって アスペクト • レシオが 計算で きます （第 1-2 図 参 
照 ）〇 


翼 面 荷重 

グ ライ ダーの 重量 W を 主翼 面積 S で 割った 比重 量 W/S を 翼 面 荷重 といい ます。 
翼 面 荷重は 上昇 性能， 運動 性， 旋回 するとき の 速度 や 加速度な どに 影響を お 
よ ぼします。 W/S が 小さい と 翼の わり に 重量が 軽い ので 上昇 性能 や 滞空 性能 
がよくな り， W/S が 大きい と 失速 速度が 大きくな るので， 当然 滑空 速度 も大 
き くなります。 


翼 厚 

翼 断面の 中心 線に 対して 直角の 方向に 測った 翼の 上面と 下 面の 距離を 翼 厚と 
いいます。 その 翼 型の 一番 厚い ところを 翼 型の 最大 翼 厚と 呼び， これを 翼 弦 長 
で 割って 100 分 率 で 表した 値を 翼 厚 比と いいます。 例えば それ が 12 % であれば 
翼 厚 12% の 翼 型な どと 呼びます （第 1-3 図參 照)。 
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第 1-4 図 
迎え角とは* 


有害 抗力 

グライダー 全体の 抗 力から 主翼に 働く 抗 力を 差し引いた 残りの 抗力 をい いま 
す。 すなわち 胴体， 尾翼な どに 働く 抗 力の 和です。 「有害」 という 言葉が つけ 
られた 理由は， 主翼は 揚力を 発生して グライダーを 空中に 支えて おくた めに 無 
くて はならない ものな ので， これに 働く 抗 力は 止む をえない が'， それ 以外の 部 
分の 抗 力は ほとんど 揚力に 無関係で あ りグ ライ ダーの 前進を さまたげる だけで 
あるから です。 

誘導 抗力 

誘導 抗力 は 翼の 後 縁 か ら 出る 渦に もとづく 抗力 をい いますが， これは 揚力に 
伴って 生ずる 抗力 ともい えます ので， 揚力に 関係す る すべての 種類の 抗力 の 和 
を 誘導 抗力 といい ます。 

迎ぇ角 

翼の 進行 方向と 翼 弦が なす 角， または 翼が 気流の 中に おかれた とき， この 気 
流の 方向と 翼 弦 線 とのな す 角を 迎え角と いいます （第 1 -4 図參 照）。 迎え 向は 流 
れ に対する 翼 型の 姿勢を 定める 基準を なす もので， 揚力 係数， 抗力 係数， モー 
メン ト 係数な どは みなこの 迎え角の 関数と して 表されます。 

取り付け 角 

グライダーを 横から 見た ときに， 主翼な どが 胴体 基準 線に 対して 何度 傾けて 
取り 付けて ある のかを 示す のが 取り 付け 角です （第 1-5 図參 照）。 


取り付け 角 


\ 基準 線 


第 1-5 図 

取り付け 角とは • 
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第 1-6 図 滑空 角とは 


取り付け 角を 迎え角と 混同す る 人が あります が， 先に 述べました ように， 迎 
え 角は 気流と 翼の 関係を 示す 角度を 指します ので， 間違えない ようにし てくだ 
さい。 

滑空 角 

グライダーが 滑空す る 場合， 滑空 経路と 水平面の なす 角度を 滑空 角と いい ま 
す （第 1-6 図參 照)。 

滑空 比 

降下 角度を 滑空 角と 呼びます が， 前進す る 距離と その 間に 沈下す る 高度の 比 
を 滑空 比と 呼びます （第 1-7 図參 照）。 この 滑空 比は 揚力と 抗 力の 比に ほかなら 
ず， 抵抗が 少なければ 滑空 比は 大き くなります。 
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第 1 章 ラジコン. グ ライ ダーの 基礎知識 


抗力 

翼を 気流の 中に おいた ときに 翼に 
作用す る 空気 合力の 相対 風 方向の 成 
分を 抗力 といい ます （第 1-8 図 参照)。 

重心 （ C  G ) 

グライダー を 構成す る 各部 分に 作 


用す る 重力を， すべて 組み合わせた ときの 合力が， 機体の ある 一点に 集中した 
と 見られる 点で， グライダーを この 点で 吊り下げた とき 姿勢を 前後左右に 傾け 
る ことなく， 水平 姿勢 を 保つ こと がで きる 点の ことを 重心 また は 重心 点 といい 
ます （第 1-9 図 参照)。 


沈下 率 

グ ライ ダーが 滑空 中に 失う 高度と 進行 距離の 比の ことです （第 1-10 図 参照）。 
沈下 率は 滞空時間 を 長く する ためには できるだけ 小さい こと が 望 ましい のです。 


テーパー 翼 

テーパー 翼とは 翼 弦 長が 翼 端に 行く に 従って 小さく なって いる 翼の ことです。 
外形から も 想像で きる ように， 矩形 翼と 比べる と 構造 上は 翼を 曲げよ うとす る 
力が 減り， しかも 力の 強く かかる 主翼の 付 根が 幅広く 厚く なって いるので， 軽 
く 作る ことができます。 ただしむ やみに テーパーを 強く すると 翼 端 失速に おち 
いる 危険が あります。 


基準 線 水平  — - 


第 1-9 図 

重心 (CG) とは …… 


左右の 翼 水平 


15 


A 


第 1-10 図 

沈下 率と その 求め 方 


テーパー 比 

テーパー 翼の 先細り の 度合いを 示す 数値です （第 1-11 図 参照)。 
テーパー 比 = 翼 端の 翼 弦長+ 機体 中心の 翼 弦 長 


\ 翼 厚= 厚い 

第 1-11 図 テーパー 比の 求め 方 


揚抗比 

グ ライ ダーが 滑空 するとき の 揚力 
と抗 力の 比で， 揚抗比は グライダー 
の 性能を 比較す る 場合の 指針の ひと 
つです。 揚抗比 = 滑空 比の 関係に あ 
り ますので， グライダーの 性能は 揚 
抗 比の 大小に よ つて 決定して しまい 
ます （第 1-12 図 参照)。 
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第 1-12 図 揚抗比と その 求め 方 


第 1 章 ラジコン •グ ライ ダーの 基礎知識 


モー メント • アーム 


尾翼の 空 力 中心 


第 1-13 図 

モー メント •アーム 
について 


モ  ー メント •ア ー 厶 

機体 重心 位置と 尾翼の 空 力 中心 ま での 距離で， 尾翼に 生じ た 空気 力 によって 
重心 まわり に 発生す る モー メン トの 距離 成分を 示します。 この モー メ ント •ア 
ームの 長さは グ ライ ダーの 安定性の 目安と なる 値です （第 1 - 13 図 参照）。 

空 力 平均 翼 弦 

翼の 風圧 分布は 翼 幅 方向に 変化し ますので， 翼の 強度を 考える 際には 揚力の 
働く 点を 決定す るのに たいへん 不便です 3 そこで 翼 全体を 通じて ひとつの 代表 
的な 翼 弦を 想定し ます。 そして この 翼 弦を 翼 断面と する 矩形 翼と して 取り扱い 
ます。 この 翼 弦を 空 力 平均 翼 弦 （MAC) と 呼びます （第 1-14 図 参照）。 


翼 型 


グライダーの 主翼は， 機体の 重さを 支える のに 必要な 揚力を 受け持つ 大切な 
部分です。 この 翼を 切った 断面の 輪郭を 翼 型と か 翼 断面と いいます （第 1-15 図 
参照 ）〇 グライダーの 性能は この 翼 型の 特性に よって 左右され ます。 構造， 強 
度 も 考えた 上で 設計 条件を 満たす ような 翼 型を 採用す る ことが 大切です。 

翼 端 失速 

滑空 速度を 下げて 行く と 失速 状態に いたり ますが， 翼は 全幅に わたって 失速 


第 1-14 図 

空 力 平均 翼 弦と その 
求め 方 
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第 1-15 図 

翼 型 または 翼 断面 
とは …… 


第 1-16 図 

飛行 中に おける 翼 
端 渦とは …… 


状態に 入る のでは なく， 最も 条件の 悪い 部分から 失速が 生じ， それから 全幅に 
広がります。 翼 端 部から 生ずる 失速を 翼 端 失速と いいます。 翼 端 失速に 入る と 
機体が 傾き， きり もみ 状態に おちいります。 


翼 端 渦 

翼が 空気 中で 揚力を 生じて いると き， 翼の 上面の 圧力は 低く， 下 面の 圧力は 
高く なって おります。 従って 下側の 気流は 翼 端を まわって 翼の 上面に 流れます。 
翼は 前進して いますから 翼 端から 巻き あがった 流れは 渦と なり ます。 これを 翼 
端 渦と いいます （第 1-16 図 参照)。 


1.3 滑空の 原理を 考える 


グライダーには 飛行機の よう に プロペラ や エンジンがない のに， どう して 飛 
ぶこと がで きる のかと 不思議に 思われる ことで しよう。 たしかに グライダーは 
飛行機の ように 水平飛行 （静 気流 中） をす る ことは 不可能です。 

飛行機は 第 1-17 図に 示す よう に 一定の 速度で 飛行 中は 推力と 抗 力が 釣り 合い， 
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揚力 （L) 


推力 （T) 

抗力 (D) 

重力 （W) 

第 1-17 図 飛行機の 各 力の 関係 


空気 合力 （R) 


第 1-18 図 グライダーが 前進す る 力関係 


主翼 翼 型 


尾翼 翼 型 

第 1-19 図 各 翼の 代表的な 翼 型 


第 1 章 ラジコン. グライダーの 基礎知識 

揚力 と 重力と が 釣 り合っ て 水平 飛 
行が できます。 しかし， グラ イダ 
一には 推力が あり ません から 水平 
飛行は 不可能な わけです。 

それでは なぜ グライダーは 推力 
が 無い のに 前進す る ことができ， 

ま た 飛ぶ こと がで きる かを 図で 説 
明し ましょう。 

第 1-18 図は グライダーが 滑空 中 
の 図です。 グライダーが ある 速度 
で 飛行 中には 主翼には 揚力が 生じ 
ます。 これを 平行四辺形 法で 描き 
ますと， 揚力 L と 重力 W の 分力と 
が 釣り合い， 抗力 D に 等しく 前方 
に 働く 力が 前進力 T となり， グラ 
イダー は 前進す る こと がで きます。 
従って 揚抗比の 大きな グライダー 
は 揚力の 割り に抗 力が 小さい から 
前進力 T も 小さくて すみ， 滑空 角 
も 小さくな り， 遠くまで 滑空す る 
ことができます。 

翼 型 

主翼， 水平尾翼， 垂直 尾翼は い 
ずれ も 翼 型を 持って おり， その 翼 
型は 空気の 抵抗が 少な くなる よう 
になって います。 代表的な 翼 型は 
第 1-19 図の よう な 型を しています。 


揚力と 抗力 

グライダーの 翼を 空気の 流れの 中に おき， その 流れに 対して 角度を つけます 
と， 第 1-20 図の ような 斜め 後方に 上向きの 力が 働きます。 この 力は 互いに 直角 
の 方向の 二つの 力に 分けて 考える ことができます。 第 1-20 図に 示す 矢印の 方向 
は 力の 方向です。 
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この 上向きに 働く 力が 揚力で， グ 
ライダーを 支える 力です。 この 揚力 
は 常に 気流と 直角 方向に なり ます。 
後向きに 働く 力は 抗力 といい， 気流 
と 平行になります。 

この 抗 力は 邪魔物で すから， グラ 
イ ダーを 製作す る とき あらゆる 手段で 減少を 図り ますが， 揚力と 分かち難い も 
の もあります 0 揚力と 抗 力は 必ず 同じに 分かれる とは 限らず， それらの 大きさ 
は， 翼 型の 種類 や 空気の 流れとの 関係 角度に より 変化し ます。 この 角度を 迎え 
角と いいます。 もし 翼 型が 気流に 対して 大きな 角度を とる と， 空気 力の 大部分 
は抗 力に なって しまいます。 

揚力の 大きさは， 迎え角が 増す につれ て ある 程度までは 増大し ますが， 迎え 
角が ある 限界に 達する と 急激な 揚力の 低下が あらわれ， グライダーは 失速して 
墜落して しまいます。 翼に 生ずる 揚力と 抗 力の 大きさは， 迎え角が 一定なら ば 
グ ライ ダーの 速度に よって 定まり， 速度の 増減に 応じて 揚力 も 抗力も 増減し ま 
す。 

速度と 迎え角を 一定に して 飛んで いる グ ライ ダーの 揚力は， その 重量と ほぼ 
同じです。 迎え角を 小さく すれば 自動的に 速度が 増大して 釣り合いが とれ， 旋 
回の 時の よう に 揚力が 必要な ときは 迎え角を 増して 揚力を 得る よう にします。 


揚力 （L)  -i 空気 力 （R) 


抗力 （D) 


第 1-20 図 揚力と 抗力 について 


グライダーに 作用す る 力 

滑空す るグ ライ ダーの 前進力は グライダーの 重量から 生まれます。 

これは 下向きに 働く 重力の 前進 方向に 対する 分力です。 第 1-21 図は 滑空 中の 


空気 合力 （R) 


第 1-21 図 

グライダーに 作用す る 三 
つの 力の 釣り合い 
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第 1 章 ラジコン. グライダーの 基礎知識 


グライダーに 働く 揚力， 抗 力， 重力 
の 三つの 力の 釣り合いを 示します。 

原理の ところで は 揚力 は 重力 に 等 
しいと 説明し ましたが'， 実際には 図 
のと おり 揚力と 抗 力を 結集した 力， 
すなわち 空気 合力 が 重力 に 釣り合 っ 
ている ことが わかります。 

失速 

迎え角を ある 点まで 増大す ると 揚 
力は 急激に 減少し， 失速して しまう 
こと は 前に 述べ ま したが， 失速を 説明す る には 翼 上面を 流れる 気流が どうな っ 
ている かを 考える 必要が あります。 

正常な 状態では 第 1-22 図 A のよう に 滑らかで 翼 下 面の 気流は 圧力が 増して 上 
向きに 吸い上げる 力が 働きます。 この 吸い上げる 力は 翼 上面を 流れる 気流が 滑 
らか である 限り 得られ ますが， も しこの 気流が 乱れます と 吸い上げる 力は 低下 
し， 乱れが 大きい ほど 揚力の 損失は 大きくな ります。 第 1-22 図 B はこの 乱れを 
示します。 翼 上面の 気流が 渦流に なった 時を 「失速」 といい ます。 失速は 迎え 


正常な 滑空 中 


エレべ一 夕一. ステ ィッ ク をゆっ 
くりと 引いて ゆく と 機首が 上がり 
スピードが 落ちて くる 

エレべー ター. フ ティッ クを その 
まま 引き 統け ると. さ e> 【こ 機首が 
上がり 失速す る 


失速す ると 機首が 下がり 降下して 
くる。 エレ ペーター .スティック 
を ニコー ト ラル (こもどし， ヌピー 
ドが 出た な ら ば スティックを 引き 
正常に ち どす 


第 1 -23 図 飛行 中に おける 失速の 実例 
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角が 増大し， 失速 角に 達した 時に 発生し ます。 

次に 失速の 実例を 考えて みまし よう。 第 1-23 図を ごらんく ださい。 

グ ライ ダーが 滑空 中に エレべ ー ターの スティック を 静かに 操作して UP にし 
ますと， グライダーは 機首を 上げて 迎え角が 増大して いき， 釣り合いが 破れ 水 
平 飛行を はじめます。 

迎え角が だんだん 大きく なる に 従って 速度は ますます 減少し， 速度が 落ちる 
と 揚力が どんどん 失われる ので， 水平飛行を 保つ ための 揚力を 保つ のに さらに 
迎え角の 増大が 必要に なり ます。 これは 抗 力を 増大す る ことにな り ますので， 
速度は 急激に 低下し， ついに 失速 角に 達する と 翼は 大部分の 揚力を 失い， 機首 
は 急に 下向 きになり 墜落して きます。 こ の 失速から 回復す る ま では 正常な 操縦 
を 行う ことは できません。 


1.4 翼 型に ついて 


主翼 や 尾翼の 翼 型は グライダーの 性能に 大きな 影響を 持って います。 模型 飛 
行 機は 実 機と 違って 翼 弦が 小さ くなります から， レイノルズ 数が 小さ くな り， 

実 機 ほど 決定的な 条件では な くな り ます。 従って 動力の ない グ ライ ダーでは 少 
しで も 性能を あげる ため， 翼 型は 非常に 大切な のです。 

それでは 翼 型に ついて 説明し ま しょう。 翼 型の 座標の 見方は X 軸が 翼 弦に 対 
する パーセント， Y 軸が 上面と 下 面の 厚さの パー セン ト です 0  Y 軸のう ちで， 

Yu が 上面の 厚さの パー セン ト， Yl が 下 面の 厚さの パー セン ト で， 一 （マイナス） 

の 記号は 基準 線より カーブが 下に 出て いる こと を 意味し ます （第 1-24 図 参照)。 

翼 型を 座標から 書く には， 書こう とする 翼 型の 翼 弦の 長さを 方眼紙の 上に 書 
いて， X の 各 点 （0 〜 100%) を X 線 上に 印し ます。 そして この 翼 弦の 長さに Yu, 
Yl の 数字を かけた ものを Y 軸線 上に 印して 行き， この 各 点を 滑らかな 曲線で 結 
びます と 翼 型が でき 上がり ます。 

グライダーに 使用され る 翼 型 

以前 グライダー 用 翼 型と いえば 「NACA 640 9」 や 「クラーク Y」 などが 模型 
Vu _  飛行機 用 翼 型の 代名詞と いわれる く 


V) 

第 1-24 図 翼 型 座標の 見方 


らいに 使用され ていました が， 最近 
は RC グ ライ ダー 用 翼 型と して エツ 
ブラ ー系 や RG 等が 多く 使用 さ れて 
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第 1 章 ラジコン. グライダーの 基礎知識 


第 1-25 図 
翼 型の 各 名称 


おり， 一般的な サー マル. グライダー 用 翼 型は 「エップ ラー 385FB」 が 性能 も 
よく 最適です。 

この 翼 型の 原型と なった エッ ブラー 385 は 下 面 カ ン バーが ついている のです 
が， 385FB は 下 面 カン バーを なく した ものです。 すなわち 前 縁の下 面と 後 縁を 
一直線に 結んだ ものです。 このよう にした 方が 製作 も 容易で あり， また 翼 厚 も 
厚く なる ので 翼の 強度 も 上がり， サー マル. グライダー 用と しては 理想的な 翼 
型です。 

F3B 競技 用 グライダーと なります と 高性能を 要求され ます。 滞空， 距離， 
速度と 1 機の 機体で 相反す る 性格の フライ トを しなければ なりません から， 翼 
型 も 当然 変わって きます。 F3B 用 グライダーに 適する 翼 型と しては 「RG14」 

や 「RG15」 が 代表的な もので， 新しい 翼 型と して 「S3021」 や 「S4061」 など 
が あ ります。 

スロープ 用と しては 「NACA0009」 のよう な 完全 対称 型 か， 「エップ ラー 37 
4」 のよう な 半 対称 型が 代表的な 翼 型です。 

翼 型を 種類 別 にします と， 尾翼 や スロー プ 機の 主翼 に 使用され ている 対称 翼 
型， 例を あげます と 「NACA0009」 のように カン バーから 上下の カーブが 同じ 
で カ ン バーが 付いていない 翼 型と， 「NACA 241 0」 のよう に 上面の カーブが 強 
く， 下 面の カーブが 弱い 半 対称 翼 型， サー マル •グライダー によく 使用され る 
「エップ ラー 385FB」 のように 翼 下 面が 平らな 平底 型 翼 型， 初期の サー マル. 
グ ライ ダーに 使用され た 「NACA6409」 や 「エップ ラー 385」 のように 下 面が 
へこんで いる アンダー. カン バー 翼 型の 4 種類に 分ける ことができます。 揚力 
は 対称 型から 半 対称 型， 平底 型， アンダー •カ ン バー 型の 順に 大き くな り ます。 


翼 型の 名称 

翼 型の 厚みの 中心 線が 翼 型の 前と 交わる ところを 前 縁， 後で 交わる ところを 
後 縁と 呼びます。 翼 弦と 最大 湾曲 点との 距離を 翼 弦で 割って パー セン トで 表し 
たものを 最大 矢 高 と 言います。 

最大 矢 高の 位置と 前 縁と の 距離を 翼 弦の パー セ ントで 表した も のを 最大 矢 高 
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位置と いい， 翼 型の 最大 厚さを 翼 弦の パー セン トで 表した ものを 最大 厚さ 比と 
いい， 一般には 翼 厚と いって おります （第 1-25 図參 照)。 

翼 型には いろいろな 名称が 付いています。 一例を あげてみ ますと NACA  (Na¬ 
tional  Advisory  Commitee  for  Aeronautics, 現在の  NASA), ゲ ツチ ン ゲン (Gottin¬ 
gen),  RAF  (Royal  Aircraft  Factory),  USA, クラーク  Y， 最近の RC グ ライ ダーに 
使用され ている エップ ラー， RG などが あります。 NACA 系列の 数字には 次の 
よう な 意味が あ ります。 

たとえば， 「NACA 241 0」 の 場合， 最初の 2 は 最大 矢 高 2  %,  4 は 最大 矢 高 
位置 40%, 10 は 最大 厚さ 比 10% という 意味を 表して おります。 

(注 • 本文 159 頁を 参照） 


1.5 ラジコン •グライダーの 各部の 働き 


グライダーは 第 1-26 図， 第 1-27 図の よう な 部分からで きています。 

胴体 

胴体は グラスファイバー 製， または パルサ， ベニヤな どの 材料を 使用した 木 
製の 2 種類が あります 0 

F3B 競技 用の 高級 グライダーには， ケプラー. クロスな ど 非常に 軽量で 強 
度の ある 材料を 使用した もの もあります。 胴体 内部には 受信機， サーボ •モー 
ター， 電池な どを キ ヤノ ピーの 部分に 搭載し ます。 

主翼 

主翼は 運搬を 便利に する ために 胴体のと ころから 取りは ずす ことができ るよ 
う になって います。 ほとんどの グライダーは 左右の 翼が 分かれる よう になって 
いる 2 ピース 式です が， 大型機に なり ますと 3 ピース や 4 ピースの もの も あり 
ます。 

構造は リ ブ 組みの ものと 発泡スチロールの コアに パルサ 板を プランク した 構 
造の 2 種類が あり ます 0 リブ 組み 構造の 主翼は 一般的な サー マル. グライダー 
や スロープ. グ ライ ダーに 使用され ており ます 0 

発泡スチロールの コアに パルサ 板を プランク した 構造の 主翼は， 競技 用の 高 
性能 機やス ケー ル 機に 使用 されます。 こ の 翼は リ ブ 組みの 翼に 比べて 重量が 重 
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第 1 章 ラジコン •グ ライ ダーの 基礎知識 


第 1-26 図 

ラダー 機と 各部の 名称 


第 1-27 図 

エル ロン 機と 各部の 名称 


くなる ため， エル ロンに よる コントロールを しません と， 旋回 時の 操縦が 困難 
になります。 この 構造の 特徴と しては， 翼 断面を 正確に 仕上げる ことができ ま 
す。 エル ロンは 左右の 翼 端 部分の 後 縁， フラップは 中央部 分の 後 縁に ついて お 
り ます。 


尾 翼 

尾翼は 水平 安定板と 昇降舵 （また は 水平 安定板と 昇降舵が 一体 となって いる 
フライング •テール）， 垂直 安定板と 方向舵と から なって おり， 垂直 安定板は 
胴体と 一体に なって おります。 
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尾翼 も 主翼と 同じく リ ブ 組みの ものと 発泡スチロールに パルサ 板を プランク 
した 構造の も のが あり， 他に パルサ 板から 切り出 して 整形した もの もあります。 


1.6 舵の 基本的な 効果 


エル ロン （補助翼） 

エル ロンは 主翼の 一部を 形成して おり， 送信機の ステ ィッ クの 動きに 対して 
第 1-28 図の よう に 動き ます。 スティック を 右に 動かす と 右の エル ロンは 上がり， 
左の エル ロンは 下がり ます。 ス ティ ックを 左に 動かす と 右の エル ロンは 下がり， 
左の エル ロンは 上がり ます。 従って 上がった エル ロンは 気流に 対して 迎え角を 
減少し ますから 揚力を 減少し， 下がった エル ロンは 迎え角を 増大し ますから 揚 
力を 増大し ます。 その 結果， 胴体を 通る 中心 線を 中心として グライダーは 横転 
する ことになります （第 1-29 図 参照 )〇 

いま スティック を 左右 どちら かに 動かし， 必要な 姿勢になる まで そのままに 
して おき， それから その 状態を 保持す るた めに スティック を ニュー トラ ルに し 
ます。 第 1-30 図の ように グライダーの 翼が 地面に 対して 水平で ない 時， それは 
グライダーが 『バンクを している』 と 言います。 すなわち 『バンクを つける こ 
と』 は エル ロンに よって 横揺れ 面に おける 運動を 起こさせる ことです。 


ラダー （方向舵） 

ラダーは 左右に 動く ようになって おり， 第 1-31 図の ように， 送信機の ラダー 
•スティック を 右に 動かす と ラ ダーは 右に 動き， スティック を 左に 動かす と 左 
に 動きます。 

いま スティック を 右に 動かし， ラ ダーが 右に 動きます とこれ に 気流が 当たっ 
て 押し返そう とします。 その 結果 グライダーは 尾部を 機体の 重心を 中心として 
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第 1-28 図 A  エル ロン （補助翼） の 動き 方 


第 1 章 ラジコン •グライダーの 基礎知識 


胴体を 中心として 横転す る 

第 1 -29 図 エル ロンを 使った 時の 動作 


左に 回り， 機首は 右の 方向に 動き ま 
す。 このような 運動を 『偏 揺れ』 と 
いいます。 

ラダー は 通常 2 次 的 操縦 装置で あ 
つて， 正しい 旋回を 行う 時に エル ロ 
ン 操作の 補助と して 使用され ます。 


ラダーが 主と なって 使われる のは サイド •スリップ （横滑り） とか， ある 特別 
の 状態の 飛行に 限られる からです。 

エル ロンが イ寸 いていない グライダー はこの サイド. スリ ップ による 主翼の 上 
反 角 効果を 利用して， グライダーを バンク させて 旋回し ます。 
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機首は 上に 
上がる 


エレ ペーターの 
動  <  方向 


機首は 下 【こ 
下がる 


エレ ペーター の 
動  <  方向 


(?)  ® 

• ス ティ 、. 

ソク 手前に 引 < 

エレ ペーター •スティック 前方に 押す 

第 1-32 図 A  •  B エレべー ターを 作動 させた 時の 機体の 動き 


エレベーター （昇降舵） 

送信機の エレベーター •ステ ィッ 
クを 手前に 引く と， エレベーターは 
上に 上がり， 反対に 前方に 倒す とエ 
レべ 一夕 一は 下に 下がり ます。 

例えば 第 1-32 図 A のよ うに ステ ィ 
ック を 手前に 引く と エレベーターは 
上がり， 気流に よって 下向きの 力を 
発生し， その 結果 グライダーの 尾部 
を 下げる ことにより， 機首が 上がる 
ことにな り ます。 同様に して スティック を 前方に 倒す と 第 1-32 図 B のよう にエ 
レ ベータ ーは 下がり， 尾部は 上がって 機首は 下がり ます。 

このように エレベーターは 重心を 通る 左右軸を 中心として 『縦揺れ 面』 にお 
ける 運動を 引き起こします （第 1-33 図 参照)。 


1. 7 ス ボイラーと エア • ブレ ー キ 


ス ボイラー 

スポイ ラーは， 翼の 上面を 通過す 
る 気流の 中に， 翼 上面から 突き出る 
ようになって いる 板で， 抗 力を 増大 
第1-3 4 図 スポ イラー の 効果  して 滑空 角を 増大させます （第 1-34 
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第 1 章 ラジコン •グライダーの 基礎知識 


写真 1-8 

スポ イラー を 取り付 
けた 主翼。 通常は 翼 
内に 格納して おく 


写真 1-9 

スポ イラー を 作動 中。 
エア • ブレーキ とし 
て 働く 


図 参照）。 この ス ボイラーは サー マルからの 脱出 や 着陸の 時に 使用し ます。 


エア. ブレーキ 

エア • ブレーキには 2 種類 あり ます。 ひとつは キ ヤノ ピーを 開けて 抵抗を 増 
大 させる キ ヤノ ピー. ブレーキ （第 1-35 図 A)， もう ひとつは 胴体 上部に 抵抗 板 
を 出して 抵抗を 増大させる エア. ブレーキ （第 1-35 図 B) が あり ます。 使用す 
る 時は ス ボイラーと 同じく サー マルからの 脱出 や 着陸 時です。 

フラップ • ダ イブ 

これは 主翼 中央部の 後 縁に 付いて おり， こ の 後 縁 部分を 下げる ことにより 空 
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第 1-36 図 

フラップ • ダ イブの 慟き 


ェ 上 


レ □ン 


エル □ン 


砂 


フラップ  フラップ 

バタフライ • エア • ブレーキ 


エル □ン 


V 


エル □ン 


スポイ □ン • エア • ブレーキ 


第 1-37 図 

エア • ブレーキ 2 種 
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第 1 章 ラジコン. グライダーの 基礎知識 


気 抵抗を 増大させる のです が， 後 縁を 下げた だけでは 揚力の 増大と なり 急激な 
頭上げ を 起こします から， これを 防ぐ ためと 抗 力を 増大させる ために 第 1-36 図 
のように 後 縁を 下げる と 同時に 上に も 突き出る ようになって おり ます。 

これらの 操作は スロット ル. ス ティ ック により 操作され ます。 ス ティ ックを 
下に 下げる とス ボイラー や エア. ブレーキが 出る ように リ ン ケージし ます。 

スポイ ロン， バタフライ 

F  3  B 競技 機の エア. ブレーキは， エル ロンと フラップを 同時に 作動 （フ ラッ 
プは 下， エル ロンは 上） させて エア •ブレーキ （バタ ラ フイ） として 抵抗を 増 
大 させて おります。 

フラッ プを 装備して いない グ ライ ダーは エル ロンを 上に あげて （スポ イロ 
ン） 抵抗を 増大させます （第 1-37 図 参照)。 


1.8 ラジコン •グライダーの 安定性 


グライダーは 滑空 中に 一定の 姿勢を 継続し よう とする 性質と， 姿勢が 変化し 
た 時で も 元の 姿勢に 帰ろうと する 性質と を 持って おります。 この 性質を 「安定 
性」 といい， グライダーの 性能を 左右す る 大切な 要素の ひとつです。 

横揺れ 面の 安定性 

これは 主翼が 『上 反 角』 という 上に 反った 角度を もって 胴体に 取り付けられ 
ている ことで， 左右の 傾きに 対しての 安定性を 保って おります。 （第 1-38 図參 
照 )〇 

いま， 機体が 傾いた とします と， 第 1-39 図の ように 下がった 翼の 方向に 横 滑 


—段上 反 角 


上 反 角 


第 1-38 図 

機体の 横揺れ 面の 安定性 
を 保つ 上 反 角 


二 段 上 反 角 
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回復力 


第 1-39 図 

上 反 角の ついた 機体の 上 反 
角 効果 


水平尾翼 
_ マイナス 迎角 


第 1-40 図 

左右軸  縦揺れ 面の 安定性 

りを はじめ， その 結果 気流は 横向きと なり， 下がった 方の 翼が 上がって いる 方 
の 翼より 迎え角が 大きくな り， その 結果， 下がって いる 翼の 方が 揚力が 増大し 
て， グライダーを 正常な 姿勢に 回復させます。 

縦揺れ 面の 安定性 

これは 水平尾翼 によ り 安定が 保た 
れ ます。 グライダーの 姿勢が 変化し 
て 尾部が 上がった とすると， 水平 尾 
翼は 気流に 対して マイナスの 迎え角 
となり， マイナスの 揚力を 増大し， 

水平の 状態に もどる ま で 尾部を 押し 
下げる ことにな ります （第 1-40 図 参 
照 )。 

反対に 尾部が 下がった とします と， 

同様に プラスの 揚力が 発生して 尾部 
を 押し上げる ことにな り ます。 
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第 1 章 ラジコン. グライダーの 基礎知識 

偏 揺れ 面の 安定 

これは 垂直 尾翼に よって 保たれる 安定で， 垂直 尾翼は 重心 位置よ り 後方に あ 
り ますから 安定が 可能と なり ます。 も し 偏 揺れ 面に おいて 姿勢 変化が 起こり ま 
すと 『風見 効果』 によりも との 姿勢に もどります （第 1-41 図 参照）。 
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第 Q 芦 

グライダーの ための 
ラジコン 装置 


ラジコン （RC) 装置を よく 『プロボ』 といって いますが', プロボとは デジ 
タル. プロ ポー シ ヨナ ル •ラジオ •コントロールを 略して 『プロボ』 といって 
おり， プロボは 送信機， 受信機， サーボ •モーターから なって います （写真 2- 
1 参照)。 

一般的 な プロボと しては 4 チヤン ネルから 10 チヤン ネルまで あり， 初心者の 
方が 使用す る ものから コンテスト • フライヤ ーが 使用す る 高級品まで あり ます。 

グライダーに 使用す る プロボは 4 チヤン ネルから 10 チヤン ネルの プロ ポが適 
当で， 最初の 練習 用には 4 チャンネルで 十分です。 F3B 日本 選手権 用の グラ 
イダー に 使用す る プロボは 各種 ミキ シン グが 装備 された 高級 コンピューター • 
プロボが 使用され ております。 
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写真 2-1 グ ライ ダー に 使用 する 各種 サーボ 


第 2 章 グ ライ ダー のた めの ラジコン 装置 


アンテナ 


リ ンク •ハ •一 


バワー イン ジケー ター 

フ ト ラッフ ホルダー 

エレべー ター 
スティック （1) 


エレ ペーター. 卜1」 ム 


パワー. スイッチ 


ス □ット ル • ト リム 


フ □ッ ト ル 
ヌ ティ ック （1) 


エル □ン 
スティック 


エル □ン • ト リム 


ト リフー パネル 
リバ ー ヌ • スイッチ 
を 切り かえる 時に 
この バネルを 開けて 
U バース • スイッチ 
を 切り かえます 


リバース. スイッチ 
(NORMAL 側が 正 転） 


第 2-1 図  4 チャンネル 送信機の 各部 名称 


4 チャン ネル • プロボを グライダーに 使用 するとき 

それでは グ ライ ダー 用と して 一般的な 4 チャンネル. プロボ （例題 機. 
VANGUARD-FM) を 使用す る 場合に ついて 説明し ましょう （第 2_1 図 参照)。 

送信機の 各部の 名称 

4 チャン ネルの 場合は， グライダーに 受信機と 2 個 または 3 個の サー ボを搭 
載して， サーボ 2 個の 場合は ラダーと エレべー ターを コントロールし， サーボ 
3 個の 場合は ラ ダーと エ レべ ー ターに ス ボイラーを コント ロー ルし ます。 

エル ロン. スティック 

ラ ダー 機の 場合は エル ロ ンのス ティ ックで ラダーを コン トロール します 
(注： ラダー. サーボ は 受信機の エル ロンのと ころに 接続し ます）。 エル ロン 
•ス テイ ツクを 左に 倒す と ラダーが 左に 動き グライダーは 左 旋回し ます。 右に 
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ヌ ティ ック 左に 倒す  スティック 右に 倒す 


第 2-2 図 

ラダー 機の 場合の エル ロン. 
ステ イツ クの慟 き 


第 2-3 図 

エレべ ー タ ー •ステ 
ィッ クの慟 き 


^7/ 


スティック' 
下 (こ 倒す 


训© 


スティック 
上に 倒す 


t 制® 


倒す と ラダー は 右に 動 き グライダー は 右 旋回 します （第 2-2 図 参照)。 


エレべー ター. ス テイ ック 

スティックを 下に 下げる （手前に 引く） と エレベーターは アップに 動き， グ 
ライダーは 頭上げ になります。 上に 上げる （向う側に 押す） と エレベーターは 
ダウンに 動き， グライダーは 頭 下げになります （第 2-3 図 参照）。 


スロッ ト ル •スティック 

グ ライ ダーに スポイ ラー または エア. ブレーキを 使用す る 場合は スロット ル 
• ス ティ ックで コン トロール します 0 動作は スロット ル. ス ティ ックを 上に あ 
げたと きに ス ボイラー または エア. ブレーキが 入った 状態に なり， ステ イツ ク 
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ス ボイラー 


第 2-4 図 

スロッ ト ル. レバー 
の 働き 


を 下に さげた ときに ス ボイラー または エア. ブレーキが 出る ようにし ます （第 
2-4 図 参照)。 


エル ロン. トリム. レバー 

ラダーの ニュー トラ ルの 位置を 変える もので， トリム. レバーを 動かす とサ 
ーボ. ホーンが 少し 動き， 止まった 位置が 新しい ニュー トラ ル 点と なります。 
トリム. レバーを 左に 動かす と ラダーが 左に 少し 動き， ニュートラル 点が 左に 
変わります。 トリム. レバーを 右に 動かす と ラダーが 右に 少し 動き ニュートラ 
ル 点が' 右に 変わり ます。 

エレべ ー タ  ー • トリム. レバ ー 

エレベーターの ニュー ト ラルの 位置を 変える もので， トリム. レバーを 上に 
上げる と エレベーターが ダウ ンに 少し 動き， ニュー ト ラル 点が ダウ ンに 変わり 
ます （グライダーが ピッチング する 時に 操作し ます）。 トリム. レバーを 下に 
下げる とエ レべ 一夕 一が アッ プに少 し 動き， ニュートラ ル 点が アッ プに 変わり 
ます （グライダーが 頭 下げで ス ピー ドが 出る 時に 操作し ます）。 

電源 ス イッチ 

スイ ッチを 上に 上げる と 電源が 入り， 送信機の アンテナから 電波が 発射され 
ます （ON)。 スイ ッチを 下に 下げる と 電源が 切れます （OFF)。 

スイ ッチを 入れ 電波を 発射す る ときは， 近くで ラジコンを 楽しんで いる 人が 
いない かよ く 確かめて く ださい。 
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レベル •メータ ー （パワー イン ジケー タ ー ） 

電源 スイッチを ON にす ると メータ ーの 針が' 振れ ます 0 アンテナを 伸ばした 
時 メータ ーの 指針が 5 以上で あれば OK です。 アンテナを 伸ばしても 針が 5 以 
下で あれば， 電池を 交換し なければ なり ません （ニッカ ド 電池を 使用の 場合は 
充電器で 充電し ます）。 

アンテナ 

飛行 中は 一杯に 伸ばして 使用し ます。 アンテナを 縮めた 状態で 長時間 使用す 
ると， 送信機 内の トランジスタが 破壊され ますので ご注意を！ 

テンション •アジ ヤス ト 

送信機 裏ブ タを 外して， 内部に ある テン ショ ン •アジ ヤス ター ビスに より， 
ステ ィッ クの パネの 強さを 好みに 合わせて 調整で き ます。 

ス トラップ* ホルダー 

オプションの 吊り バンドで， 送信機を 首から 吊り下げ， 手に かかる 重量を 軽 
くで きます。 
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充電 ジャック （送信機 裏面） 

例題の VANGUARD-FM 送信機の 標準 仕様は， 電源が 乾電池 仕様です。 オフ。 
シヨ ンの ニッカ ド 電池を 使用す る こと によって ニッカ ド 式に でき ます。 ニッカ 
ド 式に 変更した 時， この シールを 取り去り， 充電器の 充電 ジャックを 接続して 
充電し ます。 

周波数 バンド 交換 用 クリスタル. ソケット （送信機 裏面） 

送信機の 周波数 バン ド 変更は 第 2-5 図の よ うに クリスタル （水晶 発振 子） を 
交換して 行います。 ただし， 40MHz 帯から 72MHz 帯に， または 72MHz 帯から 
40MHz 帯への クリ スタ ル 交換では バン ド 変更は できません。 

クリスタ ル 交換の 際の 注意事項は 次の とおり です。 

①  送信機 用と 受信機 用 はまち がわずに 装着 します。 

②  バン ド 交換の 際は， 必ず 送信機の バン ド プレー トを 交換して ください。 

③ クリ スタ ルの バン ド 表示は， クリスタル 取り出し リ ボンに 表示され ています。 

リバース •スイッチ 

リバース •スイ ッチは， サーボ の 回転 方向を 表示と 反対の 方向に 送信機 側で 
変換し ます 0 スイッチの 位置が 上方で あれば （Normal 側） サーボ の 表示板 ど 
おりの 回転 方向です。 スイッチの 位置が 下方で あれば （Revers 側） サーボ の 表 

示 板の 逆の 回転を します。 


受信機に ついて 

受信機 ケースの 端に コネクターが ついて 
いますから， サーボ の 機能 別に 表示して あ 
る 穴に サーボ の 各 コネクターを 差し込み ま 
す。 クリスタル 交換 式です から 受信機 用ク 
リス タルを 挿入 すれば， 好みの バンドに 変 
更 できます。 

受信機で 操作で きる のは ク リス タルの 交 
換 以外には ありません ので， 決して 分解し 
ないよう にしましょう。 

受信機を 機体 内に 積み込む と きは 第 2-6 
図の よう にフ オーム. ラバーで 包んで シヨ 
ツクな どが' 伝わ ら ないように します。 


使用 周波数と バン ド 数の 区別 


バンド 

周波数 

カラー コード 

77 

40. 77MHz 

79 

40. 79MHz 

81 

40.81 MHz 

黄色 

83 

40. 83MHz 

85 

40. 85MHz 

17 

72. 13MHz 

18 

72. 15MHz 

19 

72. 17MHz 

20 

72. 19MHz 

21 

72.21 MHz 

空色 

50 

72.  79MHz 

51 

72. 81MHz 

52 

72. 83MHz 

53 

72. 85MHz 

54 

72. 87MHz 
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アンテナ 線は 切ったり 巻いたり し 
ないで， まっすぐに いっぱいに 伸ば 
して 機体に 張ります。 グライダーの 
場合は 飛行機の よう に 機体の 外に ア 
ン テナを 張る 必要は なく， 機体 内部 
に 収納しても 結構です。 もし 胴体よ 
り も アンテナ 線が 長い 場合は， 第 2- 
7 図の よう に 胴体 後部に 小さな 穴を 


あけ， 後方に アンテナ 線を 出して おきます 0 


サーボ • モ _ ター 

サ ーボ. モーターは ラダー や エレベーター に 送信機 か ら 送ら れた 命令 を 伝え 
る 役目を しています。 サ ーボ. モーターの 上部に 付いている サ ーボ. ホーンは, 
中央の ビスを ゆるめる こ とに よ り 取り外す ことができます （写真 2-2 参照 ）〇 

コンピューター • プロボを グライダーに 使用 するとき 
それでは， RC グライダーに コンピューター. プロボを 使用 （例題 機 RADI- 


第 2-7 図 

アンテナ 線が 機体よ 
り 長い 場合 


写真 2-2 

受信機と サーボ •モ 
ー ター。 コネクター 
部に 注意 
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ANT-6P) する 場合を 説明し ましょう （第 2-8 図 参照 ）〇 エル ロン 機を 飛ばす 場 
合は， コンピューター •プロボを おすすめ します。 理由は， エル ロンと ラダー 
の ミキシング •デイ ファレン シャル および スポイ ロン の 機能が 装備 さ れ ており 
ますので 大変 便利です。 

その他， グライダー 用の 機能と して フラッペ ロン， 無 尾翼 機 用の エレ ボン， 

V テール 機の ラダべ 一夕 一等の 機能が 装備され て お ります。 

エル ロ ン 機を 飛ばす のに 必要な 機能と しては， エル ロン— ラ ダー ミキシング, 
この ミキシングを 使用し ますと 旋回 時 エル ロン •ス テイ ックを 操作す る だけで 
ラダー も 動作 して 旋回 操作が 容易 になります。 

旋回 時に 必要な 機能と して デイ ファ レン シャル 機能が あり ます。 デイ ファレ 
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FLAP2  (フラップ 2) 

FL— EL (フラップ— エレ ペーター • ミキシング) 
EL— FL (エレ ペータ ーー ►フラップ 
ミキシング） 

S-TRIM  (サブ ト リム) 

FLAPRN 

(フラッペ □ン） 


Al— RU (エル ロン— ラダー • ミキシング） 
TH-RUU □ッ トル— ラダー • ミキシング） 
TH— EL (ス □ッ ト ル— エル □ン • ミキシング） 
FUNCTION  SELECT 

(ファンクション •セレ クト • キー） 
CH+  (チャ ン ネル 
\  セレ クト •キー） 


SPOIRN 、、j 
(ス ボイ □ン） 


DIFP 
(ディ ファ 
レン シャル） 

DELTA  (テ ルタ） 

チャンネル 表示 
V-TAIUV- テール） 

TRAIN (ト レーナ ー. モード） 
EPA  (エンド •ボイ ント •アジ ヤス ト) 


YES/INC+ (イエス 

REV (サー ポ • リバース） 
M-SEL (モテル • セレ ク ト） 
K~10CK (キー •□ッ ク） 


_ • テク リメ ント 
マイ ナフ. キー） 
インク1」 メント 
ブラフ • キ ー ） 


第 2-8 図 B  RADIANT 送信機 コンピューター • ディスプレイ 


ン シャルとは， 旋回 時の エル ロン 舵 角が 上がる 方が 舵が 大きくな り， 下がる 方 
の 舵 角が 小さ くな り， 旋回 時に 起こる 旋回 方向と 反対 方向に 機首を 振る 現象を 
な くす ことができます。 

この 現象が 起こる 原因は， エル ロンが 上がった 時と 下がった 時の 抗 力が 違っ 
ている ためです。 

次は スポ イロ ン 機能です。 この 機能を 使います と 容易に エル ロンを エア •ブ 
レーキと して 使用す る ことができる 大変 便利な 機能です。 

以上の よう に コンピューター プロボの 機能を フルに 利用し ますと 操縦 も 容易 
になり， また， 機体の 微調整 も 大変 容易になります。 


充電器に ついて 

充電器の 使用は 必ず ニッカ ド 電池を 使用の プロボの み 使用して ください。 乾 
電池を 使用の プロボは 使用で きません。 充電を 行う には 充電器を 直接 一般 家庭 
の 10 0V の コン セン ト にさ し 込んで 充電し ます 0 

充電器には 角 型 コネ クタ ーと 丸型 ブラ グが 付いて お ります。 角 型 コネクター 
は レシーバー 用 電池の 充電に 使用し ます。 丸型 プラグは 送信機 用 電池の 充電に 
使用し ます。 充電され ている 時は 赤 ランプが 点灯す るよう になって おり， 充電 
されて いない 時は 赤い ランプが 点灯し ません から 点検す る 必要が あります。 


42 


第 2 章 グライダーの ための ラジコン 装置 


ニッカ ド 電池に ついて 

ニッカ ド 電池の 寿命は 充 放電の 繰り返しが 300 回と いわれて いますが， 使用 
状態に よ り 多少の 違いは あり ます。 

寿命を 短 かくする 原因は 急速 充電 や 過 放電， 衝撃， ショート などが あげられ 
ます。 充電は 最初に 約 20 時間 おこなって から 使用し， 2 回目からは 約 13 時間の 
充電を おこなって 使用し ます。 

(設定 方法に ついては， 107 頁の 「コンピューター •プロボでの 設定 方法」 を 
参照。） 
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第 3 芦 

ラジコン • グライダーの 構造 


胴体 

グライダーに 限らず， 飛行機で も 胴体は なるべく 細く して 空気抵抗を 減少 さ 
せなければ なりません。 しかし， ラジコン 装置を 搭載し なければ なりません か 
ら， 細く する にも 限界が あります。 そのため 搭載 物は なるべく 小型の ものを え 
らばなければ なり ません。 

スタイル もなる ベく スマ ー トな ものにして， グライダーの 美し さを 現す 必要 
もあります 0 最近は ヨーロッパ. スタイルの グライダーで 第 3-1 図の よう に 機 
首が 銳く とがった グライダーが 現れ ま したが， 見た めには 洗練され たよう に 思 
いがち です が， 航空 力学的には 勝れて いるとは いえません。 実用 性 や 安定性 か 
らは 機首を 丸く した 方が 有利です。 

胴体を 製作す るた めの 材料は， バル サ材を 主と して 機首 部分な どの 補強に 航 
空べ ニヤを 内張りし たもの や， 側 板に ベニヤを 使用して， 上面と 下 面に パルサ 
材を 張る 方法 もあります。 

その他， エポキシ. レジンと グラス •クロスで 製作され たもの や， 高級 競技 
用では エポキシ. レジンと ケ ブラー. クロスを 使った 非常に 強度の ある 胴体 も 
あります。 

胴体には 主翼を 取り付けなければ なり ません が， 初心者の 方が 製作す る 場合 
に 工作が 楽な 構造は， 胴体 上部に 主翼を ゴム ひも で 取り 付ける 方法が 最適で し 


第 3-1 図 

グライダーの 機首の 形 
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ょ ろ 〇 

競技 用 や スケール 機な どは 胴体の 左右に カン ザシを 使用して 取り 付ける 方法 
が あり ますが， この 方法は 工作が 面倒な こと も あって 初心者の 方には あまり お 
すすめで き ません。 

主翼 

グ ライ ダーで 一番 大切な 主翼は， 空気抵抗が 少なく て 揚力が 大きい ものが 必 
要と なり ます。 従って 翼 型は 当然の ことながら 揚力が 大き く 空気抵抗の 少ない 
ものを 選ばなければ なり ません。 

翼 型の 項で も 述べ ま したよう に， 初期の 頃は 揚力の 大きな アンダー. カ ンバ 
一 型の 翼 型を 使用して おりました が， この 翼 型は 空気抵抗が 大きく， 風の 強い 
時な どは 進入 性が 悪くな り ますので， 最近の グライダーには アンダー. カンパ 
一 型の 翼 型は 使用され ており ません。 

主翼の 平面形 も 空気抵抗に 対 して 大切な ことです。 平面形 といい ますと アス 
ぺクト • レシオと 翼 端の 形状 もふくめ たこと です が， まず アス ぺク ト •レシオ 
は 航空 力学の 理論 上では 大きく した 方が， 翼 端 渦に よって 生ずる 誘導 抗 力が 小 
さく て 有利に なり ますが， 模型の 場合は アスペクト. レシオを 大き くします と 
翼 弦が 小 さくな り， レイノ ルズ 数が 小 さく なって しまっ て 逆に 性能が 低下し ま 
すから， 適当な ところで 妥協し なければ なりません。 

模型 グライダーの 場合， 初期の 頃は アスペクト. レシオは 15 前後が 適して い 
ると いわれて いま したが， 最近は アスペクト. レシオ 10  く らいが 良い といわれ 
ています。 

翼 端の 型 状は 翼 端 渦に 関係が あり， 主翼 設計の 上で 大切な ところです。 誘導 
抗 力を 小さく する には 翼 端の 型 状を 楕円 翼に する か， 先細 翼 （テーパー 翼） に 
する ことによって 小さく する ことができます 0 先細 翼の 先細 比 （テーパー 比） 


写真 3-1 ゴム 紐に よる 翼の 取り付け 方  写真 3-2 カン サシを 使う 取り付け 方 
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カーボン， □— ピンク' 


グラフ ファイバー • ク □ス 


第 3-2 図 シャー レ 構 法で 製作され た 主翼 断面 


翼 端 上 反 角 

第 3-3 図 上 反 角の 種類 


を 2. 5: 1 に すれば 楕円 翼と 変わらないと いわれて おり ます。 

主翼の 構造と 使用 材料は， 一般的な ものと しては 主 桁が ヒノキ 棒， リブ や 前 
縁， 後 縁， プランク 材に バル サ材を 使用した 構造は， 主翼の 強度 も 保ち やすぐ 
重量 配分 も 理想的な 主翼を 作る ことができます。 

その他， F3B 競技 用 グライダーの 主翼と して 使用され ている ものは， 発泡 
スチロール. コアに パルサ •プランクを した 構造の ものです。 特長は 翼 断面を 
正確に 作る ことができます 0 しかし， 強度を 保つ には カーボン •ファイバーを 
使用す るか， グラス • クロスと エポキシ ♦ レジンに よって 補強し なければ なり 
ません から， 製作す るには 経験が 必要です。 

特殊な 主翼と して 発泡スチロール. コアに 直接 グラス. クロスと エポキシ. 
レジンで 仕上げた もの や シャーレ 構 法で 製作され たもの が あり ます。 F3B 競 
技 用 グライダー はこの 構造で， なんと 表面 仕上げの 精度が 1/100 醒 です （第 3-2 
図 参照)。 

さて， 主翼で 大切な ものに 上 反 角が あります。 上 反 角の 働きは グライダーの 
横 安定， 旋回 性能， 特に ラダー 機には 非常に 大切な ものです。 

上 反 角の 種類には 第 3-3 図の よう な 二 段 上 反 角と 一段 上 反 角の 2 種類です が， 
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D 

標準型 


T 尾翼 

第 3-5 図 尾翼の 種類 

二 段 上 反 角には 一段 目 と 二 段 目の 比率 や 角度な ど いろいろと あり ます。 一般的 
には 上 反 角の 比率は 6  :  4 から 5  :  5 が 最も 飛ばし やすいでしょう。 上 反 角は 一 
段 目が 3  °, 二 段 目が 5°  く らいが 一般的な 角度です （第 3-4 図 参照）。 

一段 上 反 角の 場合の 上 反 角 角度は 最低 5  ° は 必要で， 最大 7°  くらいでしょう。 
あま り 上 反 角を 多く します と 横 安定が 強く なりす ぎて， ラダーを 切る と 左右に 
揺れる といった 現象が 起こり ます。 エル ロン 付きの グ ライ ダーでは 上 反 角は 一 
段で， 角度は 3° 〜 4°  くらいが 最適です。 


フライング • テール 

尾翼 全体が 動く  エレべ _ 夕 一 

第 3-6 図 グライダーの エレ ベーター の 種類 


タイフ 


尾翼 

主翼と 同じく 大切な 尾翼は， 方向 安定 （ヨー 軸） と 旋回に 大切な 垂直 尾翼と, 
縦 安定 （ピッチ 軸） と ピッチ 軸 操縦に 大切な 水平尾翼が あ ります。 

使用され る 翼 型は， 垂直 •水平尾翼 ともに 対称 翼 型を 使います。 一部の グラ 
イ ダーで 水平尾翼に 揚力 尾翼が 使われて いるものが あり ますが， RC グラ イダ 
一の 場合は 好ま しく あり ません。 


第 3-7 図 

V 尾翼は ラダー と エレ 
ベーター の 働きを する 
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水平， 垂直 尾翼と も 胴体の 末端に 取り付けられる ため， 第 3-5 図の ようない 
ろい ろな 組み合わせ 方が あり ます。 グ ライ ダーと して 理想的な ものは 水平尾翼 
の 上部に 取り付けられた T 尾翼でしょう。 主翼の 後流から 完全に 外れて いま 
すから， 水平尾翼 としての 効率 もよ く， 従って 面積を 小さく する 事が できます 
から， 空気抵抗 も 少なく する ことができます。 

エレベーターは グライダーでは あまり 使用され ず， 第 3-6 図の ような， フラ 
イング. テールと 呼ばれて いる 水平尾翼 全体が 動く 方式が 使われます。 

そのほか， V テールと 呼ばれる 垂直， 水平尾翼 一体と なった 尾翼が あり， エ 
レべ ー ターと ラ ダーが 一緒の 舵 動作を する ため， ラ ダーべ ー ターと も いわれて 
おります （第 3-7 図 参照)。 V 尾翼は 方向 安定が やや 悪くな ります が， 旋回 性能 
はよ くな り ますので， エル ロン 付きの スロープ 機に 最適で しょう 0 

尾翼の 構造は 一般的には 主翼と 同じく リブ 組みに フィルム 張り か， オール* 
プランクを する 場合 もあります 0 その他， F3B 競技 機になります と 発泡 コア 
に パルサ. プランク をした もの や シャーレ 構 法で 製作され たもの も あり ます。 

各 尾翼の 取り 付けは， 垂直 尾翼の 場合は 胴体と 一体にな っ た 構造が ほとんど 
です が， 水平尾翼は 小型 グライダー 以外は 取り外し 可能な ものが 多く， 2.0 〜 
3.0 腿 ピアノ 線を カン ザシ として 左右から 差し込む 方式が 多く 採用され ており 
ます。 T 尾翼の 場合は 左右 一体の 水平尾翼を 垂直 尾翼の 上に 取 り 付ける 方式 も 
あります。 

水平尾翼の 面積は， グライダーの 縦 安定を 保つ ためには 適した 面積が ありま 
す。 水平尾翼 面積は 主翼 面積の 10% より 多く， 12%  くらいに した 方が 飛ばし や 
すくなります。 

スポ イラ ー， エア. ブレーキ 

グライダーは 飛行機と 違って 非常に 滑空 比が 良く， 着陸 時 やサー マルからの 
脱出の ために ブレーキを 使用して 沈下を 増し， 滑空 比を 調整す る ことが ありま 

す。 これが スポ イラ ーです。 

スポ イラーには いろいろな 方式が あ 
り， 一般的な ス ボイラーは 主翼に 取り 
付けられた ものです が， そのほか 第 2 
回 F  3  B 世界選手権 大会 以後 流行した 
キャノ ピー • ブレーキが あり ます。 こ 
れは エア •ブレーキの 一種で， キ ャノ 
ピーの 後に ヒンジが 付いて おり， キヤ 
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ノ ピーの 前方を 持ち上げて エア •ブ 
レーキと した ものです。 ブレーキの 
効きは ゆるやかな 感じで 効いて きま 
す。 最近の エア. ブレーキは ス ペー 
ス •シャトル のよう に ラダーを 両方 
に 開く 方式 （第 3-8 図） の もの も あ 
り ます。 

ス ボイラー や エア. ブレーキは 作 
動した 時に 大きな 渦を 発生し ます か 
ら， 後方の エレベーター などに 悪影響を あたえな いよう 注意し なければ なり ま 
せん。 

既製品の スポ イラ ーには いろいろな スポイ ラーが ありま すが， ここ では 自作 
可能な ス ボイラーの 取り付け 方法に ついて 説明し ます。 

ス ボイラー の 取り 付け 位置は， 第 3-9 図の よう に 主翼 翼 弦の 30% のと ころに 
取り付けます。 材料は 飛行機 用の エル ロン 材 などを 利用して 加工 すれば 容易に 
作る ことができます。 取り付けは 主翼に フイルムを 張った 後， テープ. ヒンジ 
で 取り付けます。 テープ. ヒンジと して 使用す る テープは， RC モーター. ボ 
ート に 使用 している ポリ エステ ル 製の 防水 テープが 強度 もあっ て 最適です。 ス 
ボイラーを 作動させる 糸は 釣 具の ダク ロン 糸が 使用され ています （第 3-10 図 参 
照)。 

ス ボイラーの 作動 角は 飛ばして みて 調整し ます。 ス ボイラーを フルに 出した 
時， 急激に 機首を 下げない ような 角度に 調整し ます。 ス ボイラーの 効きす ぎで 
急激な 降下を します と， コントロール 不能と なります から， 十分 注意して くだ 


写真 3-3 ス ボイラー 作動 時の 状態 
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第 3-10 図 

ス ボイラーの 構造 


第 3-11 図 

キ ヤノ ピー •ブレー 
キの 動作 
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写真 3-4 スポイ ロン 作動 例 


さい。 

キ ヤノ ピー. ブレーキは ス ボイラーに 比較して ブレーキの 効きは 弱い 方で 急 
激な 機首 下げに なり ません から 使用 時の 安定性は 高いです が， スポ イラ ーを 取 
り 付ける 場合よりも， 取り付けが 面倒な こと， 着陸 時に 砂な どが 胴体 内に 入り 
やすいと いった 欠点が あ ります。 


写真 3-5 バタフライ 作動 例 
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加工 方法は 第 3-11 図の よう にキ ヤノ ピー 後方 上部に ヒンジを 取り付け， この 
ヒンジを 支点と して キ ヤノ ピー 前方を サーボ で 持ち上げ るので すが， 加工す る 
にあたって 注意し なければ ならない ところは， キヤ ノビ ーに 大きな 風圧が 加わ 
り ますから， ヒンジ や キヤノ ピーを 支える 金具 類は 頑丈な ものを 使用 しないと 
キヤノ ピーが 左右に 振れたり， 時には 脱落す る こと もあります。 また サーボ も 
高 トルクの ものを 使用し ません と， キ ヤノ ピーを 開く 時は 問題 あり ません が， 
閉じる 時に 風圧に よって トルク 不足で 閉じる ことができなくなる こと も ありま 
す 0 

特に ス ボイラー や エア •ブレーキと して 加工す る ことなく， エア •ブレーキ 
と して 使用で きる のが スポイ ロンと バタフライです。 

スポイ ロンは 既存の エル ロンを 利用す る 方法です が， この場合は グライダー 
用 プロボの スポ イロ ン 機能を 使用し なければ なり ません （写真 3-4 參 照)。 

バタフライは フラップと エル ロンを 装備して いる グライダーで， この場合 も 
グ ライ ダー 用 プロ ポ のスポ イロ ン 機能と フラッ プ 機能を 使用す る こ とに より， 
有効な エア. ブレーキ とする ことが 可能です （写真 3-5 参照）。 

テール •モー メン ト アームと 重心 位置 

水平尾翼 面積が グ ライ ダーの 縦 安定に 対して 重要な ことは 尾翼の 項での ベ ま 
したが， 水平尾翼 面積の ほか， テール •モーメント アームと 重心 位置 も 縦 安定 
を 良くす るた めの 大切な 要素です。 

テール. モーメント アーム とは， 主翼の 翼 弦の 前 縁から 1/3 のと ころから 水 
平 尾翼の 前 縁から 1/3 のと ころまでの 距離で， この テール •モーメント アーム 
が 長くな ります と 縦 安定が 良くな り ますが， RC グライダーでは テール. モー 
メント アーム は 主翼 翼 弦の 2. 5 倍 くら いが 標準です。 

重心 位置 も 縦 安定とは 切 りは なすことは できない ものです が， 重心 位置は 滑 
空 性能と も 関連が あり ますから， 安定性を 選ぶ か， それと も 滑空 性能を 選ぶ か 
によって セッティ ングが 変わって きます 0 

RC グ ライ ダーの 場合の 標準は 主翼 前 縁から 30% のと ころです が， 滑空 性能 
を 向上させる には 40%  く らいまで 後に 移動 させた 方が 良いで しょう。 しかし， 
重心 位置が 後方に 来る ほど 縦 安定は 悪くな り ますから， 操縦 練習 中は 標準 位置 
を おすすめ します。 

なぜ 重心 位置 を 後方に 持って来 ると 滑空 性能が 良 くなる かとい いますと， 重 
心 位置が 前方の 場合は エ レ ベータ ーは アッ プの 状態で 釣り 合いが とれ， 重心 位 
置が 後方に 行く に 従って エレベーターの アツ プ 量が 減り， ある 点を 過ぎる とェ 
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レべ 一夕 一は ダウンの 状態で 釣り合う ようになります。 

エレべ ー ターが アッ プ または ダウンの 状態で 滑空 します と， エ レべ 一夕 一が 
抵抗と なる ため 滑空 性能が 悪く なります。 従って エレベーターが アップから ダ 
ウンに 変わる と ころの 重心 位置が エレべ ー ターの 抵抗が 最 も 少なく， グラ イダ 
一の 滑空には 最適の 重心 位置です。 

しかし， この 位置を 探し出す のはたい へんです ので， だいたいの 位置と して 
40% のと ころに セット して， あとは 飛ばしながら 微調整し ます。 
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H4 胃 

ラジコン • グライダーの 製作 


4.1 クライダーを 作る ための 材料 


バル サ 


バル サ材 は， グライダーに 限らず 模型飛行機を 作る には 欠かせない 材料と い 
えます。 バル サ材の 特色は 軽量で， 重量 あたりの 強度は かなり 強く， また 加工 
が 簡単で カッター. ナイフな どでの 加工が 容易に できる ことです。 

パルサは 一般的に 次の 3 つに 区分され ており ます。 

区  分  密度 (g/cnf)  性質 

ハード. バル サ  0.19 〜 0.26  硬く 重い 


ミディアム. バル サ  0.14 〜 0.19  中 間 

ソフト •バル サ  0.1 〜 0.14  やわらかく 軽い 


ヒノキ 

おも に 主翼 や 胴体な どの 桁 や 縦 通材な どに 使用 されます。 


ベニヤ 

胴 枠 や 主翼の 部分 補強に 使用され， 3mra シナべ ニヤ， または 1.5 麵 航空べ 二 
ヤが 最も 多く 使用され ます。 


被覆 用 フィルム 

主翼 や 尾翼の 被覆に 使用し ます。 昔は 紙 や 絹を 張り， ドー プ などの 塗装を し 
て 仕上げ ましたが， 最近は 軽くて 丈 
夫な 被覆 用 フィルムを 使います。 フ 
ィルムの 種類は 下記の 通りで， それ 
ぞれ 一長一短が あり ます。 

輸入品 ソラ ー フイルム 

スーパー モノ コーテ 
オラ カバ'  写真 4-1 機体の 被覆に 使用す るア メリ 

力 製と ドイツ 製の フイルム 
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写真 4-2  5 分 硬化 エポキシ 系 接着剤。 キ  写真 4-3  30 分 硬化 エポキシ 系 接着剤。 

ッ ト 組立 時には 不適。 応急修理に 使用  強度を 必要と する 部分の 接着に 使用 


写真 4-4 瞬間接着剤。 主翼 や 尾翼の 組  写真 4-5 木工 用 ボンド。 強度を 必 

み 立て や 主 桁と リ ブ 等の 接着に 最適  要と しない 接着に 最適 


接着剤 

模型飛行機を 作る には 接着剤が 必要 不可欠な ものです。 その 特性と 使用す る 
ところを 説明し ます。 

① エポキシ 系 接着剤 

エポキシ 樹脂で できて おり 2 種類を 混合して 使用し ます。 種類と して 5 分 間, 
30 分 硬化 型が あり ますが， 30 分 硬化 型を 使った ほうが 接着 部分の 強度が 増し ま 
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写真 4-6 のこぎり。 木工 用 胴 付き 
鋸と 糸鋸 


写真 4-7 大型， 小型の カッタ 
-2 種 


写真 4-8 ドライバー各種。 プラス ドライ  写真 4-9 ヤス リ 3 種。 半 丸 ヤス リ， 

バー， マイナスドライバー と ナット 回し  平 ヤス リ， 丸 ヤス リ 


す。 使用 個所は 主に 胴体の 機首 付近の 接着， 主翼の 中央部の カン ザシ， 二 段 上 
反 角の 補強の 接着な どです。 


② 瞬間接着剤 

瞬間 的に つく 接着剤で， 模型飛行機の 組み立てには 木工 用 または パルサ 用を 
使用し ます。 しかし， すべて 瞬間接着剤で 組み立てる ことは 強度 不足と なり， 
非常に 危険です。 使用す る 場合は 主翼の 組み立て などで， リブと 主 桁を 一時的 
に 接着 するとき に 使用し， 後で 木エ ボン ドで 本格的に 接着して おきます。 


③ 木エ ボンド 

模型飛行機の 組み立てに 最もよ く 使う 接着剤で， 特に 強度を 必要と しないと 
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写真 4-10 ラジオ •ペンチと 二 
ッ パー 


写真 4-12 穴 開け 用 工具の 電動 ドリ 
ルと ドリル 刃 3 種 


第 4 章 ラジコン. グ ライ ダーの 製作 


写真 4-11 カンナ。 木工 用の 小型 力 
ンナと バル サ • カンナ 2 種 


ころの 接着に 使用し ます。 

工具 類 

模型飛行機を 作る には， 特殊な エ 
具は 必要 あり ません が 少な くと も 次 
の 工具は 用意して 下さい。 

工作 台， のこぎり， ペンチ， カッ 
ター， ドライバー， パルサ •カンナ 
な どです。 


[4.2 入門 用サー マル • グライダーの 製作] 


この グライダー 『キ ユム ラス』 の 設計 目標は， 組み立てが 容易で 丈夫な こと， 
操縦が 容易で サー マル. ハン テイ ングが 容易で ある ことな ど， たいへん 欲ばっ 
て 設計し ましたが， テスト • フライ トの 結果は 満足の いく 性能が 出て おります。 
胴体は バル サ材 による 一般的な 構造で， 丈夫で 軽量な 胴体 構造に なって いま 
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写真 4-13 筆者の 設計 •製作に よる サー マル •グライダー 『キ ュム ラス』 


す。 主翼は グライダーの 生命と いわれて いますが， 特に 最近は 曳航 ウインチ 使 
用の ため 強度 も 要求され ております。 翼 型は サー マル • グライダーに 最適な エ 
ップ ラー 385FB を 使用して おり ます。 この 翼 型は エップ ラー 385Flat  Bottom, 
すなわち エップ ラ  ー 385 の 底面を 平ら にした 翼 型の ことです 。エッ ブラ  ー 385 は 
サー マル 用と しては たいへん 高性能な 翼 型です が， アンダー キャン バー 型の た 
め， 製作が 難しい ことと， フライトでは 進入 性が 良くない ことから， 一番 大切 
な 上面の キャン バーを そのまま 使用して， 底面を 平らに 変更し ました。 このよ 
う にします と 製作は 容易に なり， 翼 厚が 増す ことによ り 強度 も 増して きます。 
尾翼は リ ブを 使用 しないで 3 画 厚の パルサ 板を 組み合わす 方法を 用いて， 軽量 
化と 製作の 容易 さを ねらい ま した。 

胴体の 組み立て 

側 板 F-1 と 胴 枠 F-5 〜 F-8 を エポキシ 系 接着剤で 接着し ます。 接着 時に 胴体 
の 曲がりが 出ない よう 注意して ください。 次に 8  X  8mm バル サ三 角材を 接着し, 
胴体 下面材 F-3 も 接着し ます （第 4-1 図 参照)。 

胴体 上面 材 F-2 を 接着す る 前に， ラダーと エレベーター 用の フ レキ シブ ル • 
ロッ ドを 通して おきます。 ロッ ドは た わみ を 防ぐ ために 必ず エポキシ 系 接着剤 
で 途中を 固定して おきます。 

ロッドの 固定が 終わったならば F-2,  F-4,  F-10,  F-11 などを 接着し， キャ 
ノ ピー F-9 は 整形した 後で 内部を 肉 抜きし， キ ャノ ピー •アラ イ メント （3  X 
5X20 腿 ヒノキ） を エポキシ 系 接着剤で 接着し ます。 
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垂直 尾翼と 水平尾翼の 組み立て 

胴体 後部に 垂直 安定板を 接着す る 前に， R-1 と R-2 を あらかじめ 接着して お 
きます。 胴体に 接着 するとき は 傾いて いない か 注意して ください。 ラダー 部 R 
-3,  R-4 を 接着し， 前 •後 縁を 設計図の 断面図の ように 整形して おきます。 ラ 
ダーは フイ ルム 張りの 後で 取り付けます。 

水平 安定板を 組み立てる 前に 定板 （平らな 台） を 準備し ます。 この 上に 原寸 


第 4-2 図 尾翼の 組み立て 


S9 


入門 用サー マル •グライダー 『キ ュム ラス』 設計図 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 

設計 •製作 長 谷川 克 
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設計図を 張り， その上に 透明の ビニールを 張ります と， 組み立て 時の 接着剤で 
設計図と 安定板が 接着 される のを 防ぐ ことができます。 

準備が できましたら， 前縁材 S-6  (4  X15X240mm) と 後縁材 S-7  (  4  X15X 
460mm) の 間に S-1 と S-2 を 接着し， リブ S-5 は 4  X  4  X240mra の バル サ材 から 
長さを 図面に 合わせて 切って 接着し ます。 エレベーター S-3 は 4  X  5  X80mra ヒ 
ノキ材 で 左右を 接続し， 図面の 断面図を 参考に 全体を 整形し ます。 

完成した 安定板を 垂直 安定板に 取り付けます。 取 付 部に 接着剤を 塗り， 垂直 
安定板の 後方よ り 水平 安定板に 差し込み， 同時に 補強 用 8  X  8 匪 パルサ 三 角材 
R-5 を 接着 し， 図の よう に 水平 安定板の 傾き がない か 点検 します （第 4-2 図 参照 )  〇 
エレベーターは フイ ルム 張りの 後に 取り付けます。 

主翼の 組み立て 

グライダーの 心臓部と もい える 主翼の 組み立てに 入る 前に， 水平尾翼と 同じ 
ように 定 板を 用意し， 原寸 設計図を 張って， 組み立ての 準備を します。 準備が 
できましたら 主翼 中央部と 翼 端 部を 分けて 組み立てます。 

まず， 主翼 中央部の 主 桁 W-20  (3  X  5  X530rara ヒノキ 材） に リブ W_l, W 
-3,  W-4 を 接着し， 前縁材 W-15 と 後縁材 W-17， 補強 リブ W-11 および W-13 
も 接着し ます （第 4-3 図 参照)。 
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第 4-3 図 主翼の 中央部の 組み立て 


第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 
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翼 端 部 も 同じよう に 主 桁 W-21  (3  X  5  X350mm ヒノ キ材） に W-5 〜 W-10 ま 
での リ ブと 前縁材 W-16， 後縁材 W-18 を 接着し ます。 

完全に 各部 品が 接着され たなら ば， 定 板より 取り外し， カン ザシ用 パイプ お 
よび W-12 を 第 4-4 図の よう に 接着 します。 中央 翼と 翼 端 部の 接続は 上 反 角を 
正確に つけ， W-14 で 接着し ます （第 4-5 図 参照)。 この 部分 も 必ず エポキシ 系 
接着剤を 使用して ください。 

接着したならば リ ブ W-2 を 設計図の よう に 斜線 部分を 切断して 接着し ます。 
そのほか 三角 補強 材を 3  Xl5X240mra バル サ材よ り 切り出し， 上 反 角 部と 主翼 
中央部の 前， 後 縁に 接着し ます。 

主翼 中央部 W-1 と W-3 の 間は 1.5 隨 パルサで 上* 下 面を プランクし， 後 縁に 
は 補強 用 ヒノキ 材 （2  X  5  X60mm) を 接着して 整形し ます。 翼 端には ブロック 
材 W-19 を 接着し， 断面図を 参考に 整形し ます。 


仕上げ 

仕上げは ラ ッ カーな どに よる 塗装よ り も， フィ ルム 張りで 仕上げる ほうが 重 
量 も 軽く， 手軽に 仕上げる ことができ ますから， フィルム 張りを おすすめ しま 
す 。 

フィ ルムを 張る 前に， 全体を 40 〇番 く らいの サン ド ペーパーで 磨いて 仕上げ 
た 後， 掃除機で パルサの 粉を 吸い取り， フィルムが パルサに 接着し やすいよう 
にします。 

フィルムを 張り 終わったならば エレベーターと ラ ダーに ヒンジを 取り付け， 
各 安定板に 取り付けます。 そのほか 主翼 取 付 棒 や 曳航 用 フックな ども 取り付け 
ます。 


第 4-6,  7 図 コン ト ロー ル •ホーンと コン ト ロー ル •ロッ ドの 取り付け 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


写真 4-14 曳航 索を 使って フライ トする RC グ ライ ダ- 


リ  ン ケージ 

ラダーと エレベーターに コン トロール. ホーンを 取り付け （第 4-6 図 参照）， 
設計図を 参考に サーボ や 電源 スイ ッチを 付けます。 コントロール •ロッ ドは 瞬 
間 接着剤で フレキシブル •ロッ ドに 取り付けます。 

電池 や 受信機な どを 搭載し， 動作 チヱ ックを 行い， エレベーターと ラダーの 
舵 角 も 確認して ください。 


テス ト • フライ ト 

胴体に 主翼を 取り付け， 重心 位置を 測定し ます。 設計図に 示した ところより 
も 前後に ずれる ようで あれば， バラスト （おもり） によって 調整し ます。 風の 
弱い 日を 選んで 手 投げ テストを 行い， 後で 述べる テスト .フライ トの項 （80 頁 
参照） のように 滑空す る ことを 確認して ください。 

手 投げ テストが 終わったならば， いよいよ 曳航に よる フライトで すが， この 
機体に 適した 曳航 用具は MINI  START が 最適です。 曳航 索の ゴムの 先端を し 
っかりと 地面に 固定し， パラシュートを 持って ゴムを 伸ばします。 伸ばし 具合 
いは 歩数で 約 100 〜 150 歩が 標準です。 

パラ シュー トの 先端に 付いている リ ングを 機体の フックに かけて 機体を スタ 
ート させます が， 機体を 放す 時は 約 30° の 角度で 上方に 向けて 放します。 

最初は 左右の 方向 修正の みに とどめます。 一直線に 上昇させる コッ は， 左右 
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の 方向 修正を 早め に 舵を 使って 修正す る こと です 0 曳航に 慣れて きましたら， 
今度は 出発と 同時に エレベーターを アツ プ にして いっそう 高度を とる よう にし 
ます。 


4.3 スロープ • グライダーの 製作 


『ファルケ』 は スロープ •ソア リング 用 グライダー として， 特に スタン ト性 
にも 優れた 性能を 持って おり ます 0 従来の スロープ • ソアラ ーは あま り 翼 型な 
どに 重点を おいて おりませんで したが， たとえ スロープ 機と いえ ども グラ イダ 
一で ある 以上， 翼 型は 無視す る ことは できません。 強風で も， 微風で も スロー 
プ • ソ アリ ングを 楽しめる グライダーで なければ なり ません 0 

このような 点に 重点を おいて 設計した 『ファルケ』 は テストの 結果， スロー 
プ はもち ろん のこと， サー マル. ソ アリ ング においても 十分 サー マル •ハン テ 
ィ ング がで きる 性能を 持って おり ます。 

胴体の 組み立て 

胴体は 一般的な パルサの 側 板と， ベニヤの 胴 枠の 組み合わせで， 軽くて 強度 
の ある 設計に なって おり ます。 組み立ては 側 板 F-1 に 三 角材 F-2 と F-3 を 接着 
します。 次に 胴 枠 F-4 〜 F-8 を エポキシ 系 接着剤で 接着し ます。 接着 時には 胴 
体の 曲がり が 出 ないよう 注意して ください （第 4-8 図 参照）。 

胴体 上面の F-9 を張っ たなら ば ラ ダー 用 およ び エレべ ー ター 用の フレキ シブ 


写真 4-15 筆者の 設計 •製作に よる スタン ト 用 スロープ 機 『ファルケ』 
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図の ように 角 穴を あける 


ル •ロッ ドを 通して おきます。 ロッ ドは た わみ を 防ぐ ため 必ず エポキシ 系 接着 
剤で 途中を 固定し ます。 ロッドの 固定が 終わったならば 胴体 下 面 F-10， F-11, 
F-12,  F-13 を 接着し， 乾燥 後 キヤ ノビー F-14 で 仮り 止めして おいて 全体を 整 
型し ます。 キ ヤノ ピー F-14 は 整形 後内 部を 肉 抜きし， キヤノ ピー •アラ イメ 
ント F-15 を 取り付けます。 

尾翼の 組み立て 

垂直 尾翼， 水平尾翼 ともに 6mm 厚の パルサ 板の 一枚 構造に なって おり， 垂直 
• 水平尾翼と も 後退 角が ついて おり ます。 組み立ては 垂直 安定板 V-1 に 水平 安 
定板 S-1 を 取り付け， 補強 材 V-3 を 接着し ます。 

このと き 第 4-9 図の ように S-1 が 傾いて •いない か 注意して ください。 v-2,  S 
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スタン ト 用 スロープ •グライダー 『ファルケ』 設計図 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 

設計 •製作 長 谷川 克 
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第 4-9 図 
尾翼の 材料と 
組み立て 方法 


-2 を 設計図の 断面図の よう に 整形 後， S-2 を S-3 で 接続し ます。 

これらの 組み立てた 尾翼を 胴体に 取り付けます。 取り付け 時には 傾いて いな 
いかよ く 注意して ください。 接着 後に 全体を 整形して おきます。 ラダー および 
エレベーターは フイ ルム 張りの 後で 取り付けます。 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


主翼の 組み立て 

主翼は 発泡スチロールの コアに パルサ •プランクを した 半 完成に なって おり， 
中央部 分を エポキシ 系 接着剤で 接着し， エル ロンを 付ければ よいだ けで， 短 時 
間で 完成させる こと がで きます。 また 強度 もリ ブ 組み の 主翼に 比較して すぐれ 
ており ます。 

組み立ては 主翼 本体 W-1 に 後 縁 W-2 と 前 縁 W-3 を 接着し， 乾燥したならば, 
W-4,  W-6,  W-7 を 接着し ますが， W-4 を 接着す る 時は 忘れずに エル ロン •ホ 
ーンを 取り付けます （第 4-10 図 参照 )〇 

全体を 整形したならば 左右の 翼を カン ザシ W-8， W-9 で 接続し ますが， こ 
のとき 上 反 角に 注意して ください。 接着剤は 必ず エポキシ 系 接着剤 （5 分 間 硬 
化 型は 不可） を 使用して ください。 接続 後， 整形 材 F-19 を 接着し， 胴体に 合 
わせて 整形 します。 最後に 取り 付け ピ ン W-10 を 取り 付けます。 

主翼 中央部に エル ロン •サ ーボ 取り付けの ための 穴を カッターで 開け， 穴の 
前後に サーボ 取付材 W-11 を 接着し ます 0 エル ロンは フイルム 張り の 後で 取り 
付けます。 


仕上げ 

主翼の 取り 付けは 中央 前 縁に 取り 付けた 取り 付け ピン W-10 の 位置に 合わせ 
て 胴 枠 F-7 に 穴を開けます。 後 縁側 は 胴体 内の F-18 に 4 醒タッ プでネ ジを切 
つて 4 腿 ビスで 取り付けます。 

全体を 40 〇番 く らいの サン ド ペーパーで 仕上げた 後， ラ ッ カーな どに よる 塗 
装 または フイ ルム 張りで 好みの 色に 仕上げます。 終わったならば エレベーター， 
ラダー， エル ロンを ヒンジで 取り付けます。 


リ ン ケージ 


ラダー， エレベーターに ホーンを 取り付け， 設計図を 参考に サーボ や 電源 ス 
イッチを 取り付けます。 電池， 受信機な どを 搭載して 重心 位置を チェックした 
ならば， 動作 チェックを 行い 各 舵 角の 確認を します。 


4.4 被覆 用 フィルムの 張り かた 


模型飛行機の 被覆には 紙 張り， 絹張り， フィルム 張りな どが あります。 
紙 張りは 強度の 点から ラ ジ コン 機には 不適当です。 
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写真 4-16 

機体に 使用す る 各種 
の フイ ルム 


絹張り は 一般に 模型飛行機の 仕上げに 使われて おり ま すが， ラッカー や ドー 
プ などに よって 仕上げる のにたい へん 時間を 要し， また 家庭で 塗料を 使用す る 
ことは シンナーの 臭いが 強く， 家族から あまりよ くい われません。 グライダー 
の 性能から いっても， 表面を ていねいに 仕上げた 場合は 別と して， 絹目で 表面 
が ザ ラ ザ ラ した 状態です と 非常に 性能が 悪くな ります。 

フィルムの 特長は， 絹張りな どと 違って 塗料を 使用せ ずに 張る こと も 可能で 
すし， 表面 も 非常に なめらかで 良好です から， 性能 面から も グライダーには 最 
適の 被覆 材と いえます。 フィルムの 種類は 輸入品で 数 種類あります が， 各 フィ 
ルム とも 性質は まったく 同じでは なく， それぞれ 違った 特質が あります。 現在 
輸入され ている フイルムは スーパー •モノ コーテ， ソラ ー •フイルム， オラ カ 
パの 3 種類です 0 

スーパー. モノ コーテは 他の フィ ルムと 比較して やや 重量は 重い が， 強度は 
一番 強いでしょう。 アメ リカの グライダーの キッ ト には 主翼の 仕上げに スーパ 
— . モノ コーテを 指定して いる もの もあります。 気温が 低く なります と 物に あ 
たった 場合 さける ことがあります。 

ソラ ー •フィ ルムの 性質は 他の フィ ルムと 比較して， 低温で 張る ことができ， 
軽量です。 オラ カバは DRY と WET が あり， WET は チヱ ック 模様 や サンビー 
ム 等， 複雑な デザインを 胴体 や 翼に 張る ことができます 

フィルムの サイズは 各 フィルム によ り 多少の 寸法 差は あり ますが， だいたい 
幅 650mraX 長さ 1800 画 程度で， 大きな 寸法 差はありません 0 模型 店で 購入す る 
場合は 機体に 張る フィルムは どれく らい 必要 かを 考え， また カラーな ども， デ 
ザイ ンや 好みに 合わせて 選んで 購入し ます。 

フィルムを 張る のに 必要な ものと しては， 家庭 用 アイロン， ヘア. ド ライヤ 
一な どを 使用し ます。 温度は 120° 〜 13 0° 前後で 使用し ます 0 この フィルムを 張 
るた めの 専用 アイ ロンと ドライヤーが， スーパー. モノ コーテの 発売元で ある 
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写真 4-17 

フイルムを 張る ときに 
使用す る アイロン （写 
真 左） 


写真 4-1 8 

フイルムを 張る ときに 
使用す る ヒー ト • ガン 
(写真 下） 


ト ップ フライ ト 社から 発売され て お 
り， 日本に も 輸入され ております。 

商品名は シーリング •アイロンと ヒ 
一 卜. ガンと なって おり ます （写真 
4-17, 18 参照)。 

フィルム 張りの 準備 

フィルム 張り を 美しく 仕上げる に 
は， 機体の 生地が なめらかに 仕上が 
っ ていれば， それだけ きれいに 仕上 
がります。 機体 表面の 仕上げは パテ 
などを 使用して 整形し， 40 〇番 の サンド • ペーパーで 表面 全体を きれいに 仕上 
げ ます。 

ドー プゃラ ッ カーな どに よる 下塗りは 特に 必要と しません が， パルサの 表面 
を 硬く する ためと， フィルムの 接着力を 増す ために クリ ヤー. ドー プを 薄めた 
ものを 2 〜 3 回 塗って おいても よいで しよう。 この場合， 塗りす ぎる と フィ ル 
ムを 張る 時の 熱で 塗料が ブ ツブツ になる ので， あくま で 薄い 塗料 を 塗る ことが 
必要です。 


アイロンの 温度 

アイ ロ ンの 温度は 120° 〜 130°C と メーカーからの 説明には なって おり ます。 
また アイ ロ ンの 温度が 適温で あれば アイ ロンの 上に フイ ルムの 切れ端を のせた 
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時に ゆっ く り カールし はじめる と あ 
ります が， 実際に 張る 時に， たとえ 
ば 主翼の 場合です が， リブと リブの 
間が 空間のと きは よいので すが， 前 
縁な ど パルサ. プランク がされて い 
ると ころでは， アイロンの 熱が 吸収 
されて 温度が 低くな ります から， 温 
度を 少し 上げる よう に 調整した ほう 
が， あとで フイルムが たるむ ことが 
なくなります。 

フイ ル 厶の張 り 方 

あらかじめ 張る 部分より 大きめ に 
フイルムを 切ります。 主翼 や 尾翼は 
必ず 下 面から 張ります。 エル ロン や 
エレベーター， ラダーな どは 取り付 
ける 前に 張り， 張り 終わった 後で 取 
り 付けた ほう がヒン ジ 部な どからは 
がれる ことが 少なくな ります。 

次に， フイルムの 下 面の 膜を はが 
し， フイルムを 翼の 上に 置きます。 
アイ ロ ンの 先で フイ ルムの シワが ないよう に 注意しながら 周囲を 張って いきま 
す 。 

まず 第 4-11 図の ①の ところを アイロンを 軽く あてながら 張り ます。 次に ②の 
ところを 張ります。 この 時， フイルムを 軽く 引っ張って シワが できない ように 
して 張ります。 これで シワ もで きずに フイルムは 固定され ますから， 残る 翼 根 
部③を 張ります。 翼 端 部④は 曲線の 強いと ころが あれば フイ ルムを 引っ張りな 
がら 曲線 部分を 張って いきます。 

周囲が 張れたならば 翼の 中央から 外側へ 向けて アイ ロ ンで フイ ルムを 収縮 さ 
せる と 同時に リ ブ などに も アイ ロ ンで 軽く 押さえながら フイ ルムを 接着 させ ま 
す。 部分的に シワが できても， アイロンを 強く 押さえず， 熱で 自然に シワを 取 
るよう にします。 

翼から はみ出 した フイルムを カツ ターで 切り取り， 再び アイ ロ ンで 完全に 接 
着させます。 下 面と 同じ 要領で 上面 も 張ります。 上下 面の フイルムの 合わせ目 


下 面から 先に 張り， 
次に 上面を 張る 

① 


① 

二 段 上 反 角の 主翼 

下 面は 1 枚で 張る。 上面は 翼 端 部を 先に 張る 


① 


③ 


^  胴体は 上面， 下 面. 
④ 側面麵 こ 張 a 


② 

第 4-11 図 機体に フィルムを 張る 順序 
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は， 3  mm 〜 5  mm ほど 重ねて， 完全に シールす るよう に 張ります。 

尾翼 や 胴体 も 同 じ 要領で 張る こと がで きます。 胴体を 張る 順番は 図の 通りで 
す。 フイ ルムの 継目な どには エン ビ 塗料 や エポキシ 塗料の ク リヤを 塗って おき 
ますと， そこから はがれる ことが 防げ， より 完全になります。 

マーク や 文字， ストライプな ども フイルムで 簡単に 張る ことができます。 デ 
ザイ ンを裏 張り フイ ルムに 描き， カツ ター や ハサ ミで 切り取って 裏の フ イルム 
をはが し， アイロンの 温度を 少し 弱くして 張りつ けます。 もし 気泡が できた な 
ら 針で フイ ルムに 穴を あけて， 空気を 抜きながら 張り ます。 

張り 終えたならば ボロ 布に アルコール か シンナーを つけて フイ ルムの 表面の 
汚れを 取り去って おきます。 


4.5 ラジコン 装置の 搭載 方法 


電池 （ニッカ ド 電池 または 乾電池） 

機体に 搭載す る 電池は， スポンジで 包み， 第 4-12 図の ように 胴体の 最前 部に 


第 4-1 2 図 

機体に 装備す る RC 装 
置の 搭載 例 
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写真 4-19 

胴体に 装備 した RC 
装置 


搭載し ます 0 グライダーは 飛行機の ように エンジンが ありません から， どうし 
て も 機首が 軽くな ります ので， 電池の ような 重量 物は 最前 部に 搭載し ます。 


受信機 

電池と 同じく スポンジで 包んで， 電池の 後のと ころに 搭載し ます 0 アンテナ 
は グライダーでは 胴体 内に 張ります が， なるべく 一直線に 張る よう にします。 
胴体 内で ク シャクシ ャ になって いますと， 電波の 到達 距離が 伸びず， 墜落の 原 
因に な ります。 


サー小 

サーボ の 取り付けは， ベニヤ板の サーボ _ トレイを 胴体に 接着す る 方法と, 
ヒノキ 棒を 接着して サーボ を 取り付ける 方法が あります。 


電源 ス イッチ 

電源 スイッチは 胴体 側 板に 直接 取り付ける 方法と， 胴体 内部に 取り付けて ピ 
アノ 線で 作った レバーで スイッチを 操作す る 方法が あります。 競技 用グ ライ ダ 
一は 空気抵抗を 少しで も 減らす ため， 胴体 内部に 取り付ける 方法が とられて お 


〇  x  スイッチの 取 付 位置は ヌ ター ト 時. 手が ふ n 

て off にな ない ところに 取り付ける 


第 4-1 3 図 

搭載した RC 装置の スイ 
ッ チの 位置 
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第 4-14 図 

機 夕 ^ から スイッチを 
操作す る 時の 方法 


り ます。 

胴体 側 板に 取り付ける 場合， 手 投げ 発進のと きに 手が ふれて， スイッチが 
OFF になら ないよう な 位置に 取り付けなければ なり ません （第 4-13 図 参照)。 
スイッチの 穴は スイ ッチが 確実に 動作す るよう に， 少し 大き く あけて おいた 方 
が 良いで しょう。 

機 外から スイ ッ チの ON  -  OFF を 操作す るには スイ ッチに 第 4-14 図の ように 
直径 2 讓の 穴を あけて サーボ • トレイに 取り付けます。 そして 胴体 側 板に スイ 
ッチ. レバーの 通る 穴を あけます。 機 外から スイッチを 操作す る レバーを ロッ 
ド- アジ ヤス ターで 作り ます。 図の ように ク レビスの ネジ 部分を 2 個 切り取り 
ます。 切り取った 1 個を ネジの 部分に ネジ 込み， スイッチの 穴に レバーを 差し 
込んで， もう 1 個を ネジ 込みます。 先端は 後方に 曲げて L 型に して おきます。 
なお， スイ ツチは レバーを 引いて ON になる よう に 取り付けて おきます。 


4.6 重心 位置の 合わせ かた 


重心 位置は， 一般的には 第 4-15 図の よう に 翼 弦の 30% のと ころに 持って来 ま 
す。 この 30% の 位置では 縦 安定 もよ く 操縦が 容易です が， 実際は サー マル •グ 
ライ ダーの 場合には 30% より も 後方の 40% 前後に 重心 位置を 持って く る 方が 性 
能が 向上し ます。 
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第 4-1 5 図 

重心 位置の 測定 方法 


第 4-16 図 

重心の 変化に よる エレべ 

重心 位置が 適当な 場合  一夕 一の 状態 

なぜかと いいます と， 重心 位置が 前方の 場合， グライダーは 機首を 下げ， 突 
込みの 状態になります から， エレベーターを アップに して 釣り合わせます。 こ 
の エレベーターが アップに なって いる 分が エア. ブレーキ となり， 滑空 比が 悪 
く なって しまいます （第 4-16 図參 照）。 

したがって， 操縦を マスターしたならば 重心 位置は 後方に 移動させます。 し 
かし， 後方に 移動させる の も 限界が あります。 私の 経験では 40% から 50% 付近 
の 間に 最適のと ころがあります が， 尾翼 面積な ども 関係して きます から， グラ 
イ ダーの 種類に よっ て 微妙に 変化 します。 

重心 位置を 後方に 移動 させた ほうが 良い からといって， 後方に いきすぎます 
と 縦 安定が 悪くな り， 重心 位置が 前方の 場合の 逆にな り， エレベーターを ダウ 
ンの 状態に しなければ ならない ため 重心 位置が 前方の 場合と 同じく エア • ブレ 
ーキの 状態と なって しまいます。 

重心 位置の 調整は， 何回 か 飛ばして みて 最良のと ころを 探します。 調整を 行 
う 場合は なるべく 上昇気流の 発生して いない 時を 選び， 重心 位置の 移動を おこ 


78 


第 4 章 ラジコン. グ ライ ダー の 製作 


第 4-1 7 図 

主翼 または 胴体への バ 
ラス ト 搭載 方法 


第 4-18 図 

スロープ. グライダー 
の 重心 位置 


なったならば エレベーター. トリム も 調整して 飛行 させ， 沈下が 少なく， 伸び 
の ある グ ライ ドを すると ころを 探し ま しょう。 

重心 位置は グ ライ ダーの 場合 飛行機と 違って 非常に 大切で， 特に 競技 用に 使 
用す る グライダーは 重心 位置の 設定には 神経を 使います。 

強風 時の バラス ト 搭載は， サー マル. グライダーの 場合は 重心 位置が 移動し 
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ないように， 第 4-17 図の よう に 重心 位置に バラスト を 搭載し ます。 

スロープ. グライダーの 場合は， 重心 位置 30%  くらいを 基準と します 0 風の 
強い 時は 上昇 風が 強いです から， バラス トの 搭載は 第 4-18 図の ように 重心 位置 
を 前方に 移動させる ように 搭載し ます。 その 理由は， 第 4-19 図を ごらんく ださ 


4.7 テス ト • フライ トの 要点 


完成した グライダーは， 必ず 手 投げ テストを 行わなければ なりません。 いき 
なり 曳航し ますと 事故の 原因に なり ますから， 十分 注意して テスト を 行います。 

テストの 方法は 手 投げ テストから 始めます が， まず 重心 位置を 調べ， 機体の 
狂いが ないかを 確認し， プロボの 動作 も 確かめてから 第 4-20 図の よう に 重心 位 
置を 持って 機首を やや 下向きに して 助走しながら 機体を 前に 押し出す よう に投 
げ ます。 決して ボールを 投げる ような 投げ 方を しないで ください。 また， 空 高 
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第 4-21 図 テス ト •フライ トを した 時の グライダーの 状態 


第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


正面 か 6 見て 主翼. 尾翼が 
ねじ n ていない こと 


第 4-22 図 

テス ト した 時に 機体 
のく せを よく 見る 

く 飛ばそう という 気持ちから 上に 向かって 投げる ような こと も 決してし ないで 
ください。 こんな ことを すると 必ず 失速して 墜落し， 大破す る おそれが ありま 
す 。 

手 投げ テストを 行う 時は， 必ず 送信機を 手に 持って， 送信機と 受信機の スイ 
ッチを 入れて （ON にして） 動作 状態に して おきます。 

手 投げ テスト を おこなって 第 4-21 図 A のよう に 一直線に 延びの ある グ ライ 
ドを する ようで あれば 問題ありません が， 機首 上げ （B) や 機首 下げ （C) の 状 
態になる ようで あれば， 素早く 送信機の エレベーター •ス テイ ックで 修正し ま 
す。 この 時， あわてて 大きな 舵を 使わない よう 注意して ください。 

安全に 着陸 させたならば， 機首 上げの 時は エレベーター. トリムを ダウン 側 
に 調整し， 反対に 機首 下げの 時は エレベーター. トリムを アップ 側に 調整して， 
フラットな グ ライ ドを する まで テストを く り 返して 行います。 

調整が 終わり ま したら ニュー トラ ル 位置から 移動 させた エレベーター •トリ 
ムを ニュートラルに もどします。 この 時， エレべ 一夕一 の 動く 量の 目印を 付け 
て おき， 今度は エレベーター. ホーンの ところで 先程の 目印のと ころまで ロッ 
ドの 先端に 付いている ク レビスで 調整し ます。 

なお， 手 投げされ た 機体に 旋回の ク セが あれば， ラダーの 取り付けが 一直線 
になって いるかを 調べます。 主翼の ねじれ も 原因と なります から， このような 
原因が ある 時は 完全に 修正を おこなって， 一直線に グ ライ ドす るまで 曳航を お 
こなって はなり ません （第 4-22 図參照 ）〇 


81 


4.8 モーター • クライ ダー 


グライダーを 手軽に 飛ばす 方法と して， 機体に パイロンを 立てて， この パイ 
ロン に 小型 エンジン を 取り 付けて， エンジン の 力で 上空に 上げる 方法が ありま 
す 0 この 方法は 手軽な 方法です が， エンジンを 搭載す るた めの 重量が 重くなる 
ことと， 空気抵抗， 特に プロペラの 空気抵抗が 大きいた め， グライダー として 
の 性能が 低下 してし まう という 欠点 もあります。 

エンジンは あま り 大きな ものを 搭載しても 意味は あり ません 0 機体に 適した 
大き さが あり ます。 

市販され ている グライダーの 大きさは だいたい スパン 1800 麵， 2500 醒， 3000 
mm の 3 種類に 大別で きます 0 この クラスの グライダーに エンジンを 搭載す るに 
は 1800 mm の 機体には 049 クラス， 25001 nm 〜 3000 mm の 機体には 09 ク ラスの エン ジ 
ンが 適して おり ます 0 

小型 エンジン で 定評の あ る Cox エン ジ ンを 使用す る 場合は， 次の 3 種類が 
モーター. グ ライ ダーに 適して おり ます。 


写真 4-20, 21,22  Cox  エンジン。 左から  Babe  Bee049，Tee  Dee051,Tee  Dee09 


写真 4 - 23, 24,25 国産 エンジン。 左から  ENYA049- E ， ENYA09-IV,  OS10FSR 
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①  Babe  Bee  049 

②  Tee  Dee  051 

③  Tee  Dee  09 

これらの エンジンの パワーは 数字の 順に 強力に な ります。 

大型 グ ライ ダーに 使用す る エンジンは Tee  Dee09 と 国産 エンジンの 09 と 10 ク 
ラスが 適当です。 

国産 エンジンには 下記の ものが あり ますが， いずれも モーター. グ ライ ダー 
に 使用す る 場合は スロッ トルは なくても 結構です。 

ENYA  049-  H 
ENYA  09- IV 
OS  10  FSR 

エンジンの 取り付け 

エンジンの 取り付けは， 最初から モーター. グライダーと して 使用す る 場合 
は 第 4-23 図の よう に 機首に 取り付けても よいので すが， サー マル や スロープ. 


第 4-23 図 

機首 部は 交換 式に すると 
便利 


第 4-24 図 

パイロンを 使った エン ジ 
ン 搭載 例 
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この 中に バラ シュー トを 


第 4-25 図 パラ シュー ト 
を 使って エンジンを 離脱 
させる 方法 


グライダー にも 使用 したいと きは 第 4-24 図の よう な パイ ロンを 使用す るの がよ 
いで しょう。 

また， 第 4-25 図の ように エンジンで 上昇し， エンジンが 停止したならば エン 
ジンを パラ シュー トで 落下 させ， 重量を 軽く すると 同時に 空気抵抗を 減らす 方 
法 もあります。 

エンジンを 取り付ける 時に 注意し なければ ならない こ とは， エンジンの スラ 
ス ト 角です。 エンジン. ス ラス ト 角とは 機体の 基準 線と エンジンの スラ スト. 
ラインの なす 角度の ことです （第 4-26 図參照 ）〇 

胴体 基準 線に 対して 上向き に 取り 付ける のが ア ップ •スラ スト， 胴体 基準 線 
に対して 下向きに 取り付ける のが ダウン •スラ スト といい ます。 

なぜ ダウ ン •スラ スト や アップ •ス ラス トが必 要 かとい いますと， エンジン 
を グライダーの 上に 取り付けた 時は， 機体の 重心 点が 下に あり， エンジンの ス 
ラスト より 下の 空気抵抗が 大きいた め 重心 点と スラ ス トの 距離の 関係で， エン 
ジンで 上昇 中は 機首 下げと なり ますから， エンジンに アップ. ス ラス トを 付け 


第 4-26 図 

エンジンを 取り付ける 
時には ス ラス ト 角に 注 
意す る 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


バル サ 


第 4-27 図 エンジンを 取り付ける ための パイロンの 組み立てと， 機体への 取り付け 


て， 機首 下げの 傾向を 止める よう にしなければ なり ません。 

この 角度は， エンジンの パワーに よって 違って きます から， 初めは 5。 くら 
いの 角度で テストし， 機首 上げで あれば 5° の 角度を 4° に 減らし， 反対に 機首 
下げで あれば 5  ° の 角度を 6  ° に 増して 調整し ます。 この 調整を する までには エ 
ン ジンを 停止 させた 状態で グ ライド. テス トを おこなって おく ことは いう まで 
も ありま せん。 

第 4-27 図は エンジン 用 パイ ロ ンの 一例です が， パイ ロ ンの 製作は ベニヤ板， 
バル サ材 または サクラの 板， アルミ 板な どが 必要で， 図の ような 構造に なって 


写真 4-26 エンジン 付き モーター. グライダー 
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おります から， 図を 参考 
にして 製作して ください 0 
パイ ロ ンの 取り付けは， 
ガタ つかない よう にしっ 
かり 固定し なければ なり 
ません。 取り付けは 小型 
グ ライ ダーで あれば ゴム 
ひもで パイ ロンを 固定す 
る 方法 もあります が， な 
るべ く しっかり と 固定し 
た 方が， 取り付け 角度の 
変化が あり ません から， 両面 テープで 主翼の 上に 固定した 方が よいで しょう。 

大型 グライダーの 場合は 主翼の 中央で 2 分割に なり ますから， この 部分に パ 
イ ロンを 固定す るの が' 最適です。 


写真 4-27 エンジン 付き グライダー。 パイロン 
の 形状に 注意 


飛行 調整 

ま ず 飛行 させる 前に パイロンを 取り付け たため に 重心 位置が 変化 していない 
かを 確認し ます。 異常がなければ 今度は 手 投げに よる グ ライド. テス トを 行い 
ます。 

パイ ロンを 取り付ける 前と 比較して 滑空 比は 悪くな り ますが， 第 4-28 図の よ 
うに ピッチング をしたり 頭から 突つ 込む 事がない か 調べます。 

異常がなければ いよいよ エンジンを 始動 させて 上昇 テスト を 行います。 最初 
は 燃料を 少なめ に 給油し， エンジン. ランが 30 秒から 1 分く らいになる ように 


写真 4-28 電動 グライダーと モーター •グライダー 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


します。 エンジンが 始動したならば ニードル. バルブを 最適の 位置に 調整して 
スタートさせます。 

スタートさせる 時の 注意は， 決して 上向きに 投げない ことです。 必ず 水平に 
投げます。 スタートした グライダーは スムーズに 上昇 すれば よいので すが， 第 
4-29 図の ように 降下して く るよう であれば エレベーター. ス テイ ック をわず か 
に アップに して， ゆるやかに 上昇 させ， エンジンの 停止を 待ちます。 着陸 後エ 
ン ジン. ス ラス トの 角度を 増し， ス テイ ックを アップに しなくても 上昇す るよ 
うに 調整し ます。 

反対に， 頭上げ となり， ピッチングを 起こす ようで あれば， エレベーター. 
ス テイ ック をわず かに ダウンに して， ゆつ く り 上昇させる かまた は ゆるやかな 
右 旋回で 上昇させます と， ピッチングが 止まります から， エンジンが 停止す る 
まで このままで 上昇 させ， 着陸 後に エンジン •スラ ストを 減らし， エレべ 一夕 
一 •ス テイ ツクが ニュー トラ ルの 状態で ゆるやかな 上昇を する よう に 調整し ま 


第 4-29 図 テス ト •フライ トの 時の 飛行 調整 
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す。 

上昇 高度の 調整は， 燃料の 補給 量で 調整し ます。 エンジン 停止 後の 滑空は， 
サー マル. グライダーの 操縦と 同じように 上昇気流を 探し， 発見したならば 旋 
回に 入れ， 滞空時間を 延ばします。 モーター •パイロンを つけたた め 性能が 低 
下して おり ますが， サー マル 内に 入り ますと 性能の 低下は 感じられ なく なり ま 
す。 


4.9 電動 モーター •クライダー 


電動 モーター. グライダーは エンジン 付き モーター. グ ライ ダーの エンジン 
を 電動 モーターに 変えた ものです が， 電動 モーターは エンジン のよう に 軽量で 
強 馬力では なく， 空中を 浮かぶ ものに 必要な 条件を 満たして くれません。 すな 
わち， 重くて 弱 馬力と， エンジンとは まったく 反対の 条件です が 高性能の モー 
ターと ニッカ ド 電池が 発売 されて おり， 十分 グライダー の 醍醐味 を 楽しむ こと 
がで きます。 また， 電動 モーター こそ グライダーの サイ レント. フライ ト には 
ピッ タリ の 動力では ないで しよう か 0 

グライダーに 装備す る 電動 モーターと 電池 
動力と なる 電動 モーターは どのような ものが あるか， 市販品を 調べて 見ます 
と， まず 国産品で あれば タ ミヤ 製品 ダイナ テック 02H モーター， 輸入品で あれ 
ば グラウプナー •パワー. システム が 入手 容易 な ものと して あげられます （写 
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写真 4-29 飛行 中の 電動 モーター • グライダー 


第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


写真 4-30 ブラシ レス •モ  写真 4-31 ダイナ テック  写真 4-32  SPEED400 

-夕 一( アビ オクス 社）  02H  (タ ミヤ） 


写真 4-33  SPEED  480 

TURBO 


写真 4-34  SPEED  400, 
ギヤ 比 1.85: 1 


写真 4-35  SPEED  600, 
ギヤ 比 3 : 1 


写真 4-36  SPEED  写真 4-37  ASTRO 

GEAR 40 0, ギヤ 比 4  : 1  COBALT-25 


写真 4-38  ASTRO  05, 
ギヤ 比 3 : 1 


写真 4-39  PLETTEN- 
BERG  HP290/20 


写真 4-40 ブラシ レス •モ 
一夕一 (グラウプナー 社） 


写真 4-41 ブラシ レス •モ 
一夕一 用 コン ト ローラー 
(グラウプナー 社） 


真 4-30 〜 41 参照）。 

電動 モーターには， プロペラを ダイレクトに 駆動す る ダイレクト 方式と， 電 
動 モーターの 回転を ギヤ. ダウンして 直径の 大きな プロペラを 回転させる ギヤ 
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写真 4-42 

ニッカ ド 電池 (左 7 セル 
8.4ソ,右10セル12ソ） 


• ドライブ 方式が あります。 

動力 用 ニッカ ド 電池と しては， 電動 カーに 使用され ている 6 セル （7.2V) や 
7 セル （8.4V) が 一般的で， 電動 カー 用の ニッカ ド 電池 も 使用可能です （写真 
4-42 参照)。 


写真 4-43 電動 グライダーに 使用す る ホールディング •プロペラ （折り ペラ） 
90 


第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


写真 4-44 

ギヤー ド 用 ホール ディ 
ング. プロペラ （滑空 
時） 


写真 4-45 

ギヤ _ ド 用 ホール ディ 
ング • プロペラ （上昇 
時） （写真 下） 


電動 モーター 用 プロペラ 

電動 モーター 用 プロペラと して， 市販の エンジン 機 用 プロペラ も 使用す る こ 
とがで きます が， 滑空 時に 風圧で 空 回転し 大きな 抵抗と なり， いちぢる しく 滑 
空 性能が 低下 してし まいます。 

プロペラが 空 回転して おれば 空気抵抗は 少ない よう に 思われが ちです が， 実 
際は プロペラと 同 じ 直径の 円 板を 機首に 取り 付けた 状態 と同じようになります 
から， 電動 グライダー 用の フォール デイ ング. プロペラを 使用して 滑空 性能を 
向上 させましょう （写真 4-43 〜 45 参照)。 

電動 アンプ 

モーターの ON  •  OFF を 行う には， 電動 カー 用の 電動 アンプ や， 電動 グ ライ 
ダー 用の 電動 アンプを 使用し ますと， プロボ 送信機の スロッ トル. スティック 
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写真 4-46 電動 アンプ。 左 •電動 グライダーに 使用可能の 電動 カー 用 アンプ， 

中. 電動 グライダー 専用 アンプ， 右 • 最大 30 セルまで 使用可能な アンプ 

や 引 込 脚 用の スイ ッチで モーターの ON  •  OFF を 容易に 行う ことが 可能です 0 
電動 カー 用 アンプを 使用す る 場合は， バック 無しで ブレーキ 付きを 選びます。 
ブレーキを 必要と する 理由は， ブレーキ によ り モーターの 回転を 停止 させない 
と， 風圧で プロペラが 空転し プロペラを 折りた たむ ことができ なく なります 
(写真 4-46 参照)。 

動力 用 ニッカ ド 電池の 充電 

動力 用の ニッカ ド 電池を 充電し なければ なりません が， 充電には 急速 充電器 
を 使用 して 車の バッ テリ ー等の 12V バ ッ テリー に 接続して 急速 充電を 行います。 
急速 充電器 も 市販品と し て 各種 販売 されて おり， 自由に 選ぶ ことができ ますが， 
購入の 目安と しては， 10 セルまでの 充電 可能な ものを 入手 されれば 不自由な く 
充電す る ことができます が， 今後， 高性能な F5B 電動 グライダーに 進まれる 
ので あれば 30 セルまで 充電 可能な 充電器を 購入 されれば， 6 セル， 7 セル， 10 
セル， 27 セルと 各種の 電動 グ ライ ダーに 使用す る ことができます （写真 4-47, 
48 参照)。 

サー マル • グライダーを 電動 グラ イダー に 改造す る 

電動 グライダーに 改造す るには サー マル • グライダーが 適して おり ますが， 
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写真 4-47 
急速 充電器 
(左. 最大 10 
セル， 右 •最 
大 30 セル） 


写真 4-48 
充電 中の 7 セ 
ル •ニッカ ド 

電池 
(写真 下） 


改造す るに あたって 電動 用 ニッカ ド 電池の 搭載 スペースが あるか， ニッカ ド電 
池の 取り付け， 取り外しが 容易に できる か， モーターの 取り付け 改造が' 容易に 
できる か， この 3 点が あげられます （写真 4-4 9,50 参照）。 

上記を 満足で きる 機体と なります と 胴体 上部 に 主翼が 取 り 付けられ ており， 
主翼を 外した とき 胴体の 開口部が ある 機体が 改造に 適して おり ます。 

さて， 機体に モーターを 装備す るには 2 種類の 方法が あります。 第 4-30 図の 
よう に 機首の 先端 部を 切り取り モーターを 取り付ける 方法と， 第 4-31 図の よう 
に パイロン 方式に する 方法が あり ます。 ニッカ ド 電池の 搭載は 主翼 取り付け 開 
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写真 4-49 

RC  メ カを 積む 時の 搭 
載 例。 右より モーター, 
電動 アンプ， 受信機， 
サーボ （写真 上） 


写真 4-50 

胴体 内に きれいに 搭載 
された 電池 （写真 左） 


サ ー 7 ル • グライターの 機首 


第 4-30 図 サー マル. グライダーを 電動に 
改造す る （図 左） 


第 4 章 ラジコン. グ ライ ダーの 製作 


電池が 動かない ように 
バル サ材で 固定 


第 4-32 図 

サー マル. グライダー 
改造 時の モーター 用電 
池の 搭載 


口 部のと ころを 第 4-32 図の よう に 一部 改造 します。 


飛行 調整 

飛行させる 前に ニッカ ド 電池な どを 搭載した 状態で 重心 位置を 測定し， 規定 
のと ころに 重心が ある ことを 確認し ます。 異常がなければ まず 手 投げに より グ 
ライド •テスト を 行います。 

ピッチング をしたり 頭から 突 込 むこと がない かを 調べ， 異常が なければ モー 
ターに よる 飛行 テス トを 行います。 

ニッカ ド 電池を 充電したならば， モーターを 一度 回転 させて テス トを 行い， 
異常がなければ スター ト させます 0 注意す る こ とは エンジン 付きの モーター • 
グライダーと 同じで， 決して 上向きに 投げない よう， 十分 注意し ます。 


写真 4-51 手 投げ 発進す ると き は 機体 を 水平に 押し出す 
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水平に 手 投げしたならば， 無理に エレベーター. アップで 上昇させる ことは 
さけて ください。 上昇 どころ か 必ず 失速して 墜落し ますので， 十分 注意して く 
ださい。 ゆっくりと 上昇 させ， ある 程度 スピードを つけた 方が 上昇は よくな り 
ます。 モーターの ON  .  OFF スイッチが 付いている 場合は， 上昇 後， 時 どき モ 
ー ターを 止めて ソ アリ ングを 楽しみ， 高度が なく なって 来たならば また モータ 
一を 回転 させて 上昇 します。 モーターを 回転 させて いる 時 もサー マルを 探し， 
サー マルに 乗せて 上昇させます と 非常に 良く 上昇して くれます。 


4.10 電動 クライダー Mistral  Ai の 
組み立て 


ミストラル Ai の セットは， 機体の 主要部 分が ほとんど 完成して おり， 短 時 
間の 工作で 飛行 可能な 状態に 仕上げる ことができる 電動 グ ライ ダーです が， 機 
首の 部分を 交換す る ことにより サー マル. グライダーと して， また スロープ • 
グライダーと しても 使用す る ことができる 万能 グライダーです （写真 4-5 2,53 
参照)。 

本 機の 製作に ついては， セットに 付属して いる 組み立て， 取り扱い説明書に 
詳細に 解説され ており， 容易に 組み立てる ことができる セッ ト です。 

胴体 

胴体は ABS 製で， 加工 部分と しては ダミー 形状の 不要 部分の 切り取りと， 
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写真 4-52 
完成した 
Mistral  Ai 


第 4 章 ラジコン. グ ライ ダーの 製作 


写真 4-53 

ノ  ー ズ •コ ー 
ンを 取り替え 
れ ばサー マル 
• グライダー 


カツ トすれば 穴 あけ 加工は 終わりです。 

続いて 部品の 取り 付けです が， 水平尾翼 固定 ア ン カー を 瞬間接着剤で 接着し, 
ベニヤ 製の 内張り， サーボ •マウント， 胴 枠， グライダー として 使用す る 場合 
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写真 4-56 胴体 ハッチ 用 ダウ エルを 胴  写真 4-57 胴体 ハッチ 固定 用 F10,F11 

体に 接着  を F5 に 接着 


写真 4-58 胴体 中央 ハッチ， 穴は 冷却 
空気 排出 口 


写真 4-59 胴体 中央 ハッチ 裏面， ハッ 
チ 固定 用 F 9 を 接着 


写真 4-60 ラダー は 3 個の ヒン ジで取 
り 付ける。 下部の ラダー. ホーンは 
2mmX14 麵 ビスで 固定 
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写真 4-61 
水平尾翼 裏 
面， 2 個の 3 
mm  X  20mm  タツ 
ピン グ • ビス 
で 水平尾翼を 
垂直 尾翼に 固 
定 する 


写真 4-62 
水平尾翼を 垂 
直 尾翼に 固定 
したと ころ 


の L 型 トウ. フックの マウント， 中央 ハッチ 取り付け 部品 等を 接着し ます （写 
真 4-54 〜 57 参照)。 

胴体の 一部分で も ある 中央 ハッチ (ABS) も 不要 部分を 切り取って エアー ア 
ウト レツ トの 穴を あけ， 隙間の ないよう 胴体に 合わせて 削 ります （写真 4-58, 
59 参照)。 


尾翼 

ラダー， 水平尾翼 とも 樹脂 成型され ており， 加工す る 部分と しては， ラダー 
の 場合は ヒンジを 使用して 胴体に 接着し， ラダー. ホーンを 2  mm ビスで 取り付 
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写真 4-65 リンケージ •フ ヱア リングを  写真 4-66 主翼 固定 用 スプリングを 左右 

サ _ボ • ハッ チに 接着  の 翼の ヒート ン にかけ 固定 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


ければ 終わりです。 水平尾翼は 水平 安定板と エレベーターを 切りは なし， カッ 
卜 部分を 整形して テープ. ヒンジで 水平 安定板に 取り付け， エレベーター •ホ 
ーンを 2咖 ビスで 取り付ければ 完成です （写真 4-60 〜 62 参照）。 

水平尾翼の 傾き 


主翼 

主翼 も 尾翼と 同じく 樹脂 
成型され ており， 加工 部分 
と しては 左右 主翼の エル ロ 
ンを 切りは なし， カット 部 
分を 整形して テープ •ヒン 
ジで 主翼に エル ロンを 取り 


〇 


B  A  =  B 


水平尾翼の 平面 又 レ 

x 


A  =  B 


第 4-34 図 

主翼の 傾きの 修正 
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主翼の 平面 又 レ 


第 4-35 図 

主翼の 平面 ズ レの 修正 


第 4-36 図 

主翼の 取 付け 角の 修正 


トリ ブの ボン チ マーク 部に 主 
翼 固定 用ス プリ ングを かける 
ヒー トンを 固定 すれば 完成し 
ます （写真 4-63 〜 66 參 照)。 

主翼， 尾翼の 取り付け 修正 

主翼， 尾翼を 取り付けて， 
傾 き ゃズレ が あ れば 修正す る 
必要が あり ます。 傾き ゃズレ 


X 


^ ~ ! 

左 主翼よ 0 ち 右 主翼の 下 面が 
多  <  見える。 

左 主翼の 取 付 角より も 右 主翼の 
取 付 角が 少ない。 


〇 


は 垂直 尾翼 を 基準に して， 機体の 上面から と 後方 か ら 見て 水平尾翼に ズ レが あ 


れば 修正し ます （第 4-33 図 参照）。 

主翼 も 同じよう に 水平尾翼を 基準に して 機体の 上面から と， 後方から 見て 傾 
きゃズ レが あれば 修正 します （第 4 -34 〜 36 図 参照)。 

この 作業は ミストラルに 限らず， 機体を 製作す るう えで， 性能の 良い 機体に 
仕上げる ために は 必ず 行わな ければ なり ま せん。 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


写真 4-67 

上の 写真， 左は ラダー 
•サ ーボ， 右は エレべ 
ー タ  ー •サ ー ボ 

写真 4-68 

エ レ ベーター •リ ンケ 
—ジ部 0 サーボ とべ ル 
クランクは ワイヤーで 
接続。 ベルク ランクと 
エレ ベーター は ロッド 
で 接続 


サーボ の 取り付け および リ ン ケージ 

使用す る サーボ は 重量 軽減の ため マイクロ. サーボ を 搭載し ます。 マイクロ 
• サーボ の トルク 不足を 心配され る 方が おられ ますが， トルク 不足の 心配は 全 
くありません。 リンケージは ロッド 等を 使用す る 方法では なく， ワイヤーを 使 
用した ワイヤー •リ ン ケージです 0 

ワイヤー. リ ン ケージは 遊び もな く 軽量で あり， 特に グ ライ ダーでは テール 
. ヘビーを 防止す る 最適な リ ン ケージです。 エル ロ ンは スポイ ロン （エア •ブ 
レーキ） としても 使用され ており ますので リンケージ する 場合， サーボ の 動作 
範囲 やリ ン ケージが 他の 部分に 接触して いない か 注意し なければ なり ません 
(写真 4-67, 68 参照)。 
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写真 4-69 パワー •ユニット （オプショナル •パーツ） と 電動 アンプ （上 左）， ニッ 
カ ド 電池 （上 右） 


写真 4-70 

モーター •力 
ウ リングに パ 

7  — • ユニッ 

卜を 取り付け 
る。 機首に あ 
る 冷却 用 空気 
取り入れ口 


パワー •ユニット （モーター， プロペラ） 

パワー. ユニッ トは オプショナル. パーツと して 別途 購入し なければ なり ま 
せんが， ミストラル 用と して ダイナ テッ ク 02H モーターと ヨシオ カ •エア ロナ 
ウト 14X  7 の ホール デ ィング. プロペラ （折り ペラ） が 準備され ており ます。 
ミス トラ ルの パワー. ユニッ トは ギヤ ダウン 方式で， 直径の 大きい プロペラを 
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第 4 章 ラジコン. グライダーの 製作 


写真 4-71 
上昇 時の プロ 
ペラ. ブレー 
ド 位置。 上昇 
性能 向上の た 
め大 直径 プロ 
ペラが 取 り 付 
けられて いる 


写真 4-72 
滑空 時の プロ 
ペラ. ブレー 
ド 位置。 滑空 
性能 向上の た 
め プロペラ • 
ブ レー ドは 胴 
体に 密着す る 


回転して 上昇 性能の 向上を 図って おり， テスト 飛行の 結果， 素晴らしい 上昇を 
見せて く れま した （写真 4-69 〜 72 参照）。 


メ カ 積みと 重心 測定 

安定よ く 飛行させる には 重心の 設定は 重要な 作業の ひとつです。 

重心 位置は 主翼 前 縁から 後方 85mm のと ころに 設定す るよう になって おり ます。 
受信機 •アンプ • 動力 用 ニッカ ド 電池 等を 搭載して 重心 位置を 合わす には， 重 
量の ある 動力 用 ニッカ ド 電池を 前後に 移動 させて 合わせ， 位置が 決まったなら 
ば 動力 用 ニッカ ド 電池の 搭載 位置を マーキングして おきます （写真 4-73 〜 75 参 
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写真 4-73 

電動 アンプ， ニッカ ド 
電池を 冷却した 空気は 
10 個の 排出 口より 排出 
される 


写真 4-74 

RC  メカを 搭載。 左よ 
り， エレ ベーター •サ 
ーボ， ラダー •サ ーボ, 
受信機， ニッカ ド 電池， 
その上が 電動 アンプ 
(写真 下） 


写真 4-75 
ロッ ドの 余り 
で 製作した 重 
心は か りで 重 
心 調整 
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第 4 章 ラジコン • グ ライ ダーの 製作 


マー キンク 

セッ ト には カラフルな デ カールが 付属して おります ので， 所定の 位置に 貼り 
完成です。 

注： ミストラルの セットを 購入され て 組み立てる 前に， セットに 詳細な 組み 
立て 説明 • 注意事項が 記されて おります ので ご 熟読く ださい。 


4.11 コンピューター • プロボでの 設定 


ミスト ラルの 設定に ついて 説明いた します。 

各 リンケージ も 終わり， 受信機 •電池 等 も 搭載し， 機体の 重心 位置 設定 等の 
作業が 終わり ましたら， コンピューター • プロボの 詳細な 点に ついては プロボ 
の 取り扱い説明書を 読んで 頂く と して， 各 舵 角の 設定 や ミキシング 等に ついて 
のみ 説明いた します。 

なお， 受信機 と サーボ は 第 4 -38 図の ように 接続し ます。 
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(充電器） 充電 ジャック 


使用し ない 


B 

6CH 

5CH 

4CH 

3CH 

2CH 
1  CH 


第 4-38 図 
受信機， サーボ 
接続 図 


1. リバースの 設定 

各 舵 角の 動作 チヱ ックを 行い， 異常がない ことを 確認し， 続いて エル ロン， 
エレベーター， ラダーの 順に 送信機の ス ティ ックの 動きに 対して 各 舵の 動作 方 
向を チェックし， スティックを 倒 した 方向と 逆の 動き をす るよう であれば サー 
ボリ バースの 動作 方向で 切り換えます （第 4-39 図 参照）。 

(1) フアン クシ ヨン •セレクト •キーで， カー ソ ル 表示を REV の 位置に 合わ 


せます。 

(2)CH+ キーで 設定す る チヤン ネルを 呼び だします。 チヤン ネル No. と チヤ 
ン ネル 名は 表の 通りです 0 

CH  No. チヤン ネル 名  CH  No. チヤン ネル 名 


1  スロット ル 

2  エル ロン 

3  エレベーター 


4  ラ ダー 

5  ギヤ 

6  フラップ 


(3) YES/INC+ キー または， NO/DEC— キーで NOR  (正 転）， REV  (逆転） に 切 
り 替えます。 

(4)  リバースの 設定で 特に 注意して 頂きたい のは， モーターの ON  .  OFF の設 
定 です。 この 設定を 行う 時は， 必ず プロペラを 取り外す ことを 忘れない でく 
ださい。 私は スイッチを 手前に 倒した 時は OFF, 前方に 倒した 時は ON で 


モーターが 回転す るよう に 設定して おります。 


2 .各 舵 角の 設定 

次は 各 舵 角の 設定を 行います （第 4-40 図 参照）。 
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S-TRM  EL-FL  FL—EL  FLAP2  AI-RU  TH-RU  TH-EL  D/R 
FLAPRN  CHI  Ml  |  ^  r'l  CH4  EPA 

SPOIRN  CH2  ；\；；  ；!—*  1 2 3  CH5  EB9 

DIFF  CH3  f  ILJIK  CH6  M-SEL 

DELTA  V-TAIL  TRAIN  K-LOCK 


正 常 


设：了  n 

YES/INC+  NO/DEC-  CH+ 


REV 涵転 )1 こ 切り換え 


左 エル □ン下  右 エル ロン 上 


~~ ( 

0  0» 

エル □ン •ヌ ティ ッ ワ 右に 倒す 


左 エル □ン上  右 エル □ン下 


0  0 

エル □ン • スティック 右に 倒す 


正常  REV 逆転) に 切り換え 

エレ ペーター 上  エレ ペーター下 

1 


$  0  $  © 


エレ ペーター. ヌ ティ ック 下に 倒す  エレ ペーター. スティック 下に 倒す 

第 4-39 図 リバースの 設定 （次 頁 も） 

(1)  フアン クシ ヨン •セレクト •キーで カー ソル 表示を EPA の 位置に 合わせ 
ます。 

(2) CH+ キーで 設定す る チヤン ネル CH2  (エル ロン） を 呼び出します。 

(3)  エル ロン •ス テイ ックを 設定す る 方向に 倒し， 舵 角が 大きい 場合は NO/ 
DEC— キーで 舵 角を 小さく し， 舵 角が 小さい 場合は YES/INC+ キーで 舵 角 
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正常 

ラダー 右 


1 

r 

0 

0  © 

ラダー • スティック 右に 倒す 


REV 逆転) に 切り換え 

ラダー 左 


」 

D ^ 

D 

0  0 

ラダー • スティック 右に 倒す 


正常 

回転 停止 


0 

© 

0 

ギヤ • スイッチ 手前に 倒す 


REV 逆転) に 切り換え 

回転 停止 


ギヤ • スイッチ 前方に 倒す 


回 転 


1L  0 

♦— 

0  ^ 

©  © 

czt 

©  © 

cm： 

ギヤ • ヌ イッチ 前方に 倒す 


ギヤ • スイッチ 手前 【こ 倒す 


(第 4-39 図の つづき） 
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を 大きく します。 

(参考 設定 値 右 60% 左 55%) 

(4)CH2  (エル ロン） と同じように， CH3  (エレベーター）， CH4  (ラダー） 
を 設定し ます。 

(参考 設定 値 


エレベーター 
ラ ダー 


UP100%  DWN100% 

右 70%  左 70%) 


S-TRM  EL-FL  FL~*EL  FLAP2  A 卜 RU  TH-RU  TH-EL  _ 
FUPRN  Ml  EPA 

SPOIRN  CH2  II  I；  ；  %  REV 

DIFF  tLJLJ  M-SEL 

DELTA  V-TAIL  TRAIN  K-LOCK 


エレ ぺ一ター 
D/R スイッチ 
下に 倒す 舵角大 


エル □ン 
D/R ヌイ ツチ 
下に 倒す 舵角大 


エレ ペーター 
D ボス イッチ 
上に 倒す 舵 角 小 


エル □ン 
D ボス イッチ 
上に 倒す 舵 角 小 


S' 


第 4-41 図 デュアル レー トの 設定 
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右 旋回 


ラダー • ステ 
イツ クは 
ニコー ト ラル 


左 旋回 


0  0 


U；  エル ロン. ヌ ティ ックの 操作で 

ラダーち 同時に 動作 

第 4-42 図 エル ロン— ►ラダー • ミキシングの 設定 
3 •デュアル レー トの 設定 

ミス トラ ルの 説明書に エレベーター 舵 角と エル ロン 舵 角を デュアル レー ト機 
能で 変える ように 説明され ており ますので， デュアル レー ト 機能で 舵 角の 設定 
をし ます (第 4-41 図 参照)。 

(1)  ファンクション •セレクト. キーで カーソル 表示を D/R の 位置に 合わせ ま 
す。 

(2) CH+ キーで CH2  (エル ロン） に 切り替えます 0 

(3) N0/DEC— キーで 指定の 舵 角になる よう に 設定し ます。 

(参考 設定 値 70%) 

(4)  次は エレべ ー ターの 舵 角 設定です 0 

CH+ キーで CH3  (エレベーター） に 切り替えます。 

NO/DEC  — キー で 指定の 舵 角 になる よ に 設定 します。 

(参考 設定 値 65%) 

(5)  エル ロン， エレベーターと もに D/R スイ ッチを 上に 倒す と 舵 角は 小さくな 
り， 下に 倒す と 舵 角は 大きくな ります。 

4 .エル ロン- > ラダー. ミキシングの 設定 

この ミキシングは 旋回 時に エル ロン •ス テイ ックを 操作した とき， ラダー も 
ミキ シン グで 設定し た 舵 角 だけ 連動す る 機能で， 旋回を 容易 にします （第 4-42 
図 参照)。 

谋信機 右 肩の エル ロ ン—ラ ダー. ミキシング •ス イツ チで ON/OFF でき ま 


S-TRM 

EL-FL  a-EL 

FLAP2  TH-RU  TH-EL 

D/R 

FLAPRN 

Ml 

Id  % 

EPA 

SP0IRN 

REV 

DIFF 

M-8EL 

DELTA 

V-TAIL 

traink'lockj 

YES/INC+  NO/DEC- 


•ク をと のクも 作 
ン チす  ンッ I 動 
シッ倒  □ィタに 
キイに  ル テラ 時 
H ス前 ON エヌと 同 
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す。 

(1)  フアン クシ ヨン •セレクト. キーで カー ソル 表示を AI-^RU 位置に 合わせ 
ます。 

(2)  YES/INC  + キーを 押して 設定 します。 

(参考 設定 値 50%) 


5 •ス ポイ ロンの 設定 

スポイ ロンは， 左右の エル ロンを 同時に 上に あげ， 着陸 時の エア •ブレーキ 
効果を あげる 機能です （第 4-43 図參 照)。 

(1)  フアン クシ ヨン •セレクト. キーで カーソル 表示を SPOIRN の 位置に 合わ 
せます。 

(2) YES/INC+ キーを 押す と， ON の 表示が 出て スポ イロ ン 機能が 設定され， 
スロット ル •ス テイ ツクを 下に さげる と スポイ ロンが' 作動し ます。 


6 ■エル ロン • ディ ファレン シャ ルの 設定 

飛行 中に エル ロンを 操作し ますと， エル ロンを 下げた 翼の 方が， 上げた 翼よ 
り も 空気抵抗が 増し， 旋回 方向とは 逆 方向に 機首を 振る 力が 働きます。 

この 影響を なく する よう に エル ロンの 下げ 角度を 少なく， 上げ 角度を 大きく 
する ことを エル ロンに 差 動 （ディ ファ レン シャル） をつ ける といい ます。 

ミス トラ ルは エル ロン. ホーンで 機械的に 差 動が 付いて おり ますので 設定す 
る 必要が ありま せんが， もし， 必要が あれば 設定して 下さい （第 4-44 図 参照）。 
(1) フアン クシ ヨン •セレクト. キーで カー ソル 表示を DIFF の 位置に 合わせ 


スロッ ト ル • フ ティ ックを 下に 倒す と 
両 エル □ンは 上に 上がる 


第 4-43 図 スポイ ロンの 設定 
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S-TRM  EL-FL  FL-EL  FLAP2  AI—RU  TH-RU  TH— EL 
FLAPRN  Ml  k  4  ^4 


D/R 

EPA 


SPOIRN 

BUS 

DELTA  V-TAIL 


Vo  REV 
M-SEL 
TRAIN  K-LOCK 


f ,ON  邮 巧 


1 

舵 角 小 


左 旋回 


舵角大 


舵角大 


右 旋回 


第 4-44 図 エル ロン • ディ ファレン シャルの 設定 


舵 角 小 


ます。 

⑵ YES/INC  + キー， または NO/DEC- キーで エル ロンの 下がる 方の 舵 角を 調 
整して 設定し ます。 


すべての 設定が 終わり ま したら， 間違って 設定 値が 変わらないよう に カー ソ 
ル 表示を K-LOCK の 設定に 合わせます。 


114 


第 5 章 

ラジコン • グライダーの 操縦 


5.1 ラジコン. グライダー 操縦の 基本 1 


飛行 準備 

ラジコン •グライダーを 飛ばす 前には， 必ず 次の 項目を 点検し， 安全を 確認 
します。 


1.  機体は 主翼 や 尾翼な どの 取り 付けが 確実で あるか。 

2.  各 舵の 動作は スムーズ か。 


送信機と 受信機の スイッチを 入れ， 動作を 確認す る （写真 5-1 参照）。 
3 .曳航の 準備が できたならば， 曳 


航 索の 付近に 人が いない ことを 
確認して から 出発させる （最初 
は 上級 者に 曳航しても らう こ 
と ）〇 


写真 5-1 グライダーを 飛 ばす 前に， 

各 舵の 動作を チェック する （写真 右 
• ラダー 中立， 写真 左下. ラダー 左， 
写真 右下 • ラダー 右） 
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直線 滑空 

ラダー や エレベーターの 効果は 前に 説明し ま したが， 直線 滑空を する ために 
は 主翼を 水平に して 一定の 速度を 保って 滑空す る ことが 必要です。 

しかし， 直線 コースを 滑空 するとき も ラダー や エレベーターを 使用す る 必要 
があります。 グライダーを 正しく 調整して あれば， むやみに ラダー や エレべ 一 
ターを 動かさない 限り 安定した 滑空を 継続す る 傾向を 持って おり ますが， どう 
しても 風 や 上昇気流 などの 影響を 受ける ため， 直線 コース 上を 滑空して くれる 
とは 限り ません。 

直線 コースを 滑空す るには， グライダーの 姿勢を よく 観察して， どんな 修正 
が 必要 かを 判断し， それから 操縦に よって この 修正を 行います。 グライダーが 
異常な 姿勢に なった 場合の 修正は， ラダー， エレベーター または エル ロンの 操 
作に よって 行います が， これらは 個々 別べ つに 動かす ことよりも， 二つ 以上の 
コントロールを 同時に 行う 必要の ある 場合が ほ とん どです 0 


直線 滑空の 要領 


直線 滑空で 一番 大切 な ことは， グライダーが 大きく 姿勢を くずさな いうちに 
早く 修正す る ことです が， 最初は なかなか 思うよう にいき ません。 

例えば， 機首が 右に 動き 出す までには 必ず 右翼が 下がり， グライダーが 傾き 
ますから， この 段階で ラダー •スティックを 左に 少し 倒して， グライダーを 水 
平にし ます （第 5-1 図參 照)。 

この 時， スティックを ニュートラルに もどす タイミングは， グライダーが 水 
平に なって からでは 遅く， わずか 手前で ニュー トラ ルに もどす よう にしな けれ 


左に 傾いた グライダー （後方より 見る） 


スティックを 右に 倒し 
傾きを 修正す る 


グライダーが 水平に 
なった な e> ば ス ティ 
ックを 少し 左に あて 
舵を あてる 
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第 5-1 図 直線 滑空す るた めの 傾きの 修正 


第 5 章 ラジコン. グライダーの 操縦 


エレ ペー . ヌ ティ 
ックを 少し 引いて 正常 
な 姿勢 (こする 


ステ ィッ クは ニュー ト 
ラル 


エレ ペーター • ヌ ティ 
ックを 少し 押して 正常 
な 姿勢に する 

第 5-2 図 ス ピー ドを 一定に して 機体を 安定させる には 

ばな りません。 そうでな いと 今度は 反対に 行き過ぎて， 左に 傾いて しまいます。 
この タイ ミン グが 非常に 大切です 0 十分 練習して く ださい。 

次に 大切な ことは ス ピー ドを 一定に する ことです。 グライダーの スピード. 
コント ロールは エレべ ー ターで 行います。 コント ロールの 量は ステ ィ ックを ほ 
んの 少し 動かせば よく， エレベーター •ダウンで スピードが 増し， アップで ス 
ピー ドは 遅く なります。 スティック を 引きす ぎます と 失速して しまい ますので 
ご注意く ださい （第 5-2 図 参照)。 

滑空 中の グライダーの ス ピー ドを 見て いて， 遅く なった ようで あれば エレべ 
一夕 一 •ステ ィッ クを チヨ ンと ダウンに して グライダーの 姿勢を 頭 下げに して 
スピードを 増し， 反対に スピードが 速く なった ようで あれば， エレベーター. 
ステ ィッ クを チヨ ッ ト 引いて グライダーを 少し 頭上げ にします。 エレベーター 
の コン トロールは ラダーの コン トロールに 比較して 敏感です から， スティック 
の コン トロールは オーバー. コン トロールに ならない ように 十分 注意して くだ 
さい。 

以上の ことに 注意して， 自 分の 思 うように グ ライ ダーが まっす ぐ 飛ぶ ように 
練習して ください。 
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に ラダー • スティックを 右に 
倒し グライダーを 水平 (こする 


フ ダー • ス丁ィ ツクを 
左 【こ 倒す 


第 5-3 図 旋回させる 時の ラダー •ス テイ ックと エレべー ター •スティックの 動き 


旋回 

旋回す るには， ラ ダーと エレベーターを 同時に 操作し なければ なり ません。 

自動車の ように 旋回し よう と 思う 方向に ラダー •スティックを たおした まま 
では， 旋回に 入った グライダーは だんだん 頭 下げと なって， 最後には 墜落して 
しまいます。 この 墜落を 防ぐ ために， 必ず エレベーターを 使用し なければ なり 
ません。 

旋回 操作は， まず 第 5-3 図の ように ラダー • ス ティ ックを 旋回す る 方向に 倒 
します。 グライダーが 旋回を 始めたならば， しばらくして 機首が 下がりは じめ 
ますので， 機首が 下がり はじめる 前に エレベーター •スティックを アップに し 
ます。 アップの 時には， スティックを 引きす ぎて 失速 させない ように 注意が 必 

要です。 

ラダー •ス ティ ック は， 旋回 方 
向 に 倒 した まま で 旋回 半径が だん 
だん 小さくな ります から， 一定の 
バンク 角で 旋回す るよう に， 倒し 
た ラダー. ス ティ ックを 時 どき 二 
ユート ラルに もどす か， 場合によ 
って は 旋回 方向の 反対側 に 倒さな 


第 5-4 図 旋回 中の 力の 釣り 合い 
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第 5 章 ラジコン •グ ライ ダーの 操縦 


ければ ならない 時 も あり ます。 すなわち， 急 旋回の 時は バンク 角を 大きく し, 
反対に 半径の 大きな 旋回の 時は バンク 角を 小さく します。 


5.2 ラジコン •クライ ダーの 曳航 


ラジコン. グライダーには 飛行機の ように エンジンが あり ません から， 上昇 
する には （モーター. グライダーは 別と して） 曳航に よって 高度を 獲得し なけ 
れば なりません。 この 曳航に も いろいろな 方法が あり， 一長一短が あります。 
それでは 曳航の 種類と 曳航 方法を 説明いた しましょう。 


ハイ スター ト 曳航 

ハイスター ト 曳航は， 第 5-5 図の よう に ゴムの 張力を 利用 して 曳航す る もの 
で， ラジコン. グライダーの 曳航では 一番 ポピュラーな 方法です。 初心者で も 
失敗が 少なく， また 手軽に 使用で きる 事から 上級 者で も 一番 愛用され ており ま 
す。 欠点は 無風 時には 重量級の 機体を 曳航す るの が 困難な 事でしょう。 

国内で 販売され ている ハイス タート. システムには ドイ ッの MULTIPLEX 
社よ り 発売され ている Bangee  Launch  System と， アメリカの off  the  ground 
MODELS 社より 発売 さ れ ている MINI  START が あり， MINI  START は 小型 
RC グ ライ ダーに 適して おり， Bangee  Launch  System は 大型 RC グ ライ ダー 
に 適して おり ます。 

ハイスター ト 曳航は ゴムの 張力を 利用して RC グライダーを 上昇させる 方法 


第 5-5 図 最も 愛用され ている ハイスター ト 曳航 
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で， 上記 2 種類の ハイス タート 
曳航 用具は， 写真 5-2 のように 
曳航 索と ゴム が 巻かれた リール 
と， パラシュート （MINI  START 
は フラッグ）， 杭な どが セット 
になって おります。 曳航 索やゴ 
ムを 結ぶ 場合は， 第 5-6 図の よ 
うにし ますと， 引っ張った 時に 
結び目が 硬く しまり ますので 安 
心です。 

ハイスター ト 曳航 用具の 使用 
法は， まず 風上 側に さきほど ゴ 
ムに 取り付けた 大型 リ ングの 方 
を 杭で 地面に 固定し ます。 反対 
側の 小型 リ ングに テグ スを 取り付け， 先端には パラシュート を 取り付けます。 

グライダーの 組み立てが 終わり， フライ トの 準備が できたならば パラ シュー 
卜を 持って ゴムを 伸ばします。 伸ばしぐ あいは， 歩数で 約 120 〜 150 歩が 標準で 
す。 

パラ シュー トの 先端に 付いている リ ングを 機体の フックに ひっかけ， 機体を 
スタートさせます。 まず 手を 放す 前に 送信機と 機体 側の スイッチが ON になっ 
ている ことを 確認し， 同時に ス ティ ックを 動かして 動作の 確認を する こと も 忘 
れ ずに 行います。 

機体は 約 30° 程度に 上方に 向けて 機体を 手から 放します。 放す 時は 必ず 機体 
を 水平に し， 右 や 左に 傾けない ようにして ください。 あまり 上に 向けす ぎます 
と， 左右に ひっくり返る ことがあり， 機体を 破損させます から 十分 注意して く 
ださい。 

スタートしたならば， 最初のう ちは 左右の 方向 修正の みに とどめます。 左右 

u ング  ゴム 


A. ゴムの 結び 方  B. テグ フの 結び 方 


写真 5-2 市販され ている ハイスター ト 曳航 用具 
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第 5-6 図 ゴムと テグ スの 結び 方 


第 5 章 ラジコン. グライダーの 操縦 


ター トを グライダー 
の 曳航 フックに 引つ 
掛けたならば， RC 
装置の テス ト を 行い， 
出発 準備を する （写 
真 右 中） 

④約 30°  く らいの 角度 
で 手から 離す （写真 
右下） 
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第 5-7 図 

グライダーを 発進 さ 
せる 時は 傾きに 注意 


に ふ らっかずに 一直線に 上昇させる コツ は， 左右の 方向 修正の 時に 早めの 舵を 
使って 修正す る ことです。 早めの 舵を 使う という ことは， すなわち 小さな 舵と 
いう ことになります （第 5-7 図 参照)。 

機体が 上昇したならば， 胴体の フックから 索を 外します が， この場合， レリ 
ーズ ブル. トウ フックが 付いている 機体は トウ フックから 索を 切りは なします。 

固定 トウ フックの 場合は， 無風 か弱 風の 時は 自然 離脱し ますが， 強風の 時は 
機体と ゴムが 引っ張り 合って 離脱し ません から， 強制的に 離脱 させなければ な 
り せん。 

要領は 少し ダウ ン 操作で 機首を 下げ， 次に アッ プ 操作 をし ますと 離脱し ます。 
離脱と 同時に 素早く ダウ ン 操作で 機首 アッ プを 押さ えます。 こ の 操作が 遅れ ま 
すと ピッチングに 入り， せっかく 取った 高度が あっとい う まに なくなって しま 
います。 

強風 時に レリーズ ブル* トウ フックが 付いて おります と， 離脱が 非常に 簡単 
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写真 5-7,  8  実際に 取り付けた レリーズ ブル • トウ フック 


にで きる ので 便利です。 

さて 曳航に 慣れて きましたら， 今度は 出発と 同時に エ レべ ー ターを アッ プに 
して， いっそう 高度を 取る ようにし ます。 アップの 量は その 時の 条件で 違って 
きます が， 私は 機体を よく 観察しながら 上昇 させ， 失速 寸前に エレベーター • 

ス テイ ックの 引く 量を 瞬間 的に ゆるめて ス ピー ドを 増し， 再び エレベーター • 

ス テイ ックを 引いて 上昇を 続けます。 

この 説明では グライダーが ス ピー ドを 増したり 遅く なったり しながら 上昇し 
ている よう に 思われる かも 知れません が， 実際は 一定の ス ピー ドで 一直線に 上 
昇して 行きます。 すなわち ス テイ ックの 操作を 微妙に おこなって いる わけです。 

滑車に よる 曳航 

ハイス タートに ついで 手軽な 曳航 方法は 滑車に よる 曳航で， プーリー， すな 
わち 滑車を 利用して 曳航す る 方法です。 プーリーを 1 個 使用す る 方法と 2 個 使 
用す る 方法が あり ますが， プーリー 1 個の 場合は 第 5-8 図の よう に 曳航 索を 張 
り， 曳航 者は プーリーを 持って 走ります。 

第 5-9 図は プー リーを 2 個 使用 して 曳航す る 方法です。 使用す る 曳航 索は 30 
〜 40 号の テグ ス で， 長さは 150 〜 200m 必要です。 

この 方法で 注意す る ことは， 曳航 者は 一定の テンション （引く 力） を 手に 感 
じながら 曳航す る ことです。 引きが 弱い と 上昇が 悪くな ります し， 逆に 強いと 
主翼が 折 損する 可能性 もあります 0 テンションが 弱く なったならば 素早く 走り， 
テンションが 強い 時は ゆっ く り 歩く か， 風が 強い 時な どは 逆に バックし なけれ 
ばなら ない 時 も あり ます。 

操縦 者が 注意す る ことは， テン ショ ンが 変わ ら ないよう に 一定の 速度で 上昇 
させる ことです。 この 曳航 方法は， 操縦 者 •曳航 者と もに， ある 程度の 経験が 


40% 〜 5聘 テグ ス 


滑車 


第 5-8 図 滑車 1 個に よる 曳航 


必要です。 


ウインチ 曳航 

曳航 用 ウインチ （第 5-10 図參 照） の 動力と しては， モーターを 使用した 電動 
ウインチと， 小型 エンジンを 使用した ウインチの 2 種類が あり， 一長一短が あ 
り ます。 

電動式の 場合は 重い バッテリー も 一緒に 持ち歩かなければ なり ません。 また, 
バッ テリ ーの 保守な どの 面倒な 問題が あ ります。 

電動 ウインチで 曳航す る 時は， 瞬間 的に 巻き 取る ことができ ますので， 失速 
した 場合な ど 回復し やすく， その 点で も エンジン 使用の ものより も 優れて おり 
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第 5-10 図 ウインチを 使った グライダーの 曳航 


写真 5-9 

モーターを 使っ た 電動 ウ 
インチ 


写真 5-10 

小型 エンジンを 使った エ 
ン ジン • ウインチ 
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写真 5-11 ウインチ 曳航で 発進 寸前の サー マル • グライダー 


ます。 

エンジンを 使用 した ウイン チの 場合， 使用 する エンジンは 2 サイクル の 30 〜 
50cc クラスが' 使いやすく， 草刈り 用 や チヱ ン ソー， バイクな どの ものを 改造 
する ことができます。 

ウインチを 使用す るコッ は， むやみに 巻き込まずに 上昇させる こと。 すな わ 
ち， ウインチ ング （ウインチを 回転 させたり 止めたり して 巻き 取り スピードを 
コン トロール する） を 上手に おこなって グライダーを 上昇させる ことが 大切で 
す。 慣れない うちは どうしても スピードを 上げて 巻き 取る ため， 高度が 十分 取 
れな いこと になり ます。 

強風 時に は ハイス タートで 曳航し ますと ゴム が 緩衝 装置 となり， グライダー 
の 破損を 防いで くれます が， ウインチの 場合 （特に 逆転 防止 装置 付きの ウイン 
チ） は 注意して 曳航し なければ 主翼を 折 損する おそれが あります。 強風 時に 曳 
航 する 場合は 主翼の た わみ をよ く 観察しながら， ダウンの 舵を わずか 使って 主 
翼の 折 損を 防ぎます 0 

ハン ド 曳航 

フリー •フライトの グ ライ ダーは すべて ハン ド 曳航です が， RC グ ライ ダー 
は 前述の 曳航が 主流で， ハン ド 曳航は あま り 行われて おり ません。 

その 理由と して， 特に 日本では 飛行場に 問題が あります。 すなわち， グ ライ 
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ダー を 曳航して ランニング できる 広さと 地面の 状態が 適当 なと ころ が 無い こと 
が あげられます。 以上の ことが 満足で きません と ハン ド 曳航の 利点を 生かす こ 
とがで きません。 

また， 曳航す る 人 も， フリー •フライトの グライダーと 違って RC グラ イダ 
一は ス ピー ドを 必要と する ため， ランニングに 自信の ある 人で なければ なり ま 
せん。 

ハンド 曳航は サー マル •ハン テ イング （上昇気流 さがし） を おこなって， サ 
ー マル 内で グライダーを 離脱す る ことができる という サー マル. グライダーに 
とって 最大の メリ ッ ト があります （第 5-11 図 参照 ）〇 

曳航しながら 走り回って， サー マルを 発見したならば 離脱す る 方法です から, 
他の 曳航 方法の よう に 離脱して から サー マルを 探す のとは 有利 さに おいて 大き 
な 開きが あります。 曳航 索は 10 〜 20 号く らいの テグ ス で， 長さは 150m にし ま 
す。 

ハン ド 曳航に おいて 必要な ことは， 操縦 者. 曳航 者. 機体 保持者の 三者の 呼 
吸が 合わなければ ならない ことが まず 第一に あげられます。 曳航 開始の 時， 曳 
航 者が 走 り だす タイミングと， 機体 保持者が 機体を 放す タイミング こ の 呼吸が 
合いません と， スタートに 失敗して しまいます。 そして， グライダーが 上昇 中 
には 曳航 者は 手に 感じる テン シヨ ンで 走る ス ピー ドを コン トロール する ことが 
大切です。 

ハン ド 曳航の 時に よ く 見かける ことです が， 上昇 中に グライダーが 左右に 振 
れた 時， 曳航 者が 心配して 曳航 速度を 緩める のを 見かけます。 これは 非常に 危 
険な ことで， このような 時 こそ スピードを 必要と する 時です から， かまわずに 
曳航 ス ピー ドを 上げる ことです。 

操縦 者は 操縦に 専念し， 機体が 一直線に 上昇す る ように コン トロール しなけ 
れば なり ません 0 ハン ド 曳航の 場合は どう しても 曳航 者に グ ライ ダーを 上げて 
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も らっ ている という 気持ちが 働く ため か， 特に エレベーターの コント ロールが 
“ おる すがち” になって いる 風景を 見かけます。 ハンド 曳航の 場合 も 他の 曳航 
と 同じよう に エレベーターを 上手に コン トロールして， 曳航 者の 頭上まで 上昇 
させる よう に 心掛ける ことが 必要です。 

曳航 者は 曳航 中に グライダーが サー マル 内に 入ったならば 曳航 索の テン シヨ 
ンの 強さで 感じと る ことができ ますので， 合図を 送って 曳航 索を 離脱させます。 

また， サー マル 内に グライダーが 入った 時， 固定 フックの 機体です と， グラ 
イ ダーが サ ー マル で 上昇す るた め 曳航 索が 離脱 しない ことがあります。 この 場 
合は 曳航 索を 手 もとに 引きよ せ， 今度は 引きよ せた 曳航 索を 急に たるませ るよ 
う に すれば 離脱させる ことができます。 


5.3 操縦の ポイントは… 


RC グライダーの 飛行を 見て いますと， 飛行 スピードが 遅く， ノン ピリと 飛 
行して いますので， 操縦は 簡単では ないか …… と 思われが ちです が， 実際に 飛 
ばして みます と 飛行機の よう に 舵の 効き が 敏感では なく， 思うよう に 操縦で き 
ない ものです。 特に エレベーターと ラダーの 効きぐ あいが 違います。 エレべ 一 
ターは 敏感に 効きます が， ラダーの 効きは エレベーター に比べて ワン テン ポ遅 
れて 効いて きます。 

このように RC グライダー 特有の ス テイ ック に対する 反応が あり ますから， 
RC グライダーには それなり の 操縦 法が あ ります。 この 項では これから RC グ 
ライダーを 始められる 方の ために， RC グライダー 操縦の ポイント を 記して み 
ましょう。 

水平飛行 

水平飛行， すなわち 「曳航で 上昇 後， 水平飛行に 入り， サー マル •ハン テイ 
ング のた め 大空を 滑空す る」 ことは いたって 簡単な ようです が， 飛行機の よう 
な 安定した 水平飛行は なかなか 思うよう にはで き ません。 飛行機は トリムを 合 
わせれば 一直線に 飛行して く れ ますが， グ ライ ダーの 飛行は グ ライ ダーから 目 
を 離す ともう 横を 向いて 飛んで いる …… といった ぐあいで， ト リムを 合わせて 
も 常に 微妙な コン トロールを しません と 一直線に 滑空して くれません。 

これは サー マル や 乱気流な どで グライダーの 姿勢が くずされる ためで， 常に 
微妙な コント ロールを おこなって 姿勢を コント ロールす る 必要が あり ます 〇“ 微 
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水平 直線 滑空 中， 左 または 右に 傾いた な 5 ば 

素早 < 傾きを 修正す る 

傾きの 修正が 遅れる と 旋回 (こ 入って しま 〇 


©  □  0 


第 5-12 図 

水平 直線 飛行 中の 傾き 
はすぐ に 修正す る 


妙な コントロール” とは， グライダーが 右 や 左に 変 進したり， ピッチングを 起 
こ してから 修正す るので はなく， 変 進 や ピッチングを 起こす 前に 小さな 舵で 修 
正す るので す。 

姿勢が 変わる 前， すなわち 変 進す る 前に は 必ず 右 また は 左に 主翼が 傾 きます 
から， この 傾きが わずかで も あれば， すぐに 修正の ための コントロールを しま 
す （第 5-12 図 参照)。 

ピッチングの 時 も 同じ ことで， 特に サー マルに 入った 時な ど ピッチングを 起 
こ す 可能性が あり， 初期 に 修正し ません と グライダー にと っ て 一番 大切な 高度 
を 失う 結果と なり ます。 エレベーターの コン トロールに 慣れて ない う ちは なか 
なかう まく いかず， 高度 損失 どころ か 最後には 第 5-13 図の よう に 大地に 激突す 
る 結果に なり ます。 

飛行機の 場合は 水平飛行 中の 速度と 失速 速度の 開きが あるた め， 離陸す る 時 
や 着陸 時な どス ピー ドを 落と した 時 以外は 失速の 心配はありません が， グ ライ 
ダーの 場合は 水平飛行 中の 失速と 失速 速度とは 隣り合わせの 関係に あるた め， 


機首が 下がった とき エレ ペーター 
アッフ T 修正す ると ピッチングは 
なかなか 止まらない 


第 5-1 3 図 ピッチ ン グ 修正に 失敗す る 時 
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機首が 上が って 水平飛行 時の ス ピー ドに 
近づいた とき エレべー ター • ダウンで 水 
平 飛行 【こ 入 n る 


第 5-14 図 

ピッチングした とき 
の 正しい 修正 方法 


乱気流の 中に 入った 時な ど 失速す る ことがあります。 

失速に 入 ります と せっかく 獲得した 高度を 損失す ると 同時に， ピッチ ン グが 


止ま ら ずに 墜落 …… という ことにな りかね ません。 

グ ライ ダーの 操縦 練習を する 場合に 必ず 遭遇す るの がピ ッ チン グ です。 従つ 
て， まず ピッチングの 回復 方法を 習得し なければ なりません。 

ピッチ ン グ からの 回復 方法は， 一般的には 機首 下げの 時に 上げ 舵で 引き起こ 
せ ばよ い …… と 思われが ちです。 しかし， グライダーの 場合は 逆で， 上げ 舵で 
の 回復 操作を します と ピッチングが 回復 するど ころ かますます ピッチングが ひ 


どくなります。 

こ れは 失速から 頭 下げの 状態 とな っ た 場合は ここ で 上げ 舵を 使っても， 失速 

直後で ス ピー ドがない ため まっ 
たく 舵が ききません。 降下して 
ス ピー ドが' 増して きます とやが 
て 舵が 効き だし， 機首が 上がっ 
てきます が， この 時は すでに 手 
おくれで， スティックを ニュー 
トラ ルに もどしても 加速した グ 
ライダーは ふたたび 機首を 持ち 
上げて 失速に 入り ます。 

しかし， 次のように すれば， 
ビタリと 一発で ピッチ ン グを止 
める ことができます。 グラ イダ 
一が 失速に 入り， 機首を 下げて 


写真 5-12 ゆったり と 大空を 舞う 
RC グラィダー 
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スピードが 付きます と， 自然と 機首 上げの 状態に なって きます。 この 機首 上げ 
の 時， 素早く 下げ 蛇で 機首 上げを おさえて しまうよ うに すれば， 一発で ピッチ 
ング から 逃れる ことができます。 この 時， 下げ 舵を 使う タイミングが 大切です。 
タイ ミ ングの 目安は， グライダーの 速度が 水平飛行 中の 速度と 同じく らいに な 
っ た 時に 下げ 蛇で 機首 上げを お さえる ことです （第 5-14 図 参照）。 

グライダーが' 水平飛行に 入ったならば， ステ ィッ クを ニュー トラ ルに もどし 
ます。 グライダーは 飛行機の ように 動力に よる 推力が ありません から， 非常に 
失速し やすい 状態に あり ますので， エレベーターの 操作 も 常に 注意し なければ 
なりません 0 常に グ ライ ド 中の ス ピー ドに 注意して エレベーターを 操作し ます。 

グライダーの ス ピー ドが 遅く なれば ステ ィツ クを ダウンに， ス ピー ドが 速く 
なった 時は アップに …… といった ように， グライダーの ス ピー ドを 常に 一定に 
保つ よ うに エレベーターの コント ロールを 行います。 

ステ ィッ ク 操作で 注意す る ことは， スティック 操作が 遅れます と， どうして 
も 大きな 操作を しなければ ならな く なります。 このよう な 操作を します と ラダ 
一 や エレベーターが 大きな 角度で 動く という ことは ス ボイラーを 出した のと 同 
じく ブレーキが かかります から， コントロールは 早めに， すなわち 小さな 舵を 
使う こと を 心がけて く ださい。 

旋回 操作 

旋 回は RC グライダー の 操縦で 一番 大切 な 操作と 言っても 過言では ないで し 
ょう。 特に サー マルに 乗って 上昇す る 時な どは 飛行機の 旋回の よう にはう まく 
いき ません。 

旋回 時に 大切な ことは， 水平飛行と 同じ 一定の スピードを 保つ ことです。 ま 
ず 旋回 時の ラ ダー 操作 を 説明し ますと， ラダー は 大き い 舵から 小さ い 舵へ …… 
といった ぐあいに 最初 旋回に 入る 時は ステ ィ ックを 大き く 旋回す る 方に きり， 

グ ライ ダーが 旋回し は じ めたならば スティック の 量を 減ら していき ます。 旋回 
中は バンク 角を 一定に 保つ よう に ラダーで コン トロール します。 

例えば 右 旋回を 例に と ります と， まず スティック を 右に 倒し， グ ライ ダーが 
右 旋回に 入ったならば 右に 倒した ス ティ ックの 量を 減ら して バンク 角が' 深くな 
るのを 防ぎます。 連続して 旋回を します とどう しても バンク 角が 深く なって き 
ますから， このよう な 時は とき どき ステ ィ ックを 旋回 方向とは 逆の 左に 傾け， 
バンク 角を 修正し ます。 

さて， ラダーの 操作 だけでは グライダーは どんどん 降下して， このままでは 
スパイラル 降下に なり ますから， エレベーター も 同時に 操作し なければ なり ま 
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向かい風では エレ ペーター • アップの 
量を 減らす 


第 5-1 5 図 サー マル 時の 舵の 使い方 


せん 0 旋回 中は エレベーターは アップの 操作を します。 アップの 量は 旋回の グ 
ライダーが 頭 下げに ならない よう に 姿勢を 見ながら スティック を 操作し ます。 

注意す る ことは， スティックを 引きす ぎて ストール （失速） に 入れない こと 
です。 ストールに 入れない ためには， グライダーの スピードに 常に 注意し， ス 
ピー ドを 一定に 保つ ためにわず かです がス ティ ックの アップ 量を 増したり 減ら 
したりし ます。 旋回 中の スピードは， バンク 角が 大きい ほど 水平飛行 時より 増 
やさなければ なりません。 これは バンク 角が 増す ほど 失速 速度が' 増す ためです。 

また， 風が 強い 時は 向かい風と 追い風と では 舵の 効き 方が 変わり ますので， 

第 5-15 図の よう に 舵の 効きが 良くなる 向かい風では アップ 量を 減らし， 舵の 効 
きが 悪い 追い風では アップ 量を 増す よう にします と スムーズな 旋回が できます。 

着陸 （ス ボイラー 無しの 場合） 

着陸は 特に 難しい ことは あり ません が， 指定 地に 着陸し よう と 思う とな かな 
か 難しい ところがあります。 グライダーは 気流の 影響を 受ける ため， 着陸 点が 
ショート したり オーバーしたり， なかなか 思う ように 着陸で きない ものです。 
指定 点に 着陸させる には 着陸 パターン を 決め， 常に パター ン 通り の 着陸を 心が 
ける ことです。 

着陸 パターンは 第 5-16 図の よう に 風上から 風下に 向けて 前方を 高度 5m  く 
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らいで 通過 させ， 風下 側で 大きく 旋回 して 最終 コースに 入れて 着陸させる ので 
すが， 旋回に 入る 頃から ショートす るか オーバーす るかを 判断し， ショートす 
るよう であれば A のよう に コースを 変更し， 反対に オーバーす るよう であれ 
ば 大きく 旋回して 高度 処理を します。 

ここで 注意す る ことは， ショート しそうな 時は どう しても エレベーターを ア 
ッブ にして 吊りぎ みに なりが ちです が， このような 操縦を します と 距離が 伸び 
ず， かえって ショートして しまいます。 このような ときは 思いきって 高度の あ 
るう ちに やや 突っ こませて ス ピー ドを つけた 方が 距離が 伸びて きます。 

接地す る 時は 高度 約 50cm  く らいのと ころから ゆっくり と エレベーターを アッ 
プ にして， グライダーが 水平の 状態で 接地させます。 

ス ボイラー 付きの グライダーの 着陸 

ス ボイラー 付きの グライダーは， ス ボイラー 無しの 場合より も 指定 地 着陸は 
容易になります が， その反面， ス ボイラーの 操作 テクニックが 必要になります。 
着陸の パターンは ス ボイラー 無しの 場合と 同じ パターンで すが， 高度を やや 
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高めで 進入 させ， 旋回す る 頃から ス ボイラーを 約 30° ほど 出して 進入して きま 
す。 ス ボイラーを 出します と グライダーは やや 頭 下げと なり， スピードを 増し 
ますから， エレべ ー ターを 少し アップに して スピードを コントロール します 
(第 5-17 図 参照)。 

注意す る ことは エレベーターを アップに しすぎて 失速 させない よう にす る こ 
とです。 一定の ス ピー ドと 滑空 角で 進入して きたならば， あとは ショート する 
か オーバーす るかを 判断して， オーバー する ようで あれば ス ボイラーの 角度を 
増し， 反対に ショートす るよう であれば ス ボイラーを 入れて しまいます。 この 
よう なス ボイラーの 出 し 入れで グ ライ ダーの 沈下を コン トロールしながら 指定 
点まで 導いて きます。 

エレベーターの コン トロールは スポ イラ ーの 出 し 入れと タイ ミ ングを 合わせ 
て コン トロール します。 接地す る 時は ス ボイラー 無しの グライダーと 同じ 要領 
で， エレベーターの アップ 操作で 滑らかな 着地を します。 

ス ボイラー 無 しの 場合で もス ボイラー 付き の 場合で も， 自 分の 思った ところ 
に 着陸させる には， 進入して くる グライダーの 高度が 高す ぎない か， または 低 
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す ぎない かの 判断が 非常に 大切 
な ボイ ント になり ますから， イ可 
回 も 練習を く りかえ し， 進入 高 
度の 正しい 判断を 身に つけて く 
ださい。 


上昇 後の グライダーは， サー 
マル （上昇気流） に 乗らな けれ 
ば 3 分〜 4 分く らいし か 飛行し 
ません。 しかし， サー マルに 乗 
り ますと 10 分〜 15 分は 軽く 飛行- 


サ ー マル. ハン ト 


写真 5-13 上昇気流に 乗って 飛行す る 
RC グライダー 


します。 上手に サー マルに 乗せ 

れば 30 分〜 1 時間の 飛行 も 夢では あり ません。 

サー マルは 目に 見えない もの だけに， 見つける のは 大変です。 しかし サーマ 
ルの 性質を 知っていれば， サー マルを 見つける のは 容易に なり ます。 

私の サー マル 発生を 知る 方法は， 気温と 風を 見る ことです。 すなわち， サー 
マルが 発生して いる 時は 気温が 高く， 無風 状態 か 風が 弱まった 時です。 サーマ 
ルが 発生した 直後には， 周囲から 冷たい 空気が 吹き込ん できます から， 気温が 
下がり， サー マルが 発生した ことを 知る ことができます。 気温の 変化は 特に 温 
度 計を 使用し なくても， 人間の 肌で感じ 取る ことができます。 

RC グライダーを 出発させる 時に 注意し なければ ならない ことがあ ります。 
それは 無風 状態の 時は 上昇が 悪い から …… といって 風の 出る のを 待って 出発 さ 
せます と， この 風が くせ 者な のです。 すなわち 下降 気流の 中で 出発させる こと 
になり， 曳航 索から 離脱 後 「あっ」 という まに 着陸して しまいます。 従って 下 
降 気流 を 避ける ために も 気温の 変化 や 風に よって サーマ ル 発生 時期 を 知る 必要 
が あ ります。 

RC グライダーは フリー •フライ トの グライダーと 違って 自由に 大空を かけ 
回り， サー マルを 探す 事が できます が， もしも 離脱 後サー マルに 乗せ そこな っ 
た 時な ど， 近く をウ ロウ ロし ますと サー マル 発生 後の 下降 気流に 巻き込まれる 
可能性が 大きいで すから， 広範囲に グライダーを 走らせて サー マルを 探します。 

上空での サー マル 発見 法は， グライダーの 姿勢を 見て おり ますと よく わかり 
ます。 大型の サー マルに 入り ますと f 可 も しなくても グライダーは グン グンと 上 
昇して いきます。 このよう な 大型 サー マルで あれば サー マルに 乗る テクニック 
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の 必要は あり ません が， 小型の サー マルに なり ますと なかなか 発見す る ことが 
難しく， また， サー マルに 乗せる テクニック も 必要と なります。 

一般的な サー マルの 発見 方法は， グライダーが 安定して 飛んで いる 状態から, 
サー マルに 入った 時に 急に 姿勢 変化を 起こします から， サー マル 内に 突入した 
事が わかり ます。 

サー マル 内に 入る コースと して 3 種類が あげられます。 進入す る コースに よ 
って 姿勢 変化が 違います から， その 時の 姿勢 変化に よって サー マルの 中に 入る 
よう 旋回させます。 真正面から サー マル 内に 入った 時は 安定して 飛んで いる 状 
態から 急に 頭上げ の 姿勢に なり ます。 

また， 右翼 か 左翼が 急に 上がって グライダーが 傾いた 時は， 上がった 翼の 方 
にサー マルが ある こと を 示して いますから， 上がった 翼の 方に 素早く 旋回に 入 
れ， うまく サー マルに 乗せます。 

旋回 中 も グ ライ ダーの 上昇を よく 観察し， サー マルから 飛び ださない ように 
しましょう 0 サー マルは 強烈な もの ばかりで はなく， 非常に 弱い サー マル も 発 
生して おり， 弱い サー マルの 場合は 機体の 動きには 大きな 変化は あり ません 0 
わずかな グ ライ ダーの 動きを 見て， 2 〜 3 回旋 回して 感じた 高度の 変化から サ 
ー マルで あるか どう かを 確認 します 0 

サー マル 内での 旋回で 注意し なければ な らな いことは， グ ライ ダーの 滑空 ス 
ピー ドと バンク 角を 一定に 保つ ことで， 常に ラダーと エレベーターを コント ロ 
ー ルして， サー マル 内から 出ない よう にしなければ なり ません。 

サー マルに 乗る ためには ある 程度の 高度がなければ ならない よう に 思われて 
いるよう です が， そうでは なく， 着陸 前の 低 高度から でも 上昇す る ことが 可能 
です。 私が 低 高度から サー マルで 上昇 させた 経験の なかには， 着陸 寸前 4 〜 5 
m の 高度で サー マルを 発見し， 素早く 旋回に 入れて 上昇 させ， 最終 高度は 数 
100m にも 達した ことがあり ます。 

下降 気流を 発見す るには 

サー マルが 発生して いると ころには 下 降 気流 も 付き もので， この 中に 入った 
グライダーは 引きずり 降ろされ るよう に アッと いう 間に 着陸して しまいます。 
グ ライ ダーには 大敵の この 下降 気流の 発見は サー マルを 発見す る ほど 容易では 
あり ません。 

下降 気流の 中に 入った 時は， サー マルの 時の よう に 機体が ゆれる ような こと 
がありません ので， よほど 注意して いないと わかりません。 下降 気流に 入った 
時の グライダーは， やや 頭上げ の 状態になります。 このような 姿勢で 滑空して 
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いる 時は 素早く 脱出し なければ なり ません。 

下降 気流が ある 時は 近く に 必ず サー マルが 発生して おり ます （第 5-18 図 参 
照)。 脱出 方向は 絶対 風下 側に 脱出せ ず， 風上 方向の 左右 45° 方向に 脱出すべき 
で， この 方向には サー マルが 発生して いる ことが 多い ようです。 
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ラジコン •グライダーと 気象 


6.1 地形 上昇気流と 熱 上昇気流 


グライダーと 気象との 関係は， 飛行機 と エンジンの 関係 以上に 密接 な ものが 
あります。 RC グライダーの 飛行を 楽しむ ためには， 気象 全般につ いて 知って 
いる 必要は あり ません が， 少なく と も 上昇気流に ついては 知る 必要が あ ります。 

地形 上昇気流 

上昇気流には 「地形 上昇気流」 （地形 上昇 風 ともいう） と 「熱 上昇気流」 が 


理想的な スロー ブ 


この 地形の 場合. 頂上より 後方には グライダーを 持って行かな いこと 

第 6-1 図 RC グライダーを 飛ばす 時の 地形と 上昇気流 
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あります。 地形 上昇 風は 水平に 流 
れ ている 空気が 山 や 丘に ぶつかり， 
その 斜面に そって 上昇す る ことに 
よって 上昇気流になります （第 6- 
1 図 参照)。 この 地形 上昇気流を 
別名 「斜面 上昇 風」 ともい います。 

上昇気流の 強くなる 条件は， 風 
が 斜面に 直角 に 吹く 場合が 最高に 
なります。 第 6-2 図の ような 孤立 
した 独 峰は その 峰の 周囲を 回って 
流れます から， 上昇気流は 発生し 
ません。 上昇気流が 強く 発生す る 


写真 6-1 雲に 届く のかと 思うよう な 飛 
行を する RC グライダー 


第 6-3 図 
地形 上昇 気 
流が 強く， 
理想的な 斜 
面 
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1 の 傾斜面 (こ 8  m/ sec の 風が 吹きつけ ると 
上昇 風は 2  m/sec になる 


第 6-4 図 
斜面に 吹き 
つける 風と 
上昇 風の 関 
係 


斜面は 第 6-3 図の ような 凹 部の ある 斜面が 最高で しよう。 

斜面 上昇 風の 強 さは， 例え ば 傾斜 1/4 の 斜面に 8  m/sec の 風が 吹 きつける と, 
上昇 風は 約 2m/sec になり ます。 従って 沈下 速度は 1 m/sec の 性能を 持つ グラ 
イ ダーは 十分な 飛行が できます。 この 斜面 上昇 風を 利用 して 飛ぶ RC グラ イダ 
一が スロープ. グライダーです （第 6-4 図 参照）。 


熱 上昇気流 

熱 上昇気流 （サー マル， または テル ミックと いう） の 発生は， 第 6-5 図の よ 
うに 地面が 温められ やすい 砂地， 畑， コンクリート などのと ころに 多く， 逆に 
池， 川， 森林な どのと ころでは 気温が 低いた め 下降 気流が 発生し ます。 ただし， 
これは 昼間の ことで， 夜間に なれば 上昇気流と 下降 気流の 発生は 逆にな り ます。 
しかし 実際は 砂地 や 畑のと ころで も 下記に 述べる よう な 理由で 下降 気流が 存 


第 6-5 図 地形に よって 違う 上昇気流と 下降 気流 
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在し ますので， グライダーを 飛ば 
す 時には 注意が' 必要です。 

今， 地面 上で 空気が 太陽熱な ど 
によって 周囲の 空気よ り 温められ 
たと します。 温められた 空気は 軽 
く なって 上昇して いきます （第 6- 
6 図 A 参照)。 

上昇気流が 出た あと には 周囲 か 
ら 冷たい 空気が 吹き込んで きます。 
これ も 下降 気流と なって おり ます。 
こ の 下降 気流の 空気 も 地面の 熱な 

A  / 


W77/T? ノノ/"/// ガ """// 777 / "////////////// ///f?7 //////, 

暖められた 空気は 軽くな っ て 上昇を 始める 


写真 6-2 鷹を 思い浮かべる 飛行 


下降 気流 


v/z/ZT?//////////////// 7777 ノ/ ノ ノノ// ノノ////// ノ / ノ/ 77ノ/ ノ /'/ ノノ/, 


第 6-6 図 A  •  B  •  C 地表 上で 暖められた 空気は サー マルと なって 上昇す る 
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どに よっ て 暖めら れて 上昇気流 となっ て 再び 上昇 していき ます （第 6-6 図 B,C 
参照)。 

このよう に 熱 上昇気流は 連続 的に 発生して いるので はなく， 周期を おいて 断 
続 的に 発生して おり， 発生 周期は 10 分〜 15 分で， 空気の 温度 差が 大きい 時 ほど 
頻繁に 発生し ます。 

今までに RC グライダーを 飛ばして 経験した ことによ ります と， 一般的には 
夏の よう な 熱い 時には 熱 上昇気流の 発生が 盛んで あるよう に 思われて いますが, 
実際は 夏よりも 春 や 秋に 多く 発生す る ことが 知られて います。 また， 意外な こ 
とには 寒い 冬で も 発生して おり ます。 

発生す る 時間帯は， 一日のう ちでは 午前 10 時〜 11 時 頃が 最も 盛んで， 特に 大 
型の サー マルが' 発生し ます。 その他の 時間帯で も 小型の サー マルは 発生して お 
り， 滞空時間を かせぐ 程度， すなわち RC グライダーが サー マルに 乗って どん 
どん 上昇す る ほどでは な くても， 沈下を 何とか 止めて おく 程度の サー マルは 広 
場の あちこちに 発生し ます。 これを 発見す る ことは 大変です が， 経験を つめば 
それほど 難しい ことでは あり ません。 


6.2 サー マルに 乗る テクニック 


サー マル. ソ アリ ングの 醍醐味は， 探し あてた サー マルに 乗って 愛機が 空 高 
く 上昇して 行く ところを 見る ことです。 雲に 届く ところまで 上昇した グラ イダ 
一を 見て いると， いつまでも 飽きる ことがありません。 

しかし， サー マルに 乗って 上昇す るまでに はサー マル .ハン テイ ングの テク 
ニック と 操縦 法を 身に 付けなければ なりません。 サー マルに 乗れない 時の 滞空 
時間は 3 分から 4 分く らいで， 面白い どころ か 曳航 索の 回収で 辛い 思いを する 
だけです。 

私 も グライダーを 始めた 頃は 辛 さの 連続でした。 そこで 真剣に 考えた の がサ 
ー マル •ハンティングです。 それまでは 翼 型が 重要な の だと 思って， NACA 
やエッ ブラーな どの 翼 型を 使って 毎日の よう に 主翼 作り をし ま したが， 結局は 
サー マルに 乗せなければ 「ダ メ！」 の 結論に なりました （もちろん 理論を 無視 
している という 意味ではありません）。 その後は 進入 性の良い 機体を 作り， サ 
ー マル •ハン テイ ングの 練習を 始めた のです。 

さて， サー マル .ハン ティ ング でサー マルを 発見す る ことは 大切な 要素です 
が， もう ひとつ 大切な 要素を 忘れて はなり ません。 すなわち， サー マルを 発見 
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第 6-7 図 

無風 時は パイ ロッ トを 中心 
にサー マルを 探す 

しても サー マルに 乗せなければ 滞空時間を 稼ぐ ことができない …… という こと 
です。 

強力な サー マルで あれば 操縦し なくても ドン ドン 上昇して くれます が， この 
よう な 強力な サー マルは 頻繁に 発生して はおらず， 特に 曇天の 時 や 朝夕の 時間 
帯な どでは 弱い サー マル しか 発生して おり ません。 

晴天の 時は 弱い サー マルが あちこちに 発生して いるので 滞空を 楽しむ ことが 
できます が， 強力な サー マルの 中で 操縦に 苦労し なく て もどん どん 上昇す るよ 
う な 時よりも， このよう な 弱い サー マルの 中で 苦労して 上昇させる 方が 格別の 
楽しみが あり ます。 グライダーが 着陸 前に 低 高度で サー マルが 発生を 始めて い 
る 所に 入った 場合 も， 辛抱強く ねばり ますと 再び 高度を 獲得す る こと がで きま 
す。 

しかし， このような 弱い サー マルに 乗って 滞空す るには， それなりの テク ニ 
ックが 必要です。 テクニックと いっても 難しい ものでは なく， 急 旋回の テク ニ 
ック さえ マスター すれば 十分です。 ただし， RC グライダーの 場合は 飛行機と 
違って 動力に よる 推力が ありません から， 急 旋回に よる 失速 や 横滑りには 注意 
しなければ なり ません。 

サー マルに 乗る ための 方法 

それでは 具体的に サー マルに 乗る 方法を 解説し ま しょう。 曳航 索から グ ライ 
ダーが 離脱したならば， なるべく 広範囲に サー マルを 探します。 無風の 場合で 
あれば サー マルは 流れる こ ともなく 発達しながら 上昇して 行き ますから， サー 
マル. ハント も 操縦 者を 中心に 広範囲に 行います。 

風の ある 時の サー マルは， 風と ともに 流れます から， サー マル •ハントの 方 
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風向 


〕 


c - 如 


第 6-8 図 

風が 吹いて いる 時の サーマ 
〇 バィ □ット  ルの 探し 方 

法 も 無風の 場合とは 違って きます。 風が 吹いて いる 時は 第 6-8 図の よう に 操縦 
者より 風上で 左右 に 移動 させて， 風下に 流れて くる サー マルを 探す ようにし ま 
す 0 サー マルに 入ったならば， 風に 流れて 行く サー マルと 一緒に グライダー も 
旋回 させながら 風下に 流さな く ては なり ません （第 6-9 図 参照）。 

この 時に 大切な ことは， 流れて く る 次の サー マルに 乗る ために 風上に 移動し 
なければ なり ません から， 風下 側に 流れる 間にで きる 限り 高度を 獲得して おか 
なければ ならない… という ことです。 また， 風下 側に 流す 時 も 風速に よって 流 
す 距離を 加減し なければ なりません。 

さて， それでは グライダーを 曳航して 上昇 させ ましよう。 曳航 中 もサー マル 
が 発生して いるか どうか 注意して いる ことが 大切です。 離脱 後， サー マルを 発 
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見したならば， 素早く 旋回に 入れて 沈下の 様子を 見ます。 弱い サー マルで あれ 
ばグ ライ ダーは 一定 高度で 旋回し ますが， サー マルでは なく 乱気流の 場合は 降 
下します ので， 素早く 移動して サー マルを 探します。 


センター リ ングの テクニック 

サー マルに 間違いなければ， 今度は サー マルに 乗る ために 一番 大切な センタ 
ーリ ング をし なければ なり ません。 センター リ ング とは 第 6-10 図の ように サー 
マルの 大きさに 合った 旋回 半径で 旋回させる ことで， その 中心は サー マルの 中 
心と 一致 させな く ては なり ません。 

サー マルの 中心と 旋回の 中心が 一致して いない 場合は， 第 6-10 図 A のよう 
に 時 どき サー マルから 出て しまう 結果と なり， 最後には 完全に サー マルから 出 
てし まいます。 また， 旋回 半径の 大きさは サー マルの 大きさに 合った 半径の 旋 
回を しなければ なり ません が， 私は 常に 小さい 半径の 旋回を 行うよう にして お 
ります。 

センター リン グは 旋回 中の グ ライ ダーの 姿勢を よく 見て いる こと が 大切です。 
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サー マルから 出る 時と 入る 時の 姿 
勢 変化が 起 きれば センター リング 
がで きていない 証拠です から， 旋 
回の 中心を 移動 させて センター リ 
ング します。 

センター リ ングの テクニックは, 
サー マルの 発見 以上に 難 かしい テ 
ク ニックで すから， 何回も 練習を 
おこなって ください。 練習を くり 
返します と， ある 程度 「カン」 で 
わかる ようになり ます。 

センター リングでの 旋回は， 急 
激な バンク 角で 旋回す る ことが 多 
く， 連続して 急 旋回を する 練習 も 必要と なります 0 グライダーの 場合の 連続 旋 
回で 注意す る ことは， 飛行機の よう に 動力に よる 推力がない ために 起こる 横 滑 
り や 失速に よ る 高度 損失です （第 6-11 図 参照 )0 このような ミスを します とサ 
ー マルを 捕えても 上昇 どころ か 急激に 高度を 損失して しまいます。 

それでは どのよう に すれば この ミ スを 防ぐ ことができ るか . を， ラ ダー 機 

の 場合から 説明いた しまし ょう。 

まず， 右 旋回で あれば ラダー •スティックを 右に 倒し， グライダーが 右 旋回 
に 入ったならば 機首が 下がる までに エレベーター •スティックを アップに しま 
す。 アップの 量は 旋回 半径が 大きい 時は 少なく， 旋回 半径が 小さい 時は 多くし 
ます。 

ここで 注意し なければ ならない のは グライダーの ス ピー ドを よ く 見ながら エ 
レべ 一夕 一. ス ティ ックの コン トロールを する こ とです。 従って， 日頃 飛ばし 
ている 時 も 常に 一定の ス ピー ドで 飛ばす 習慣を 身に 付ける ことが 大切です。 

ラダー •コン トロール 機の 旋回 

旋回 中の ラダー. コン トロールは， バンク 角が 一定になる ように コン トロー 
ルし ます 0 右 旋回の 場合， バンク 角が 深く なって くれば 逆 方向の 左に ステ ィッ 
クを 倒し， バンク 角が 深くなる のを 防ぎます 0 反対に バンク 角が 浅くな って 旋 
回 半径が 大きく なる ようで あれば， 旋回 方向の 右に ステ ィ ックを 倒します。 

ここでもう 一つ 大切な 注意点が あります。 それは バンク 角に 対する エレべ 一 
夕一 の コント ロールを 忘れて はならない . という こ とです 0 バンク 角の 深い 


写真 6-4  サー マル •ハン テイ ングを 行い 
ながら 飛行す るサー マル. ソアラ ー 
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時は エ レべ 一 夕 一 の アッ プ 量を 多 
くし， バンク 角の 浅い 時は アップ 
量を 少なく します。 この コント ロ 
ー ルを バンク 角 修正の 時に 同時に 
行う ことが 大切です （第 6-12 図 参 
照）。 また， 風の 吹いて いる 場合 
には， 向かい風 になった 時は エレ 
ベータ ーの アップ 量を 少なく して 
頭上げ を 防ぎ， 追い風の 時は アッ 
プ 量を 増します。 

以上の よう に 飛行 中の ステ ィッ 
ク •コント ロールは たいへん 忙し 
いもので すが， 滑らかに 飛ばす ためには 大切な テクニックです。 また， ス ティ 
ックの オーバー. コン トロールを しないよ うに 十分 注意を はらって ください。 
オーバー •コントロールを します と， ラダー や エレベーターの 空気抵抗が 増し 
て， ス ボイラーを 出して いるのと 同じ 事に なり， 高度の 低下を まねきます。 ま 
た， オーバー •コン トロール になり ますと 機体の 安定を 保つ 事が 困難と なり ま 
す。 要するに， グライダーの 姿勢 変化の 少ない うちに 修正を する ことが 大切な 
のです。 

エル ロン. コン ト ロール 機の 旋回 

エル ロン 機の 場合， 右 旋回の 時は エル ロンと ラダー. ス ティ ックを 同時に 右 
に 倒して （エル ロンと ラダーが ミキシングされ ている 時は エル ロン •ステ ィッ 
ク のみ 操作） 右 旋回に 入れます。 旋回に 入ったならば ラダー 機と 同じく， エレ 


写真 6-5 バンクして 旋回 中の グライダー 


第 6-12 図 バンク 角に 応じ た エレ ベータ ー 操作を する 
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ベータ ーを アップに して 機首 下げを 防ぎます。 

エル ロン •ステ ィッ クを そのままに して おき ますと バンク 角が 増 して 横滑り 
を 始め ますから， エル ロンの コン トロールは バンク 角が 一 '定に なる ように 当て 
舵を 使います 。従って， ラダー. スティックは 旋回 方向に 倒し， エル ロン •ス 
ティ ックは 当て 舵を 使う ようになります 0 エル ロンと ラダーが ミキシングされ 
ている 時は ラダー 機の ステ ィッ ク 操作と 同じです が， できれば ラダー •ス ティ 
ックも 使用して 旋回 方向に ラダー. ス ティ ックを 倒す ように 練習すべき です。 

注意点と して， バンク 角に 対して ラダー. ス ティ ックの 倒す 量 （ラ ダーの 舵 
角） が 適切で ない と， 内 滑り や 外 滑りの 旋回になります から， ラダーの 使用 も 
注意し なければ なり ません。 

風が 吹いて いる 時は， ラダー 機の 場合と 同じように， 向かい風と 追い風では 
エレベーターの アッ プ 量を 変えな くて はなり ません。 

また， バンク 角に 対する エレベーターの アップ 量 も， ラダー 機と 同じように 
変えな く ては なり ません。 

以上を まとめ ますと， ラダー 機では ラダーと エレベーターの 操作を 行い， エ 
ルロン 機では エル ロン， ラダー， エレベーターの 各 操作を すべて 関連して 操作 
しなければ なり ません。 これらの 各 舵を バラ バラに 操作した のでは グライダー 
の 姿勢 も 乱れて しまい， 特に 弱い サー マルに 乗る こと は 不可能と なり ます。 

グ ライ ダーの 操縦で 一番 大切 な ことは 大きな 舵は できる 限り 避ける こと です。 
言い 変えれば， 姿勢の 変化に 対する 修正を 早く 行う ことによ つ て 大きな 舵を 避 
ける ことが 可能です。 


6.3 スロープ • ソア リンクの 飛行 


斜面の 種類 

スロープ. ソア リングは， 山の 斜面に 発生す る 斜面 上昇 風を 利用して ソ アリ 
ング をす るた め， どのような 斜面で も 良い とはいえ ません。 やはり スロープ. 
ソ アリン グに 適した 斜面を 探す こと が 大切です。 

では， スロープ. ソ アリ ングに 適した 斜面とは どのような ところが 良い ので 
しょうか。 ま ず 斜面 を 上から 見ます と 第 6- 13 図の ようにく ぼんだ 形に なつた 斜 
面 （A 地点） が 一番 理想的で， 非常に 強力な 上昇 風が 発生し ます。 同じ 場所で 
も 図の よう に 風の 方向が 変わり ますと 乱気流が 発生し， 危険な 状態に な ります 
から 注意が 必要です。 また， B の 地点は 風が 左右に 逃げる ため 上昇 風が 弱くな 
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第 6 章 ラジコン •グライダーと 気象 


A 地点で 乱気流が 発生 
する 風向 


理想的な 風向 


第 6-1 3 図 

スロープ • ソ アリ ングに 
適し た 斜面 


り， スロープ •ソア リングには 適当ではありません。 

それでは 斜面を 側面から 見た 場合の 最適な 地形を 示しましょう。 第 6-14 図の 
ような 斜面は 理想的な 地形で， 上昇 風 も 強く 気流 も 安定して おります。 第 6-15 
図の ように 斜面の 前方に 小さな 山が ある 場合は， 上昇 風 も 弱く， 乱気流 も 発生 
して おり， ソア リングの 可能な 範囲が せまくな ります。 また， 第 6-16 図の よう 
な 地形は 山より も 海岸な どで 多く 見られる ものです が， 上昇 風の 強いと ころは 
前方に あり， 操縦す る 場所に 乱気流が 発生して おり ますから 注意が 必要です。 
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スロープ* ソァ リングの 飛ばし 方 

サー マル. ソ アリ ングの 時と 違って， スロープ. ソ アリ ングは その 日の 風の 
強弱に よって 機体を 選ぶ 必要が あ ります から， 弱 風 用と 強風 用の 2 機を 持参す 
る ことを おすすめ します 0 弱 風 用の 機体は サー マル 機が 良く， 強風 用は スロー 
プ 機を 使用し ます。 しかし， 強風 用と しては 必ず スロープ 機で なければ ならな 
い …… という ことでは なく， サー マル 機に バラスト を 搭載して 飛ばす こと もで 
きます。 バラストの 搭載 量は， 翼 面 荷重 35g/dm2 から 40g/dm2  くらいになる よう 
に 調整し ます。 

スロープ 機を 初めて 飛ばす 時， 斜面に 向かって 投げる のは 勇気が 要り ますが, 
次の 事を 守って いただければ 心配 あり ません。 

① 操縦して いる 自分の 位置より も 後方に 持って行かな いこと。 後方には 乱 気 


ISO 


第 6 章 ラジコン. グライダーと 気象 


写真 6-6 山の 斜面 に そって 発生す る 斜面 上昇 風 に 乗せて 飛ばす 


流が あり， 場所に よっては 機体の 回収が 不能に なること も あり ます。 

② フライト 中に 風が 弱くな り， 機体が 沈み かけたならば， 素早く 着陸させる 
こと。 これは 頭では わかって いながら， なかなか できない ことの ひとつで 
す。 なんとか 浮かそうと している うちに グライダーは どんどん 沈んで しま 
い， 着陸した 時は 斜面のは るか 下だった …… という ことにな り ます。 

次に 注意し なければ ならない ことは， 風が 吹いて いる にもかかわらず， 機体 
の 浮きが 悪い ことがあります。 これは 地形 的な 原因 もあります が， もう ひとつ 
の 原因は サー マルと 下降 気流の い たずら です。 

風の 強さは 変わらなくても 非常に 浮きの 良い 時 や， 反対に 浮きが 悪く エレべ 
ー ターを わずか アツ プ にして なんと か 水平飛行が できる …… という 状態の 時が 
あります。 

その他， 風が 吹いても 上層風の ため 上昇 風が 弱い 場合が あり ます （第 6-17 図 
参照)。 このような 時は 下界を 見ます と 煙が まっすぐ 上に 昇って いたり， 旗な 
ど 全く なびいて いない ことがあ ります。 このよう な 時で も あき ら めない ことで 
す。 …… といい ますのは， 風は 吹かなくても サー マルが 発生して いる ことがあ 
るからで す。 

サー マルの 発見は 気温の 変化で 知る ことができ ます。 サー マルが 発生して い 
る 時は 周囲の 温度が 高く， 下降 気流の 時は ヒン ヤリ した 感じが します。 山の サ 
ー マルは 相当 強力な もので， スロー プ 専用機で も どん どん 上昇して しまいます。 

飛ばす 要領は， しばらくの 間 気温の 変化に 注意して いて， サー マルの 発生が 
予測で きま したら 思いきって 出発させます。 サー マルが 発生して いれば 沈下す 
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□  □ 

□  □ 
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第 6-17 図 
上層風が 吹 
く 時は， サ 
ー マルを さ 
がそう 


る 様子が なく， 安定して 滑空す るよう であれば まず 心配ありません。 しかし， 
沈下す るよう であれば 素早く 回収して サー マルの 発生を 待ちます。 風が 吹かな 
くても， けっこう サー マルで 楽しむ ことができ ますから， 一度 トライして みて 
く ださい 0 

風が 吹いて いれば， 風の 強弱に よって サー マル 機を 使う か スロープ 機を 使う 
かを 選びます。 飛ばす 前に 送信機の スイッチを ON, 機体 側の スイッチ も ON 
にして， 必ず 各 舵の 動きを 確認し ます。 異常がなければ 思いきって 斜面に 向か 
って手 投げを 行い， 出発させます。 

スロープ. ソア リングの 手 投げ 発進の 時の 注意と しては， 決して 機体を 上向 
き に 投げない こと 0 必ず 第 6-18 図の よう にや や 下向きに 投げる ことが 大切です。 
その 理由は， 吹いて いる 風は 斜面に 沿って 吹いて いますから， 例えば 機体を 水 
平に 投げた と しても， 斜面では 風が 下から 吹いて いるた めに 上向きに 投げた の 


第 6-1 8 図 
スロープ • 
ソ アリ ング 
の 時は 必ず 
やや 下向き 
に 手 投げす 
る 
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第 6 章 ラジコン • グライダーと 気象 


風向 

コースの 右側では 左 旋回 

コースの 左側では 右 旋回  ,• 


第 6-1 9 図 
旋回は 必ず 
斜面と 平行 
に， 向かい 
風で 行う 

と 同じ ことになります ので， 失速の おそれが あります。 もし 手 投げ 後に 失速し 
そうで あれば， 素早く エレベーター •スティックを ダウンに して， 機首を 下げ 
てス ピー ドを 増す ように 操作し ます。 

このまま 直線 飛行を します と， 斜面 上昇 風の 圏外に 出て しまいます から， 右 
または 左に 旋回 させて， 斜面に 平行に コースを とります。 ここで 注意す る こと 
は， 絶対に 自分の 位置よ り 後方に 機体を やらない ことです。 

ある 程度 飛行したならば， 右 コースを 飛行して いる 時は 左 旋回で， すなわち 
風に 向かって 旋回 させ， 元の コースを もどって 自分の 前を 通過 させて 左 コース 
に 飛行 させ， 今度は 右 旋回で こちらに もどします （第 6-19 図參 照）。 このよう 
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写真 6-8 

飛行 中の スロープ •ソ 
アラー 


に 8 字 飛行 をしながら 斜面と 平行 に 飛行す る 基本の 操縦 方法 を 練習して くださ 
い。 上達 すれば 逆 方向の 風下 側に 旋回す る こと も 可能と なります 0 


スピードを 十分 殺して 
上昇 風に 乗せて 来て 着陸させる 


第 6-20 図 
スロープ • 
ソ アリ ング 
の 着陸 方法 
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第 6 章 ラジコン. グライダーと 気象 


写真 6-9 スロープから 手 投げ 発進 後， 斜面 上昇 風に 乗って 大空へ… 


着陸 

さて， いよいよ 着陸です が， スロープ. ソア リングの 場合は 上昇 風に 乗って 
おり ますので， 着陸には ちょっと した コツ が' 必要に なり ます。 

頂上 （操縦 位置） が 平らで 着陸させる ところが あれば まず 問題は あり ません 
が， なかなか このような 理想的な 所は ないようで， どうしても 斜面に 着陸 させ 
なければ ならない 場合が 多い ようです。 

斜面に 着陸させる 方法は， 第 6-20 図の よう に エレベーターを ダウンに して 高 
度を 下げながら 右 旋回で 斜面に 向かい， 向いたならば まっすぐに 斜面に 近づけ， 
ゆっくり と エレベーターを アツ プに して ス ピー ドを 殺して， 斜面に 上向きに 着 
陸させます。 
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もう ひとつの 方法は， 同じく 降下 させて 右 旋回 させ， 斜面に 向いたならば ゆ 
っ くり と エレベーターを アップに して ス ピー ドを 殺し， 上昇して きたならば 操 
縦 者の 足 もと に 着陸す るよう に 右 旋回で 着陸させる のです （第 6-21 図 参照)。 


6.4 競技会への 参加 


RC グ ライ ダーの 基本的な 操縦を マスター されたならば， サー マル. ソ アリ 
ング 競技会 や スロープ • ソア リング 競技会への 出場を おすすめ します。 「競技 
会なん か …… 」 と 尻 ごみせ ずに 出場し ましょう。 技術 向上の ためには 競技会 出 
場が 一番 良い のです。 競技会に 出場す る ことによって 仲間 も 増え， 楽しみ も 増 
してきます。 

RC グライダーの 競技会は， サー マル •ソ アリ ング 競技と スロープ. ソ アリ 
ング 競技を 合わせて 年間 数 10 回 開催され ており， 主と して 日本 RC グライダー 
協会 (JRGA) が 主催して お ります。 

競技 ルールは 各 支部に よって 多少 違います が， スロープ. ソア リング 競技の 
場合は 2 本の ポール 間を 10 パッシング する 時間を 競います。 サー マル. ソ アリ 
ン グ 競技は 滞空 競技と 指定 地 着陸 競技の トー タ ル 点数に よっ て 順位を 決定し ま 


写真 6-10 競技会 出場の ために 集まった グライダー 群 
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第 6 章 ラジコン. グライダーと 気象 


写真 6-11 

RC グライダーの 魅力 
は 大空に 舞うよう な 飛 
び 方です 


す。 


滞空 競技 

滞空 競技の 発航は ハンド 曳航， ハイス タート， 動カ ウィンチ などを 使用で き 
ますが， いずれを 使用す るかは 主催者が 決める ことに なって おり， それらの 用 
具は 主催者が 準備す る ことに なって おります。 現在 使用 されて いる 曳航 装置は 
主と して ウイ ンチ 曳航が 使われて おり ます。 

上記の 発航 装置 を 使用して RC グライダーを 出発させます が， グ ライ ダーが 
競技者 または 助手の 手を 離れた 時から 計時す るので はなく， 曳航 索を 離脱す る 
と 同時に 滞空時間の 計時が 行 われます。 

この 公式 滞空時間は 最大 7 分 （420 秒） が 与えられ， 7 分を 超えた 時から 1 


写真 6-12 競技会は 新技術を 仕入れる 場で も ある… 
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秒に つき 1 点が 減点され ます。 滞空時間は グライダーが 最初に 接地 または 衝突 
した 時， あるいは 視界から 没した 時 （ただし， 10 秒 以内に 飛行を 接続した 時は 
これを 認める） まで 計時され ます。 この 得点は 1 秒に つき 1 点が 与えられ， 最 
大 420 点と なります が， 7 分 以内， または 7 分を オーバーして 着陸した 時は 1 
秒に つき 1 点 減点され ます。 

指定 地 着陸の 得点は， 着陸 区域 内に 指定 地域が 設けられ， 直径 30m の 円の 中 
心から lm の 間隔で 得点を 与える 方法で， 中心から lm 以内が 100 点， 1 〜 2 
m 以内 が 95 点 …… といった ぐあいに， 1 m 間隔 で 30m まで 5 点ずつ 減点す る 
方法です。 最近の 競技会で はこの 得点 法が 多く 使われて おります。 

ア テン プト 

ア テン ブトとは， 曳航の 失敗な どに よって， やり直しを する ことで， 「曳航 
索から 離脱して から， 20 秒 以内 に 飛行 を 完了した 場合は 1 回の ア テン ブト が 与 
えられる」 という 規定が あります。 曳航 中に 索が 切断した 時 や フックに 故障が 
生じた 時に， すみやかに （20 秒 以内） 着陸 させれば， やり直しが できます。 た 
だし， あわててし まって， 着陸の 時に 機体を 破損させる ことのな いような 注意 
が 必要です。 

電動 グライダーの 滞空 競技 

電動 グライダーの 滞空 競技は， サー マル •グライダーの 競技と 同じく， 滞空 
時間と 指定 地 着陸の 得点を 競います が， 電動 グライダーの 場合は， モーターを 
回転 させた 時間を 差し引かれ ますから， なるべく 上昇 時の モーター. ランを 少 
なく しサー マルに よる 滞空時間を 多く しなければ なりません。 

また， モーター. ランの 間で もサー マルを 利用し ますと 上昇 性能が 非常に 向 
上します。 反対に 下降 気流に 入ります と モーター • ランが 長くな り 不利と なっ 
てし まいます。 

滞空時間と しては， 7 分， 

10 分， が 一般的な 滞空 競技 
です が， 30 分， 1 時間と い 
った 長時間の 滞空 競技 も 行 
われます。 


グライダー 協会 入会の しおり 
入会金  ¥2,000. 

年会費  ¥5,000. 

会報が 年 3 回 発行され ます。 
問い合わせ先 

〒565 吹 田市津 雲台 3  —  2  A10-403 

日本 RC 模型 グライダー 協会 
長 谷川 克 
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- 参考資料 - 

RC グライダー によく 使われる 翼 型 

第 1 章の 4 項で 翼 型に ついて 説明し ま したが， 翼 型とは その 翼の 断面 型を い 
います。 その 断面 型で 飛行 性能が 大きく 左右され るので， どの 翼 型を 使えば よ 
いかは， グライダーを 設計 するとき の 大切な 条件と なります。 

この 項では ラジコン • グライダーに 使用され る 代表的な 翼 型を 取り上げ， そ 
れぞれ に 簡単な 説明を つけて おき ま した。 


①  NACA0009 

スロープ. グライダー やサー マル. グライダーの 尾翼に 使用され る 翼 型です。 


© クラーク Y 

代表的な 翼 型で 昔から 模型飛行機に 使用され てきました。 下 面が 平底 型で あ 
れば クラーク Y と言われる ほど 有名です。 


③ ゲッチンゲン 795 

この 翼 型は 翼 厚 8  % と 薄 翼に 属する もので 小型の グライダー や 大型 グラ イダ 
一の テーパー 翼の 翼 端 付近に 適して いる 翼 型です。 


④  EB380 

エップ ラー 205 を 薄く したよう な 翼 型で， スロープ. グ ライ ダー やサー マル 
• グライダーに 使用 して 高性能を 期待す る ことができます。 
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⑤  FX60-126 

実 機の グライダーに 使用され ている 翼 型で， 最大 揚力 係数が 大きく， 空気 抵 
抗を 受ける こと が 小 さいと いう 特性の 翼 型です が， 突 込みの 姿勢に なつ た 時の 
沈下 率が 大きい 欠点が あります。 スケール. グライダー などに 適して いる 翼 型 
でしよう。 


⑥ エップ ラー 174 

この 翼 型は ェッ ブラー 387 に 似た 性能を 持つ 翼 型で， 飛行 中の 空気抵抗が 小 
さく， 突 込みの 姿勢に なっても 沈下 率が あま り 大きく ならない 一般的な 翼 型で 
す。 


⑦ エップ ラー 178 

小さい 迎 角の 姿勢で 飛行 するとき に 空気抵抗が 極めて 小さい ので， 高速度で 
飛行す る 時の 性能が 極めてよ い 翼 型で， F3B グライ ダー や スロープ • グ ライ 
ダーに 適した 翼 型です。 


⑧ エップ ラー 182 

これは 無 尾翼 機 用と して 開発され た 翼 型です。 また グライダーの 速度 世界 記 
録 390.92 km/h を 樹立した AME グループの グ ライ ダーに 使用され た 翼 型で， 最 
大揚 力 係数が 小さい 部類に 入ります。 
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参考資料 RC グライダー によく 使われる 翼 型 


③ エップ ラー 193 

サー マル. グライダー 用で 特に F3B グライダーに 使用され る 翼 型です。 F3 
B グライダーで 有名 な AME グルー プが 開発 した ダッセ ルに 使用され ています。 


⑩ エップ ラー 203 

翼 長 5m く らいの 大型 スケール • グライダーに 適した 翼 型です。 この 翼 型を 
大型 グライダーに 使用す る 場合は 翼 根に エップ ラー 203 を 使用し， 翼 端 部に エ 
ップ ラー 193 を 使用す ると， 好結果が 得られます。 


©  RG-14 

サー マル. グライダー 用 または スロープ 用で， この 翼 型 も F3B グライ ダー 
に 使用 して 高性能を 期待で きます。 


⑫  RG-15 

サー マル •グライダー， 特に F3B グライダーに 適して いるもので， 後 縁の 
25% を 可変 キャン バーと して 使用した 方が F3B グライ ダーには 好適でしょう。 


⑬ エップ ラー 374 

スロープ. グライダーの スタン ト 用に 適した 翼 型です。 


161 


⑭ A18 

サー マル. グライダーに 使用す る 翼 型で， 特に 最小 沈下 率の 性能を 向上 させ 
るのに 適した ものです。 特に ハン ドラン チ. グライダー のように 小型 グラ イダ 
一に 適して おり ます。 


⑮  S41 10-084-84 

サー マル. グライダーに 適した 翼 型で， この 翼 型 も 小型 サー マル. グラ イダ 
一に 適して おり ます。 


⑯ エップ ラー 392 

この 翼 型は ェ ッ ブラーの うち 新しい ものに 属します。 揚力 係数が 大きく 抗力 
係数が 少ない ので， サー マル や 距離 競技に 適した 翼 型です が， 下 面に 少し 凹み 
があります から 速度 競技には 不利でしょう。 


⑰  HQ2. 5 -  9 

1983 年度 F  3  B 世界選手権 大会で 優勝 しました R. デ ツカ ー氏が 使用 した 翼 型 
です。 この 翼 型は フラッペ ロンに して キャン バーを 変化させる ことにより， F 
3  B グライダー 用に 適した 翼 型と なります。 


⑱  BA-13 

スロープ 専用の 翼 型で ス ピー ドを 出す のに 適した 翼 型です。 
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参考資料 RC グライダー によく 使われる 翼 型 


®  BA- 14 

サー マル. グライダーで， 特に F3B グライ ダー 用と して 開発され た ハイス 
ピー ド 型 翼 型です。 


⑳  MB 253515 

サー マル. グ ライ ダーには おすすめ できない 翼 型です が， ア メリ カで F3B 
グライダーに 使用され た一 例が あります。 


@  ITTNER2016 

サー マル， グ ライ ダー 用と しては 一般的で はあり ません が， サー マルに よる 
アメリカ の AMA 公認 滞空記録 8 時間 5 分を 樹立した 「Little  Pigeon」 に 使用 さ 
れた翼 型です。 
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